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　夢の中でしか思い出せない光景の中にいた。

　彼（彼女？）とは何度目の遭遇だろう？　……どうでもいいか。

　向かい合う彼が言っていることは相変わらずよく分からなくて、だから僕は聞き流す。

　でも、このセリフだけは耳に響ひびいた。




「そうだね、大おお嶺みね醍だい哉やくんは、君の敵だ」







　初めてその銀色の髪を見たときに、「ああこの人は、僕と関わることのない人だ」と、そう思った。

　それはきっと僕だけじゃなく、他の大半の同級生たちもそう感じたはずだ。大おお嶺みね醍だい哉や、彼は全身で他人を拒絶していた。その高圧的な態度も、ロックスタイルのファッションも、他人と距離を置くための手段の一つなんだと思う。

　でも僕らは仲良くなった。陽はる明あきが間を取り持ってくれたからだけど、それだけで仲良くなれるわけじゃない。

『ええとお前……星ほし野の一かず輝きって言ったか？　うまく説明できないが、なんかお前、おかしいよな』

　初めて口を利きいたとき、醍哉はこんなことを言った。

　でも、それでも友情があると信じていたし、醍哉だって僕と話して結構楽しそうにしていた。

　なのに醍哉は、言ってしまった。




「お前、〝Ｏ〟と関わっているだろ？」




　中間テスト直前の昼休みの学食で、何の気なしにマリアの隣に座りながら、醍哉はそう言ってしまった。

「…………大嶺。お前、〝箱〟を手にしたのか？」

　言葉が出ない僕の代わりに、マリアが口を開く。

「何だその答える必要のない質問は？　そんなもん決まってるだろ。そもそも俺は今カズと会話をしてる。口うるさい保護者は黙だまってろ」

　マリアはわざとらしく嘆たん息そくして黙り、そして任せると言わんばかりにただ僕を見つめた。

　でも、何を話せばいいっていうんだ……？

　何も言い出せず、ただ見つめるばかりの僕を無視して、醍哉は話し始める。

「おかしいと思ってはいたんだ。音おと無なしの出現、心ここ音ねへの告白、まあその他諸もろ々もろもな」

　醍哉は右のピアスに触れる。

「その疑問は、〝Ｏ〟に会って氷解した。会った、その瞬しゆん間かんにだ。ああ、この頃の出来事の理由は、怪異としか言えないこいつのせいなんだとな。そしてそいつは俺に言った。自分は星野一輝が気に入っている、と」

　僕は醍哉が何を言いたいのか分からずに、ただ黙って聞いている。

「なるほど、お前に違和感を抱いだいていたのは俺だけではなかったってことだ。……なあカズ、俺はな、一年以上お前を観察し続けて分かったことがある」

　射るような視線で僕を見み据すえ、続ける。

「お前はどこか浮遊している」

「ふゆう……？」

　脈絡なく出てきた単語が、一いつ瞬しゆん何のことだか分からない。

「わずかに俯ふ瞰かんした視点で俺たちを見ている。お前はそこにいることはいるが、深く関わらずに一定の距離を保ち続けている。お前は中にも外にもいない。ただ……浮いている」

　その言葉が何を意味しているのか分からず、眉まゆを寄せる。

「それなのにお前は、日常を保ちたいと言う。何のために日常を望むのか、俺にはまるで分からなかった。でも〝Ｏ〟との会話で──お前が何でも〝願い〟を叶かなえる〝箱〟を突き返したと聞いて分かった」

　醍だい哉やは、言い放つ。

「お前の目的は、他人の〝願い〟を踏みにじることだ」

「そんなことない！」

　思ってもみない大声に自分で驚いた。けど、これは譲ゆずれない。

「僕が日常にこだわるのは……何かを求め続けることが、生きる証あかしだと思うから、だから……」

「笑えるな」

　言葉とは裏腹に、醍哉の目も口元も笑っていない。ただ酷薄に告げる。

「なら、その求めるものが、お前にはあるのか？　言ってみろよ」

「もちろんあるよ。それは──」

　言葉が止まる。

　ある。あるはずだ。だけど、出てこない。

　──それはきっと、僕の中で形になっていないんだ。

「何かを求め続けたいから。ふん、百歩譲ってその主張を認めてやったとしても、別の疑問が湧わく。お前はどうしてそうなった？」

「……え？」

　僕が日常にこだわるようになった、理由？

　そういえば僕は昔からこうだったのか？　……違う気がする。じゃあ、一体いつから──

「────」

　思い浮かぶ。

　──靄もやが掛かって分からない、誰か。

　ぼんやりとしてその姿は分からない。分からない？　……いや、どんなに靄が掛かっていても、本当は僕は誰か分かっているじゃないか。

　彼女は──

「分かったか」

　醍哉が遮さえぎるように言って、見えかけた誰かの姿は靄の中に消える。

「……なにが……？」

「どんな理由を付けようと、お前はただ、パブロフの犬みたいに条件反射で日常を保とうとしているだけだっていうことをだよ」

　ただ、日常を保ちたいだけ？　だとしたらそれは──

「それは、他人の〝願い〟を踏ふみにじることと同意だ。……なあカズ」

　いつもと変わらない気安さで、醍だい哉やは僕を呼ぶ。

「俺は〝箱〟を持っている。もう日常に反する存在だ。──さて、どうする？」

　醍哉の〝願い〟が何なのかなんて僕は知らない。でもそれが日常を壊すものならば僕は──

「結論は出てるんだろ？」

　醍哉はまた右耳のピアスに軽く触れながら、何の感慨も込めずに、言い放つ。




「だから俺は──お前の敵だ」
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　期末テストも返ってきて、消化試合のような集中力を欠いた授業が続く七月。

「絶対に病室でこの後ショッピングモールに行くとか言っちゃダメだからね！」

　茂も木ぎさんの病室に向かいながら、最近は大きいお団子ヘアーにしている心ここ音ねが言う。

「特に陽はる明あき！」

「分かってるって」

「どうかな？　なにせ『陽明』という新語は、『空気が読めない』という意味らしいし」

「そんな新語聞いたことねえよ！　『K.K』っていう新語が、『うざい』という意味だってことは知ってるけどな！」

「ちょっと！　何であたしのイニシャルが、『うざい』って意味になんの！」

「桐きり野の、そんな大声を張り上げて茂木に聞かれたら、せっかくの配慮にまるで意味がなくなるぞ」

　マリアに指摘されて、心音は「てへっ」と片目をつぶって舌を出し、「かわいいと思ってんのか」と漏もらす陽明をキッと睨にらみ付ける。

　そんな割といつも通りのやり取りに溜ため息いきを吐つきながら、病室に入る。

「…………」

　目に入ったのは、上半身裸のマッチョな男が表紙を飾る雑誌。

「カスミ……？」

「え……？　ひ！」

　素早い動きでマッチョ表紙雑誌は布団の中へ。

「み、みんな……ど、どうしたの、今日早いね……？」

　そして茂も木ぎさんは、ぎこちない笑え顔がおを浮かべる。

「…………」

　これは、もしかしたら見てはいけないものを見てしまったのでは……？　僕と心ここ音ねは目で「これには触れないでおこう」と会話する。

「お、何隠したんだよ、霞かすみ！」

　無む駄だだった。ここには『空気が読めない』という意味の名前を持っている男がいたんだった。

「な、何も隠してないよ……！」

「噓うそ吐つくなよ。……ん？　さてはエロ本だな！　見せて見せて！　俺、女がどんなエロ本を読んで興奮するか知りた──ぐぶ！」

　心音の肘ひじ打ちが入る。うん、すごく正しい突っ込みだと思う。

「大丈夫だよカスミ、あたしたちは何も見てないよ、うん……。そうだよね、病院生活もずっと続けば、その……ね！　色々持て余すよね！」

「べべべ、別に、持て余してないぃ！」

　茂木さんは真っ赤な顔で、手を大きく振って否定する。

「そ、そんなんじゃないよ！　これは……その……」

　口をすぼめて逡しゆん巡じゆんしながらもさっきの雑誌を布団から取り出す。よくよく見ると、確かにマッチョが表紙であることは間違いないけど、ヨガとか、正しいトレーニング法とか、そんなことが書いてある。

「エクササイズとか載ってる雑誌だよ。だから、その……えっちぃ本じゃない」

「え？　あ、ホントだ。あはは、ごめん。……でも、じゃ、どうして隠したんさ？」

　なぜか茂木さんは、心音じゃなく、僕を見て小さな声で言う。

「……だって私って、こういう雑誌似合わない……」

　そういえば──思わず茂木さんの腕を見る。簡単に折れてしまいそうだった白い腕は、少しだけ頼もしくなっている。……それでも十分華きや奢しやだけど。

　視線に気付いた茂木さんは、なぜかその腕を恥ずかしそうに背中に隠しながら、言う。

「……少しでもリハビリの参考になればいいな、って」

　あの繰り返しの日々が終わってから、もう四ヶ月も経たっている。折れていた骨は繫つながり、リハビリも始めた。遠い夢にさえ思えた学校への復帰も、少しずつ現実味を帯びてきた。もう少ししたら、車いすの彼女が教室にいるのが日常の光景になるのかもしれない。




　茂も木ぎさんが日常の中に戻る。

　──マリアがそこに居なかったときのように。
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「なあなあ、麻ま理り亜あちゃんって、霞かすみのこと苦手なのか？」

　ショッピングモールに入った途端、陽はる明あきは尋ねた。僕と心ここ音ねが思っていても口にできなかったっていうのに……。

「ハル……あたし、たまにハルが恐ろしくなるよ……」

「なにが？」

　陽明は心音の言葉の意味さえ分かっていない。恐ろしい。

「……どうしてそうだと思う？」

　マリアは感情を込めず淡たん々たんと陽明に尋ねる。

「だって俺、麻理亜ちゃんと霞がまともに話してるの見たことないぜ？　ま、二人ふたりが揃そろってるところをほとんど見かけてないからかもしれないけど」

「……ハル、よく聞いて」心音は陽明の身体からだを引き寄せ、耳打ちをする。「……二人は恋のライバル関係なの……だから気まずいの。分かるでしょそれぐらい……」

　その、心音……？　配慮してくれてるのは分かるけど、まる聞こえだよ？

「おおそうか、なるほど」

　陽明はニヤケ面づらで僕をじろじろ見る。……割といらっとするな。

　そんな二人の態度に、マリアは溜ため息いきを吐ついた。

「まあどう解釈しようが勝手だが、気軽に話せるかと問われたら否ではあるな」

「ほほう、それはやはり、ライバル的な意味で？」

「臼うす井い、お前は自分を蝿はえ扱いし、腹部にナイフを突き入れた相手に、何のしがらみもなく話せるか？」

「は？」

「冗談だ」

　無表情のマリアの言葉に、心音と陽明は顔を見合わせる。

　……すれすれの発言に心臓が痛いのは僕だけだ。

「……ええと、まあその話は終わりにして……さあ本題!!　マリマリに似合う服を探すよ！　って、まあ何でも似合いそうだけどね……ち、モデル体型め！」

　自分だって、この前ファッション雑誌にスナップ写真が載ってたくせに。

「そういや、どうしてそんな流れになったんだ？」

「それがさあ、聞いてよ！　最近休みの日にさ、私服のマリマリに会う機会が増えたんだけどね、明らかにファッション手抜きなんだよ。別にセンスは悪くないけど個性がなくて……んで、どこのブランドか聞いたらユニクロだって言うの」

「一昔前はともかく、現在のユニクロのファッション性は高い。企業努力により良質の商品が多く、価格も安い。ユニクロがベストだ」

「あたしだってユニクロ着るよ！　でも違うの！　あたしは、もっとこう……理想的な自分になるための努力というか……ああもう！　くそう素材だけで勝負できるからって!!」

「キリ、安心しろよ。胸だけは勝てるぞ」

「胸だけだと！　ふざけハル！　……胸の大きさ以外にもあたしは──」

　言いかけた言葉を止めた心ここ音ねは、マリアの全身を上から下までマジマジと見て、愕がく然ぜんとする。

「────バカな……勝ち目がないだと！　うわあん何だよ！　いっそミスなんたらで世界一になれよ！　そうすれば素直に『キレイ』って認めるだけであたしは傷付かないからあ！」

「……こ、心音、見た目の評価なんて主観的なものだしさ……」

「じゃあカズくんはどっちが美人だと思うの？」

「…………」

「なぜそこで押し黙だまる！　噓うそでもあたしって言っとけよ！」

「そりゃ無理な注文だろ」

「黙れビジュアル中の下」

「なんだと！　俺は控えめに言って中の上だ！」

　ぎゃあぎゃあわめきだしたせいで、回りの客の視線が集まり出す。……心音がいると、すぐこれだ。

「ね、ねえ心音、そろそろ……」

　声を掛けた僕に対して、心音は据すわった目。うわ、とばっちりの気配がする……。

「そもそもねカズくん、マリマリの服装で何が一番許せないか分かる？　カズくんとマリマリの背丈がほとんど一緒なのをいいことに、服を何着か二人ふたりで共有してることだよ！」

「……え？　ダメ？」

　僕の言葉に心音は目を見開く。

「…………は？　何その意外そうな顔？　『……え？　ダメ？』じゃねえよ！　感覚おかしいよ！　少なくともあたしは、マリマリが着てたＴシャツを、別の日にカズくんが着てたとき目め眩まいがしたよ！」

　いまいち納得できないので、陽はる明あきに視線を向ける。

「いや、ないからな？」

　……はっきり否定された。

「お前あれだろ？　好きな女の子が飲みきれずにくれたペットボトルの残りを、何の感慨もなく平然と飲み干せるタイプだろ？」

「それは普通じゃ……？」

　陽はる明あきは見せつけるように、わざとらしくやれやれと手を広げて溜ため息いきを吐つく。……何だよそのリアクション。

「ハル、あたしが服を買わせようとしてる理由分かったでしょ？」

「十分すぎるほどに！」




　二人ふたりが結託してしまったので、心ここ音ねの予定通りマリアの服選びが始まった。とはいっても、マリア自身は買い物する気がほとんどないので、心音が差し出す服に対して適当な感想を言ったり、たまに押し切られて試着したりするだけだ。

　薦すすめるものを買わないから不満だろうなあ、と思って見ていたけれど、心音は楽しそうににこにこしている。「絶世の美女を着せ替え人形にできるだけで楽しい！」だそうだ。……その感覚、男の僕にはよく分からない。

　同じ男である陽明はといえば、他の女性客や女性店員を見ているだけで満足そうだった。その精神構造がちょっと羨うらやまし──くはないか、全然。

　一人ひとり孤立してしまった僕は、どこにエネルギーがあるんだってほどにずっとテンションの高い心音に休きゆう憩けいを申し入れた。ようやく受け入れられたのは、三時間後だ。

　はあ……やっと一時的に解放された。

「……陽明は元気そうだね」

「おうよ！　ちゃんと見た女をランク付けするという目的を持って過ごしていたからな、充実してたぜ！　俺の中で一位はさっきの店の店員だな」

　心音がドン引きしてる。

「ちょっとうちの生徒会長に似てたよなー。ホッシーはそう思わなかった？」

「…………あー、言われてみれば、ちょっとだけね」

「え～……そうかあ～」心音が反論する。「うちの会長の方がカッコイイし……って、そうだ、それで思い出したんだけど、『三大超人』って知ってる？」

「知ってるぜ」「……まあ、私の耳に入らないわけがないしな」

　どうやら知らないのは僕だけらしい。

「……何なの、その『三大超人』って」

「ほら、うちの学校にさ、学年ごとに一人、成績が飛び抜けてる人たちいるでしょ？　その三人がさ、揃そろいも揃って成績以外にも特徴がある人たちだから、誰かが『超人』扱いしたのね。それがあまりにもしっくりくるから、浸透しちゃったって話」

「……もしかしてその一人ってマリア？」

「ああ、どう言われようが構わないが、あまり目立ちすぎるのは好きではないな」

　いや……入学式の時にあんな行動を取った人が、何言ってんの？

「で、一年がマリマリで、三年が生徒会長ね、んで二年は──」

　言いかけて、心ここ音ねは言葉を止める。みるみるうちに、不ふ機き嫌げんになっていく。

　……もう一人ひとりは、醍だい哉やか。

　醍哉は、あの日学食で僕に〝所有者〟宣言をしてから、そのまま姿を消した。学校に来ず、自宅からもいなくなった。

　心音や陽はる明あきに、何も告げることなく。

　心音はそのことにものすごく怒っている。何で自分に何も言わずいなくなったんだと。もちろんそれは、心配の裏返しなんだろうけど。

　たぶん心音は、まだ醍哉の失しつ踪そうを一時的なものだと思っている。だからこそ怒れる。でも僕は……これが一時的なものとは思うことができない。

　だって醍哉は──〝箱〟を手にしてしまった。

　僕らの日常から外れてしまった。

　心音は顔をしかめたままキャラメルマキアートを一気に飲み干すと、一度「ふう」と息を吐ついてまた話し始める。

「で、あの糞くそ野郎はどうでもいいとして、とにかくその『三大超人』は誰が見ても普通じゃないわけね」

「マリアと醍哉は分かるけど……生徒会長もやっぱりすごいの？」

「すごいよ。成績は東大合格間違いなしって言われてるし、陸上部では短距離走と走り幅跳びで全国行ってるし、生徒会でも時代錯さく誤ごの校則にばしばしメス入れてるしね。でも、そんな表面的なことを知らなくても、会長はすごいって分かるらしい」

「……どういうこと？」

「あたしの知ってる逸いつ話わだけど、実は会長、短距離走は練習でそこまで早くないんだって。他の部員にもたまに負けるぐらい。でも本番だとほぼ必ずベストタイムを出して、勝っちゃう」

「練習では手を抜いてるってこと？」

「それが違うんだって。『練習の目的は自分の力を伸ばすこと。本番の目的は結果を出すこと。力を発揮することだけにすべてのウエイトを掛けられる本番が、一番早いのは当たり前』ってことらしいよ。彼女が言うには。……ね？　よく分からないけど、なんかすごいでしょ？」

「……うん。別次元の人って気がする」

「でしょ～」なんて言いながら、せわしなく僕らのコップの中身がもう空であることを確認して、にんまり笑う。

「さて！　じゃ、そろそろマリマリの着せ替えタイムに戻ろう！」

　もう、あの手持ちぶさたな時間は、正直つらいなあ……。

「こ、心ここ音ね、僕、夕飯の時間があるから、そろそろ……」

「え～……」

　心音は唇くちびるを尖とがらせる。

「じゃあ後一軒だけ！　どうしてもマリマリに着せたい服があるんだよね！」




　そう言って心音に連れてこられたのは、外観からして明らかに他とは異質の空気を放っている店だった。大半の服が黒ばかりで、異様にひらひらしてる。

「絶対似合うよこれ！　ゴスロリマリアたんハァハァ」

　テンション上がりすぎの心音が差し出した服は、いかにもって感じの黒のひらひらワンピース。服を渡されたマリアの顔は、さすがに少し引きつっている。

「…………これを着ろと？」

「もち！　……ってか、実際マリマリ、ゴスロリってどう思うの？」

「現実に対して、足が地に着いていない感じがする」

「マリマリにピッタリじゃん！」

　ええええ！　ちょ、ちょっとなにを突然爆弾発言を！

　恐る恐るマリアを見る。幸いなことに、マリアは無理矢理渡されたワンピースの方が気になるようで、あんまり今の発言を気にする様子はない。

　心音は「後はヘッドドレス……いや、ミニハットもいいかも！」とか口にして、アクセサリーを漁っている。

　マリアは溜ため息いきを吐つく。

「……本当に嫌いやだったら、ちゃんと断った方がいいよ」

　マリアはゴスロリワンピースと僕の顔を、交互に見ながら呟つぶやくように言う。

「お前も見たいか？」

「え？」

「お前も私のゴスロリ姿が見たいかと、そう聞いている」

　質問の意図は分からないけれど、素直に答える。

「……ええと、どちらかと言えば見たいけど」

「そうか。お前がそこまで言うならば、着よう」

「……いや、そこまでって──」

「私は一かず輝きが言うから着るのだからな。まったく一輝は仕方のない奴やつだ」

　…………ええと。

　もしかして、マリア、着てみたいのかな？




　というわけで、マリアはゴスロリ姿になった。




「いやああああああああああ。マリマリ、あ、あたしを踏ふんで！　その、足で、踏んで!!」

　うわ、どうしよう？　心音が壊れてしまった……。

「あたしの見立て正しすぎる。ね、カズくんもそう思うでしょ!?」

「う、うん」

　間違いなく似合ってると思う。陽はる明あきも満足げにうんうん頷うなずいているし、ショップ店員の人たちも、ちらちら試着室の中を窺うかがっている。それぐらい似合ってる。

　マリアはといえば、どんな顔をしたらいいのか分からないらしく、試着室の中でどこを見るわけでもなく腕を組んでいた。

「おいカズくん、それだけかよ」

「……それだけって？」

「もっとこう……感動を表現するべきだし。口をマヌケに開けて『き、きれいだ……』とか思わず呟つぶやいて、その言葉を聞いて恥ずかしがるマリマリが『ふん、こういう格かつ好こうをした私なら好きなのか？』って照れ隠しの強がりを言ったら『い、いやいつもきれいだと思ってるよ！　本当にマリアはきれいだよ』とか言い出して、それにまた照れたマリマリと一緒にお互い赤面するみたいな、そんなベタ甘三流ドラマ展開させろよ。そしたら殴なぐるから」

「…………無理です」

「つまんない男だ。カラオケでみんなが知らないバラードばっか歌うタイプだな。しかもきっとうまくも下へ手たでもないから突っ込みも入れられないんだ。……ああ、カズくんのことはどうでもいいや。ねえねえ、マリマリ、写メ撮っていい？」

「断固拒否だ」

　マリアは視線をあさってに向けて腕を組んだまま、言う。

　……あれ？　実はこんな服着て、恥ずかしがってるのかな？

「何をニヤニヤしている一かず輝き」

「え？」

「いやらしい顔をしていた。さては私にこんな服を着せて、辱はずかしめたかったわけだな」

「べ、別にそういうわけじゃ」

「ちょっとこっちに来い」

　僕は怒られるのを覚悟して、首をすくめてマリアの前に行く。ゴスロリ姿のマリアは、僕の前で威圧的に腕を組んでいる。

「似合っているか？」

　どうしてそんなことを聞いてくるんだろう？　と思いつつも、僕はこくりと頷く。

「そうか」

　マリアは自分が頭に付けていた、白いひらひらしたヘッドドレスを取る。手の中のそのヘッドドレスを見て口の端を上げて、そして、

「……え？」

　なぜかそれを僕の頭に付けた。

「うん、お前も似合うぞ」

「…………は？」

　マリアの顔は、ものすごく楽しげだ。

「私はお前がどうしても着て欲しいと言ったから着たんだ。そうだったな？」

「……ええと」

「そうだったな？」

「…………はい」

「一つ、お前のわがままを聞いてやったわけだ。今度はお前が私のわがままを聞いてもいいと思うのだが、どうだ？」

「……そう、ですね」

「この服は私にちょうどいい。私とお前のサイズは同じだ。つまりお前でも着られるということだ」

「…………」

　マリアは有無を言わさない強い口調で、言う。

「着ろ」




　というわけで、僕はゴスロリ姿になった。




「うう……」

　試着室の中のどうしようもない自分の姿を見ながらうめく。

　マリアってば、初めから僕にこの姿をさせる気で、自分が先に着たんだ。僕が断りづらい状況を作るために。

　そういえばワンピースを手に持っていたとき、服と僕を交互に見ていたなあ。

「おい、もう着ただろう一かず輝き。早く扉を開けろ」

「……マリア。なんで僕にこんな格かつ好こうを……？」

「私がお前のゴスロリ姿が見たくてしょうがないからに決まっているだろう？　もちろんお前が恥ずかしがっている様子も含めて」

　久しぶりにマリアのイジメが……！

　ずっとこのまま試着室の中に閉じこもっているわけにはいかない。覚悟を決めて、扉を開ける。

「ぎゃはははははははははは」

　早速心ここ音ねが僕を指さして笑う。試着室の前にはマリア、心音、陽はる明あきだけならまだしも、なぜか店員さん、関係ないお客さん数人までいる。何なんだろう、この公開処刑は……。

「きゃははは、カズ子ちゃんかわいい！」

　心音がそう言いながら、ケータイを取り出し、こちらに向ける。…………まさか。

「や、やめて！　撮らないで！」

「無理。撮るし」

　心音だけじゃなく、陽明も、それどころかマリアまで撮影を始める。自分は撮らせなかったくせに！　ってか知らないお客さんも撮り始めてる！

「大丈夫だ一かず輝き、かわいいぞ」

　マリアが意味不明なフォロー。

「さて、送信っと」

「ちょ、ちょっと心音、ど、どこに送信したの!?」

「は？　カスミに決まってるじゃん！」

「な、何をしてるの!!　そ、そもそも、ショッピングモールに行くってこと言わない方がいいって言ったよね！」

「アホかカズくん。世の中には優先順位ってのがあるんだよ！」

　アホは心音だよ！　ひどすぎる！

　……すぐに僕のケータイが震えた。僕は恐る恐るケータイを開く。新着メール一件。表示されている名前は『茂も木ぎ霞かすみ』。

　本文は一文。

『かわいい♡』

　もうどうにでもなあれ☆
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　頭痛がしそうな程の刺激臭しゆうに、目を覚ます。

「え……？」

　唐突な展開に思わず声を漏もらす。一生のトラウマになりそうな今日の出来事を忘れようと、ベッドに入り込んだまでは憶えている。それからたぶん、眠って──

　──それで、ここはどこだろう？

　黒く、暗い空間だ。まるで欲望を鍋なべでドロドロに煮詰めたような空気が漂っている。その空気が、ペタペタペタ、と身体からだに貼はり付いてくる。ペタペタペタ。全身に。

　恐る恐る立ち上がる。

　広がった視界。眼球の中に黒が、黒が、黒が、迫りくるように襲いかかってくる。僕は倒れそうになるのをなんとか耐え、踏ふみとどまる。

　闇の中に、わずかに光があることに気付いた。青白い光が、チカチカチカチカ光ってる。コンビニの前に置いてある、高圧電流で虫を焼き殺すための機械の光に似ていて、そちらに行くべきじゃないと思うのに、その光に引き寄せられるように歩き出してしまう。

　光までの距離は５メートルほどだ。なのに一歩歩く度に遠くなっている気がしてしまう。僕の感覚が事実を無視してその距離を引き延ばしている。

　グニ──

　足に何かが当たる。

　視線を落とす。

「────ひ」

　女性の身体からだ。

「う、あ、ひあ！　は、は、はぁ──」

　乱れる呼吸を整えながら、視線を落として彼女を見る。知らない若いパジャマ姿の長い髪の女性──いや、もしかしたら見たことぐらいはあるかもしれない。記憶にわずかに引っかかる程度の知り合い……？

　息は、していない。

　だけど死んでいるのとは違う。おそらく彼女は、止まっている。

　僕は自分の格かつ好こうを確認した。眠ったときと同じ、パジャマ代わりのＴシャツ一枚に、トランクス。

　そうか、たぶん、僕も、この女性も、眠っている間にここに連れてこられた。

　そして──この、〝箱〟の中に入れられた。

　ようやく青白い光の正面に着いた。それはよく見ると、寂さびれた温泉旅館にありそうな昔のアーケードゲームの筐きよう体たいに似ていた。画面には【王降ろしの国】という、タイトルのようなものが書いてある。

　筐体の隣に、僕はその姿を見つけてしまった。

「…………醍だい哉や」

　失しつ踪そうする前と変わらない、両耳ピアスの彼がそこにいた。

「久しぶりだな、カズ。もう二ヶ月ぐらいになるのか？」

　まるで世間話を始めるみたいにそんなことを言い出す。言いたいことはたくさんあるけれど、まず目の前の疑問を尋ねる。

「……これは醍哉の〝箱〟なの？」

「答える必要があるか？」

　その通りだ。言うまでもなく、ついに醍哉が〝箱〟を使ったのだ。

「退屈──この怪物を押し潰つぶす、ただそれだけのために、人はピストルを己の脳のう漿しようにぶち込むことすらある」

　醍だい哉やの言葉の意味が分からずに眉まゆを寄せていると、口の端を上げて応える。

「『二十歳のエチュード』という本の一文だ」

「……何を言ってるの、醍哉？」

「この〝箱〟、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に込められた〝願い〟だ」

　醍哉の意図はまったく分からない。

「お前には分からないよな。日常を楽しめるお前には、退屈なんて概念が分かるわけもないよな。それは、想像を絶する苦痛なんだよ」

　もしかして醍哉は、『退屈』だからこの〝怠惰なる遊戯〟を発動させて、僕らを巻き込んだと言っているのか？

　だとしたらあまりにも身勝手で、バカバカしい。

「その顔を見る限り、理解する気もないって感じか。想像力のない人間は、いつだって傲ごう慢まんだ」

「……そんな言い方したって、騙だまされない。退屈を紛まぎらわすために〝箱〟を使うなんて、くだらないよ」

「理解しないならそれでいい。だが、そういう感覚も存在することだけは覚えておけ」

「……直せばいいじゃないか、そんな感覚」

「無理だ。これはその人間の本質に関わる問題だ。本質は変えることができない」

「そんなの……言い訳だよ」

「ならお前の歪ゆがんだ日常への執しゆう着ちやくも矯きよう正せいしろよ」

　僕は口をつぐむ。

「何をしたって、どこに行ったって、本質からは逃げられない。貧相なルックスの奴やつが、どんなに高いブランド物に身を包んで、一時間掛けて化粧をしても、貧相であることは変わりないように。変えられないものは、変えることができない」

「……退屈がつらいものだとして、でも、どうしてそうなっちゃうの？　楽しい事なんていっぱいあるよ？」

「本質というのはそういうものだ。どんな出来事も本質に引っ張られ、形を変える。お前が楽しいと思っていることも、退屈という本質を持つ人間には退屈なものでしかない」

「……醍哉は、みんなに羨うらやましがられるぐらいの能力を持ってるのに」

「俺は凡ぼん人じんだ。限界が見える程度の能力はあるから分かる。俺は何も為なすことができないだろうし、何も手に入れることができない。そう、悟さとっている」

　その乾ききった言い分に、僕は驚く。

　自信家にしか見えない醍哉がそんな風に考えているだなんて、思いもしなかった。

「退屈に吞のみ込まれてしまった、そんな奴には、〝箱〟を使っても退屈しのぎぐらいしかできない。だからこれはただのお遊び。空回りのお遊戯」

　言って、醍だい哉やは口の端を上げる。

「それでも、俺にとって重要なものだ」

　やはり僕には醍哉の理屈が理解できない。ただ、こうやって口先だけで説得するのが無理であることだけは分かった。

「……ねえ、醍哉。それでこれは、具体的にどんな〝箱〟なの？」

　醍哉は薄ら笑って、僕の肩を摑つかみ、筐きよう体たいの前にある椅い子すに座らせる。

「退屈しのぎのゲームをするだけだ。退屈しのぎ以外の意味なんてない。だから──」

　肩を強く摑んだまま、醍哉は僕の耳元にささやく。




「──意味のない、殺し合いをしようぜ？」




「……え？」

　醍哉の親指が鎖さ骨こつに食い込んで逃げられない。目の前の画面が、ゆらゆら揺ゆれる。まるで酩めい酊ていしているような感覚。

　──ガシ。

　酩酊の中で、僕は何かに頭を摑まれる。

　筐体の画面から、何かが伸びている。それは透明な手。僕はその透明な手に摑まれている。

「う、ぐ……」

　頭の奥が、ちりちりとざわめく。透明な手はどんどん増える。増える。増えた手は、僕の頭を、腕を、足を、腹を、全身を摑んで、僕の身体からだは透明な手で覆われる。

「だ、醍哉──!!」

　睨にらみ付けた僕の視線を冷ややかに流して、醍哉は言う。

「行ってこい」

　そして僕はその手に──引きずり込まれた。
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　▼一日目〈Ａ〉【星野一輝】の部屋

　コンクリート打ちっ放しの天井と裸電球が目に入って、見慣れないその光景に飛び起きた。

「……何、この部屋？」

　混乱しそうになりながらも、ここに来るまでの記憶を振り返ってみる。

　確かに僕は二段ベッドの下で寝ていた。そしてそこから動いた記憶はない。移動した記憶も、誰かに会った記憶もない。

　部屋を見渡す。六畳ほどの広さの部屋の中に、剝むき出しになったトイレと洗面台が配置されている。部屋の中心にはテーブルがあり、その上には麻袋が置いてあった。

　そして何より目に付くのは、この牢獄のような部屋には場違いな、壁に埋め込まれている最新の20インチほどのモニター。

　僕はふと視線を落とす。服装は制服で、ポケットにもどこにも何も入っていない。

　テーブルの上の麻袋に手を突っ込んで、一つ一つ中のものを取り出してみる。

　ボールペン。

　メモ帳。

　水色のデジタル腕時計。

　固形の食糧が七つ。

　それと『iPod touch』にそっくりな携帯端末機器。

　それから──

「────」

　ずっしりと重みのある、ナイフ。

　ゆっくりカバーを外してみる。分厚い刃だ。波刃まで付いている。映画で軍人が使っていそうな本格的なファイティングナイフ。

「……何これ？　何のためにこんなものが……」

　明らかに武器だ。戦うための道具だ。

　誰かが僕を戦わせようとしている？　つまり僕は戦わなければいけない？

　かぶりを振ってナイフを麻袋の中に投げ入れる。自分の身体からだが震えているのに気付いて、一度深呼吸をして落ち着こうとする。

　部屋をまた見渡す。窓はない。通気口も見当たらない。やけに重そうな扉が一つ。開けようかと考えて、だけどどこにもドアノブがないことに気付く。ためしに軽く体当たりをしてみたが、まるで手応えはなく、ビクともしない。

　よろよろとベッドに向かい、乱暴に腰掛ける。

「どうなってるんだよ……？」

　分からない。分からない……けれど、異常な事態だ。

　──異常、非日常。

　ああ、これは、もしかして──




『おは・よう』




　突然の声に、心臓が飛び上がる。

　首を回すと、さっきまで真っ黒だったモニターに──なんだろう？　とても珍ちん妙みような物が映っている。

『グフフ・おは・よう・カズキくん』

　親しげに話しかけてくるその言葉とは裏腹に、その声はいかにも機械らしく抑よく揚ようがない。モニターに映っているのは、どぎつい原色の緑色のクマ……だろう、おそらく。そのクマは目が鋭するどく、全体的に不ぶ格かつ好こうでまるでかわいらしくなく、はっきり言って気持ち悪い。

『やアやあやあ・ご機き嫌げん・いカがかな？　ボクは・マスコット・の・ノイタン・だよ・よろしクね』

　クマ（ノイタン？）の口がパクパク上下に動く。その開き方がまた、ただ顎あごが上下をしているだけのグラフィックで、やっぱり気持ち悪い。

「……ひどいな、このキャラ。子供は泣き出すよ……」

『誰がひどいだこの豚野郎。キンタマ潰つぶしてタマナシにしてやろうか？　さぞお似合いだろうな』

「…………ひ！」

　か、会話した！　しかも滅茶苦茶口悪いし、急に口調がなめらかになったし！　それにかっ開いた血走った目のグラフィックが恐すぎる！

「……あ、あの……僕と会話できるの？」

『うン・でき・るよ』

　口調が戻った。

　どうやら怒っているときだけ、流りゆう暢ちように喋しやべる設定らしい。

「ノイタン、」

『馴なれ馴れしいなテメエみたいなゴミクズはさん付けで呼ぶべきだろ。あと敬語使えよ』

「…………ノイタンさん。僕は知らない間にここに来てたんですが、ここはどこですか？」

『【王降ろしの国】・という・ゲームの中・だよ・詳くわシい・話は後で・みンな・がいる場所で・すルけど──』

「みんな……？　ここにいるのは僕だけじゃないの!?」

『テメエ人の話は最後まで聞けや舌を抜かれてえのか』

「…………ごめんなさい」

『これカら扉が・開くよ・出ルと・そコにこのゲームの・参加者たちが・集まっテるよ・そこで・詳くわしい説明を・すルから・待ってテね』

　ノイタンがそこまで喋しやべると、あの重かった扉がゆっくり、だけどスムーズに開いていく。

「……もう出ていいんですか？」

『覚悟・ができタなら・イいよ』

「覚悟……？」

『扉ノ先・には大部屋が・あるンだ・そこに・君と同じ立場・の人間がイる・そノ人たちに・会う・覚悟はでキて・いルかな？』

「僕たちは、何をするんですか？」

　ノイタンはその不気味な顔を歪ゆがませて、言う。

『殺し合いだよ』

「…………え？　それはどういう──」

　言い終わる前に、モニターの電源が消えた。同時に扉が開く。

　──何だあれ？

　まるで欲望を剝むき出しにしたようなどす黒い闇が、扉の向こうに繫つながっている。

　あの先に部屋があるっていうのか？　……そんなの信じられない。

　でもきっと、行くのを拒否することはできない。

　僕はテーブルの上の水色の腕時計を着けて扉の前に立つ。怖おじ気づきそうになる自分に言い聞かせる。

　……大丈夫だ。大丈夫なはずだ。

　この先にあるのはろくなものじゃない。だけど、ここは〝箱〟の中だ。だから彼女がいる。

　──マリアがいる。

　だから大丈夫だ。

　そうして僕は、暗闇の中に飛び込んだ。




　▼一日目〈Ｂ〉大部屋

　景色はすぐに変わった。

　まず白い、と思った。まるで医者も看護師も患者もいない、できたての病院のように不自然な白さだ。

　それだけ認識した途端──

「うえ……？」

　──僕は倒された。

　疑問に思う暇も、床に叩き付けられた痛みを感じる暇もなく、ナイフの先を目の前に突き付けられる。

「名前は？」

　ナイフを突き付けているセミロングの女性を見て、ようやく自分が何をされているのか認識する。

「ひ、ぃ……！」

「『ひぃ』って名前なの？　違うでしょ？　あたしは名前は何か聞いてるんだけど？」

　な、何だこの人？

「ほ、星ほし野の一かず輝き」

　彼女がうちの学校の制服を着ていて、そして左手にオレンジ色のデジタル時計を着けていることに気付く。もちろんその時計は、今僕がしているものの色違いだ。

　じゃあこのゲームの参加者？　……え？　もしかしてもう殺し合いのゲームは始まっていて、僕は詰み？　ちょ、ちょっと待ってよ、さすがにそれはひどすぎる！

　そんなどうしようもない状況だったっていうのに──




「一輝！」




　──ああ、その声を聞いただけで、すっかり安心してしまった。

「ん、音おと無なしさん、君の知り合い？」

「ああ、そうだ」

　視線を戻し、セミロングの女性は僕を観察する。

「……ふうん」

　言うと、彼女は表情を変えないまま立ち上がって、離れた。よく分からないけれど、僕は解放されたらしい。

「大丈夫か、一輝？」

「う、うん……」

　駆かけ寄り、差し出したマリアの手に摑つかまりながら答える。

「で、でも、彼女は一体何のつもりで──」

「──うお！」

　また別の声が聞こえて、言葉を止めて何事かと振り返る。さっきの女性が茶ちや髪ぱつの男を立たせたまま、ナイフを突き付けていた。

「……いきなりなんすか？」

　瞳ひとみだけで辺りを見渡しながら、彼は言う。驚きはしているものの、僕らの様子を窺うかがう余裕はあるらしい。

「……君はずいぶん余裕そうだね」

　その様子に気付いた彼女が、茶ちや髪ぱつ男に言う。

「いや、そんなことないっすけど……まあ、本気でやる気じゃあないな、って目を見たら分かったんで何とか平気です」

　茶髪男の言葉に、彼女は「へえ」と意味深な相づちを打つ。そのままナイフを引っ込めて、茶髪男を解放する。

「……あ、もういいんすか？」

「いいよもう」

　……茶髪男もあっさりと解放、か。本当に何のためにこんなことをしているんだろう？

　解放された茶髪男は、さっき自分がされたことなんてもう忘れてしまったかのように、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべて言う。

「お、美少女が三人もいる。ラッキー」

　三人……？　ええと、マリアに、ナイフを突き付けた女性に、それから──

　僕は部屋にあった大画面のモニターの横に、自分の身体からだを抱きしめるようにして小さく丸まっている、髪の長い女性を見つける。白い肌と、その色と対照的な真っ黒な髪の色が、清せい楚そな印象を抱いだかせる女性だ。

　そして、手首にはベージュのデジタル時計。

「大丈夫だよ、悠ゆう里りっ」

　ナイフ女が僕らに見せなかった親しさで、黒髪女性の頭を叩たたいて微ほほ笑えみかける。黒髪女性の恐怖で強ばっていた顔は少しだけ緩ゆるむが、すぐに表情を暗いものに戻してしまう。

「……どうなるのかな、私たち」

「何とかなるって！」

　……どうやら、あの二人ふたりは知り合いみたいだ。

「星ほし野のセンパイっすよね？」

　話しかけられ、僕は二人から視線を移す。さっきの茶髪の彼だ。

「僕のこと、知ってるの？」

「知ってますよん。センパイ、そこにいるまりっちとセットで有名人じゃないっすか。あの伝説の入学式を忘れたとは言わせませんよ」

　そう言う彼が身に着けているのは、着崩した制服に、シルバーのネックレス、そして腕には緑色のデジタル時計。……そういえば、ここにいる全員、うちの学校の制服だ。

「ええと、あなたの名前は？」

「俺は──ってそうだ。会長、どうやら全員揃そろってるようなんで、ここらで自己紹介とかどうっすか？」

　茶髪の彼は、そんなことをナイフ女に言う。

『会長』？　会長って生徒会長のことか？　心ここ音ねから話が出ていた三大超人の一人ひとりの？

「そうだね。それもいいかもしれない」

　言われてみれば歯切れのいいその声は、マイク越しによく聞くあの声。余裕のある微ほほ笑えみを見せている彼女は……そうだ、紛まぎれもない生徒会長だ。

　じゃあ──

　僕は、この超人と殺し合いのゲームで戦うことになる？

「これで全員かな？」

　生徒会長は茶ちや髪ぱつの彼に問う。

「椅い子すが六人分なんで、そうでしょうね」

「まあ、そうだね」

　……え？　六人？

「ちょっと待ってよ、今いるのは五人じゃ──」




「カズ、お前の眼球はガラス玉かなにかか？」




　その言葉に、息を吞のむ。

　部屋の真ん中にある長方形のテーブル、そこに均等に並んでいる六つの椅子の、僕から一番遠いその席に、彼はいた。

「……醍だい哉や」

　制服を身に着けた醍哉は、軽く口元を歪ゆがめて、久しぶりとでも言うように黒のデジタル時計をはめた手を上げる。

　ほぼ二ヶ月ぶりの再会なのに、こんな場所での再会なのに、まるでさっき会ったばかりのような軽い挨拶。

「何？　君たちも知り合い？　…………なるほどね」

「会長。今のは、俺たちが結託する可能性を危き惧ぐした発言と見ていいか？」

　会長は一いつ瞬しゆんだけ虚を突かれたような顔をして、吹き出した。そして言い放つ。

「ご勝手にどうぞ」

　その言葉に、今度は醍哉がにやつく。

　何だこの二人ふたりのやり取り……？　まるでもう、臨戦態勢じゃないか。

　……いや、もう始まっているのか？　だから僕らにナイフを突き付けたのか？

「俺だけ知り合いがいない感じ？　孤独厳し～」

　そんな二人の緊張感になんかまるで気付かない様子で、茶髪男がわざとらしく頭を抱えていた。……この人はこの人で、自分の状況分かってるのかな……？

「うん、自己紹介だったよね。やってみようか？　とりあえずせっかく用意されているんだ、席に座ろう」

　僕は醍だい哉やの正面に座り、隣にはマリアが座った。マリアの腕にもやはり腕時計がはめられている。その色は、赤。

「さて、多少は知られているだろうけど、あたしからから名乗ろうかね。あたしは──」

「その前にいいか？」

　マリアは自分の正面に座る会長を睨にらんで問う。

「なに？」

「傷付ける意志は感じられなかったから止めはしなかったが……あの、一かず輝きたちに対するナイフでの脅おどしは何のつもりだ？」

「ああ、あれ？」

　睨み付ける視線にも平然とした様子で、会長は説明する。

「あのふざけたクマからあたしと同じ説明を受けているんだったら、これから行われるのが『殺し合い』のゲームだって、みんな知ってるってことでしょ？　だから全員が混乱してるうちに先手を打つ人がいるかもしれないと思ってね。ああやれば抑よく止しにはなるかなあ、と。要は危機管理だね」

「ふっ」

　その説明を、醍哉が鼻で笑った。会長は露ろ骨こつにむっとする。

「ええと……大おお嶺みね醍哉くん、だよね確か。噂うわさには聞いたことある。で、その冷笑はなんのつもりかな？」

「苦しい噓うそだと思っただけだ。危機管理？　あのクマの説明で皆殺しをしようとするような好戦的な人間がいるかよ。どうせ先手を打って心理的優位に立つ作戦だろ？　安心しろ、そんなことができるのは、そういう発想ができるお前だけだ」

「心理的優位に立つ作戦ねえ。誤解だよ誤解。んな、デメリットの方が大きいことなんてしない。下へ手たに恨うらみを買って、あたしの方こそ狙ねらわれるかもしれないじゃん」

「なら黒幕チェックか？　リアクションで怪あやしい人間を見つけ出そうとでもしてたのか？」

「そこまで考えてないよ、嫌いやだなあ」

　会長の受け答えは軽やかだ。でも、そんなので紛まぎらわせないぐらい、不ふ穏おんな空気が漂っている。

「ちょいとやめてくださいよセンパイ方。マジ恐いっすよ！」

　茶ちや髪ぱつ男が間に割って入った。

「……いいけど、本当に君は落ち着いてるよね。間違いなく曲くせ者ものだよね？」

「勘弁してくださいよ。平常心じゃいられないからこそ、こんな感じなんすよ。俺、普段はもうちょっと大人しいっすけど、今は変なテンションになっちゃってるっつうか……。まあそれでも、会長のお友達よりは緊張してないと思いますけどね」

　いきなり会話を振られた大人しそうな彼女は、びくりと肩を震わせた。

「ご、ごめんなさい……」

「いや悠ゆう里り、謝るとこじゃないから」

「ご、ごめんなさい、色いろ葉は」

　言ってる傍そばから謝罪する彼女に、会長は笑って肩をすくませる。

「あ～……なんか緊張感なくなった」

「悠里ちゃんナイス」

　茶ちや髪ぱつ男が親指を突き上げる。

「え？　え？　私、なにか……？」

　戸惑うようにまばたきする彼女に、また会長がくすくす笑う。

「本題に戻って自己紹介しよっか？　あたしはご存じのように生徒会長やってる、三年の新しん藤どう色葉。特技はどこでも寝られること。趣味は陸上」

「全国大会に出場する陸上が趣味か。お前、結構嫌われ者だろ？」

　醍だい哉やが横やりを入れる。

「言うじゃん。いや趣味ってのは単に事実。だって陸上なんて向いてないもの。あんなものどうしても肉体的資質に頼らざるを得ない。で、あたしは、そこまで恵まれた資質を持っているわけじゃない。だから向いてない。ただの趣味」

「それを嫌いや味みというんだよ」

「と、嫌味を言う少年であった」

　会長はまったく堪こたえる様子もなく言い返す。あの醍哉とやり合えるあたり、やっぱりこの人は超人だ。

　会長は隣の彼女を肘ひじで小こ突づいて、次を促うながす。

「あ、わ、私はその、三年で、その、色葉とは一年の時同じクラスで仲良くしてもらいました。……うんと、特技とかも言うの、色葉？　う～んと……特技は分かりませんけど……趣味は読書です。名前は悠里──柳悠里です」

「え？」

　思わず言葉を漏もらす。

『柳やなぎ』だって？

「…………え？　えと、わ、私変なこと言いました？」

『柳悠里』と名乗った彼女は、そんな僕の様子に慌あわてている。

「あ」

　我に返って、必死に手を振る。

「な、何でもないよ。その、知り合いに同じ苗字の人がいるから」

「そ、そうなんですか……」

　柳さん──だと紛まぎらわしいので悠里さん──は、まだ不思議そうに僕を見ていたけれど、

「悠ゆう里り、もういいの？」

「あ、ええと……」

　会長に言われ、視線を外した。

「よ、よろしくお願いします」

　……しまったなあ、変な人だと思われたかも。

　そんな僕らをニヤニヤして見ていた茶ちや髪ぱつ男が、口を開く。

「悠里ちゃんかわいいっすね。タイプです」

「ふえ！」

「こら一年、悠里をナンパすんな。あとちゃん付けとか馴なれ馴れしい」

「ちなみに会長は気が強すぎるのでタイプじゃないです」

「どうでもいいわ。次、君自己紹介しなさい」

「うーす。俺は一年の神かみ内うち昂こう大だいですよろしく。あ、特に悠里ちゃんよろしく。んで、趣味はスロットです。……あ、一応ゲーセンのってことで」

　茶髪男こと、神内くんの自己紹介に、醍だい哉やが意外にも食いついている。

「ああ、お前が神内か。よく噂うわさに聞く。お前パチスロで負けなしらしいな」

「んなことないっすけどね。ま、トータルでは絶対勝てますけど。俺、基本目がいいんで」

「臼うす井い陽はる明あきって奴やつが、お前を野球部に入れるためにスカウトに来ただろ？　お前、中学時代、運動部の大会荒らしで有名だったらしいからな」

「スカウト？　覚えてないっすけど……いやいやだけど高校野球とかマジ無理っすよ。てかあんな鬼畜な練習、か弱い俺が付いていけるわけないじゃないすか。俺は帰宅部がお似合いですよ」

　もしかして、神内くんも『三大超人』ほどではないけど、すごい人……？

「……あの、悠里さん」

「は、はい？」

「もしかして悠里さんも、すごく頭が良かったり？」

「え？　わ、私は、その……全然」

「悠里は１組で常にトップの成績だよ」

　会長があっさり答える。

　３年１組？　東大京大を目指す文系のエリートクラスだ。そこで一位って……。

「い、色いろ葉はが理系クラスだからです。色葉が文系クラスだったら間違いなく負けてます……」

「あ、ちなみに俺は、入試で成績二番目だったらしいっすよ。悠里ちゃん、お互い反則一位に敵かなわない二位同士っすね」

「は、はあ……」

　やっぱり神内くんもただ者ではないんだ。

「ふうん。このメンツの共通点が見えてきたね。成績上位者……ま、文系理系あるから一概に言えないけど、学年一位と二位の集まりみたいなもんだ。人数的にもちょうどいい」

「あ、でも、僕は成績は中の上くらいだよ？　今回の期末は成績良かったけど、それでも上の下がいいところで──」

　言いかけた言葉を吞のみ込む。

　会長、悠ゆう里りさん、神かみ内うちくんの三人が、僕を凝視していたからだ。

　……どうして？　今、そんなにおかしいことを言った？

「確認するけど、音おと無なしさんと大おお嶺みねくんは、成績上位者だね？」

　会長が僕を見て言う。僕は黙だまって頷うなずいた。

「なるほどね」

　会長はにこやかに、だけど目だけは笑っていない顔で、言う。

「何で君だけ例外なのかな？」

　隠そうともしない威圧に、たじろぐ。

　なんだ？　なんで僕は、こんな視線を向けられている？

「勇み足にもほどがある」

　その言葉で会長の視線が僕から移動する。僕から──マリアへ。

「まだこのゲームがどんなものであるかも分からないうちに、なにをギスギスしている？　この『殺し合い』に賛同し、参加する気満々ということか？　だとしたらお前らこそ、警戒すべき対象だ」

「そ、そうですよね。まだなにかが始まったわけじゃないのに……」

　マリアの言葉に対して、悠里さんは会長をちらりちらりと窺うかがいながら、言う。

　会長はというと、しばらく唇くちびるを尖とがらせていた。すねているわけではなくて、それが彼女の考えるときの癖くせのようだ。

　会長は口元を引き締めると、溜ため息いきと共に言う。

「それもそうだね。成績上位者の集まりってのも仮定に過ぎないのに、そこから外れたってだけで警戒するのはおかしいか。根拠のない疑いを持ち続けると、足下をすくわれそうだ」

「俺から言わせれば、一番疑わしいのはどう考えても、行動が迅じん速そく的すぎる会長殿だしな」

「ははは、あたしが怪あやしい？　君は鏡を見ろ」

　会長の言葉に、醍だい哉やは愉ゆ快かいそうに口の端を上げる。

「……あの、これって何なの？　もう犯人捜さがしをしてるの？」

　状況についていけず尋ねた質問に、会長はわずかに口の端を上げて答える。

「犯人というか、ただ用心すべき相手を見つけてる感じだね。このゲームを企画した黒幕がこの中にいるかもしれないし、『殺し合い』を促進させようとする黒幕側の人間がいるかもしれない。もし分かるんなら、取り返しがつかなくなる前に、さっさと暴きたいってこと」

　黒幕、か。

　黒幕も何も──僕はこんなことをしでかした犯人が分かってる。

　──大嶺醍哉。犯人はそれ以外にあり得ない。

　……でもその答えを口にできないことを、僕は分かり始めていた。

　ここでは下へ手たな発言は許されない。成績上位者でないだけで疑われるのだ。その場の流れに反する行動は、即、疑念に向かう。

　もし『これは〝箱〟の仕業で、〝所有者〟である醍だい哉やが起こしたことだ』と口にしたらどうなるだろう？

　元より荒こう唐とう無む稽けいな話だ。そんな噓うそをわざわざ吐ついて、醍哉を陥おとしいれようとしているって思われるのが関の山に決まってる。

　だから、どんなに正しくても〝箱〟のことは口にできない。

　マリアがむすっとした様子で黙だまり込んでいるのは、それが分かっているからだろう。




『さテさてさて・すでニ・疑ぎ心しん暗あん鬼きを・存分に・堪能シて・いル・ようダね・期待通りデ・うれシいな』




　中央にある大画面のモニターに、僕らは揃そろいも揃って一斉に視線を注ぐ。

　画面にはさっきのまったくかわいくない緑色のクマ。大画面ということもあって、気持ち悪さが一段と際立っている。

　会長が画面を見て苦笑を浮かべる。

「出たな、キモクマ」

『口を慎つつしめよノイタンさんと呼べ。ションベンくせえたかが一学校の生徒会長が勘違いして偉そうにしてるんじゃねえ』

　会長は余裕の笑えみだけど、悠ゆう里りさんはその毒舌とグラフィックに驚いて「ひぇ！」と小さく悲鳴を上げ、身体からだを縮ませた。

　……身長が低いわけじゃないけど、小動物みたいな人だなあ……って、よく同じ事を言われる僕が言えることじゃないけど。

「早く説明しなよ、キモクマ」

『言葉を理解する知能がねえのか。テメエ一番に死ねよ』

「おい会長様よ。話が進まないから、そろそろ黙っていただけませんか？」

「へいへい」

　醍哉の嫌いや味みに、会長は肩をすくめて素直に口を閉じる。しばらく黙っていたら、ノイタンは機き嫌げんを直したのか、グラフィックを元に戻してまたたどたどしい口調で話し始めた。

『【王降ろしの国】・についテ・説明・すルよ』

　僕らは黙だまって画面を見つめる。

『コれは・殺し合いノ・ゲームだけど・もっと詳くわシく・言うと・王の座・を奪イ合う・ゲームなん・ダよ』

　僕らはノイタンの説明に、顔を見合わせる。

『参加者でアる・君たちニは・それゾれ・自分ノ・【役職】が・振り分けらレて・いるンだ・【役職】は・【王】・【王子】・【影武者】・【魔法使い】・【騎士】・【革命家】・だよ・それゾれ特性を・持っていルんだ』

「自分の【役職】ってのは、どうすりゃ分かるの？」

『【役職】は・自分の・部屋にアる・モニターを・見れば分カるよ・ちなミに・あレは・タッチセンサ・になッていて・ソれぞれの・【役職】に応じて・操作が・できルんだ』

　会長は顔をしかめて続きを聞く。

『さて・【役職】・につイて・説明スる・前に・コの・【王降ろしの国】の・舞台につイて・説明するよ・この国はね・他国に・侵略ヲ・重ネてきた・王の・独裁国家で──』

「ノイタン」

　テレビゲームだったら適当に読み飛ばされそうなプロローグを語り始めるノイタンを、マリアが遮さえぎった。

『なニ・かな？・マリアちゃん』

「そんなものは必要ない。さっさと私たちに必要なゲームの概要のみ話せ」

『人が懇こん切せつ丁寧に話してやろうってのになんだテメエのその態度は。ションベンくせえガキが生意気なんだよ』

　グラフィックはまた例の血走り眼まなこに。

「さっき新しん藤どうにもションベンくせえって言っていたぞ？　語ご彙いが貧弱だな」

『揚げ足取りをしてる暇があるんなら生き残る術すべでも考えていやがれ籠かごの中の鳥が』

　言って満足（？）したのか、グラフィックはまた元に戻る。

『しょウが・ナいなあ・要点だケ・話シて・アげるよ・マず・タイムテーブルは・厳守・破ルと・自動的に・【失格】ニなっちゃう・カら・気ヲ付けてね』

「……【失格】になると、どうなっちゃうんですか？」

『強制処刑』

　空気が固まる。

『首切リ・だよ・当然ダね・時間も守れナい奴やつは・死ンだ方が・いイもんね』

　悠ゆう里りさんはまばたきもせずに目を見開いている。そして『処刑』の意味が、言葉通りの意味だと理解し、次第にその顔色が青ざめていく。

　ノイタンはそんな彼女の反応なんて関係なく続ける。

『それかラ・全体ノ時間制限が・あルよ・食糧は・固形食糧が・七つ・これはチょうど・一週間分ナんだ・その固形食糧は・一日一回・食べルだけで・不思議と・空腹を・感じなクなる・魔法の・食糧ダよ・その代ワり・一日・食べナいと・空腹で・ミイラになルよ』

「ミイラ……ねえ」

　会長は唇くちびるを尖とがらせながら、頭を搔かく。

「で、このゲームはどうすれば勝ったことになんのさ？　何をすればいいのか、まったく分からないんだけど」

『うン・【役職】によって・勝利条件は・変わってクるんだ・例エば【王】なら・そノ座を・狙ねらう人たちを・排除スれば・勝利すルよ・ソれぞれの・詳くわしいデータを・今・表示スるね』

　ノイタンが消えて、画面に文字が表示される。






☆【王】




先代の王を暗殺し、その座を奪い取り、侵略を重ねてきた王。猜さい疑ぎ心の強い性格で、自らの座を脅おびやかすものの謀ぼう殺さつを企くわだてている。その猜疑心が忠心を失わせていることには気付かない。

部下に【謀殺】の依頼をするが、自らに敵意が向くのを恐れ、強制はできない。

人を信じることができない彼が統治する国に、明るい未来はないだろう。




　【王】の能力




　・【謀殺】




殺したい相手を選択し、【魔法使い】ないしは【騎士】に実行を依頼できる。選ばないこともできる。




　・【入れ替わり】




一日のみ【影武者】と入れ替われ、【暗殺】対象から逃れることができる。入れ替わった日に対象にされていた場合、【王】の代わりに【影武者】が死亡する。







　【王】の勝利条件




王の座を守ること。（王の座を脅かす【王子】、【革命家】の排除）







☆【王子】




野心家。王位継承順位は三位だったが、王の猜疑心を利用し他王子を殺害させ、現在は一位。自らに猜疑心が向くことを警戒し、対魔術を身に付けている。

彼が王座に即ついた場合、先代以上の独裁国家になるだろう。




　【王子】の能力




　・【対魔術】




【魔法】による攻撃では殺されない。







　【王子】の勝利条件




王になること。（【王】【影武者】【革命家】の排除）







☆【影武者】




【王】を尊敬する【王】とうり二つの外見を持つ元農民。野心はないが、自分を小こ馬ば鹿かにし続けた【王子】を王の座に即つかせることだけは許せない。

理想なき彼が王になれば、国はたちまち崩壊するだろう。




　【影武者】の能力




　・【引き継ぎ】




【王】が死亡した場合、または【入れ替わり】が実行された場合、【謀ぼう殺さつ】ができるようになる。







　【影武者】の勝利条件




自分を殺そうとしている人間の死亡。（【王子】【革命家】の死亡）







☆【魔法使い】




【王】に仕える部下。魔術における【王子】の指南役であり、【王子】とは仲が良い。自らの魔術の研究ができれば不満はなく、王座に興味はない。

いくら魔術で成果を上げようと、自分の殻に閉じこもる人間には、誰も価値を見出してはくれない。




　【魔法使い】の能力




　・【魔法】




【謀殺】により選ばれたキャラクターを、実際に殺すか決定することができる。実行されたキャラクターは焼死体になる。







　【魔法使い】の勝利条件




生き延びること。







☆【騎士】




【王】に仕える部下。部下でありながら、故郷の国を滅ぼした王家に復ふく讐しゆうしようと画策している。王族を根絶やしにしたときのみ、自らが幸せになれると信じ込んでいる。

当然ながら、負の感情に溺おぼれる者は不幸の闇に堕おちるのみ。




　【騎士】の能力




　・【斬ざん殺さつ】




【謀ぼう殺さつ】により選ばれたキャラクターを実際に殺すか、決定することができる。【魔法使い】が死亡した場合のみ、実行可能。実行されたキャラクターは、首をはねられ死亡する。







　【騎士】の勝利条件




復讐の完遂（【王】【王子】の死亡）







☆【革命家】




【王】の右腕。有能故ゆえにこのままでは国が滅びてしまうことを悟さとり、自ら国を率いる覚悟をする。

暗殺により恨うらみを積み重ねた支配者に、国の舵かじ取とりは不可能。自らもまた暗殺されるのが関の山。




　【革命家】の能力




　・【暗殺】




指定したキャラクターを【暗殺】することができる。選ばないことも可能。実行されたキャラクターは、絞こう殺さつ体となる。







　【革命家】の勝利条件




自らが王になること（【王】【王子】【影武者】の殺害）







＊生存者の勝利条件がすべて満たされたときに、ゲームが終了する








　みんな、一言も発することなく読みふけり、その意味を理解しようとする。

　僕も一生懸命画面を睨にらみ付けるけれど、これから何をすればいいのかすら分からない。ただ【謀殺】【暗殺】という物騒な単語が、【王降ろしの国】が殺し合いのゲームであることを証明していることだけは分かる。

「なあキモクマ。この【魔法】とか【暗殺】ってのは、実際あたしらがどう動けば実行されるわけ？」

　会長が尋ねる。

『該がい当とう者ハ・自室の・モニターに・コマンドが・表示さレるんだ・ソのモニターの・スイッチヲ・押すだけで・そのコマンドが・実行・されルよ・ダから・切符を買うみたイに・お手軽に・人を・殺せルんだ』

　その言葉に、僕以外の人たちの顔色が変わる。どうしてみんながそこまでの反応をするのか分からなくて、僕はマリアを見る。

「……マリア、その」

「これがどれだけ危険なことか分からないか？」

　ゆっくり頷うなずく。そんな僕を見て、醍だい哉やが呆あきれかえった顔で笑ってる。……分からないんだから、しょうがないじゃないか。

「例えば一かず輝きが身の危険を感じたとする。……いや、それではぬるいな。確実に死ぬだろうと気付いてしまったとする。危機を回避するためには、特定の人間を殺すしかない。一輝はその特定の人間を、ナイフで殺害することができるか？」

「そ、そんなの絶対に無理だよ」

「じゃあスイッチ一つならどうだ？」

「え……？」

　スイッチ一つで、自分の命が守れる。他人の命を奪う代わりに。

「…………そ、それでも無理だよ。誰かを殺すなんて」

「そうだな、お前はそうだろう。だが、他のここにいる人間が、同じ答えに至ると思うか？」

　僕は思わず辺りを見渡す。

　行動力のある会長。臆病そうな悠ゆう里りさん。妙みように軽い神かみ内うちくん。そして、〝所有者〟の醍哉。

「お前は自分も含め、ここにいる六人全員が、自分の身が危険になったときに他人の命を奪わないでいる確証があるか？　……正直に言おう。私には、ない」

　それは、おそらくここにいる全員がそうだ。

「もしかすると、誰かが自分を殺すかもしれない。ここにいる全員が、そう思ってしまうだろうな。そして、その疑ぎ心しん暗あん鬼きがさらに事態を深刻なものにするのは言うまでもないな？」

「で、でも、いくらスイッチを押すだけで人を殺せるって言っても、実際にはそう簡単に実行できるわけないよ」

「だが時間が迫ってきたらどうだ？」

「……時間？」

「緑のクマが言っていただろう。全体の時間制限、すなわち食糧が尽きたら死亡すると。これは、勝者が決まらなければ全員敗者……つまり死亡する、という意味だ」

　僕は息を吞のむ。

「私たちの目的は、勝者になることではない。このゲームから抜け出すことだ。だが時間が迫れば、その目的は揺ゆらぐ。目的を達成することを諦あきらめる人間が現れる。そいつは、生き残ることを優先するかもしれない。このまま全員死ぬぐらいならば、自分の勝利条件を満たした方がいいと考えるかもしれない。そして死体が出れば──終わりだ」

「…………どうして？」

「死体が出た。ゲームへ積極的に関わる者がいることが分かった。このまま手をこまねいていたら、一方的に殺されてしまう。だから他の者も、ゲームにまともに参加せざるを得なくなる。そうなればもう、勝者が決まるまで終わることはないだろう」

　淡たん々たんと言うマリアに、誰も反論しない。それはここにいる全員の共通認識なんだろう。

「一つ死体が出れば、終わり……」

　つまり僕らは、誰かが間違いを起こす前に、このゲームを抜け出す術すべを見つけなければいけない。

『さてさてさテ・ゲームの・内容が・分かってきタかな？・こレから・タイムテーブルを・表示させルよ・タイムテーブルに従っテ・前後５分・以内に・移動を終えテね』

　さきほどの画面が消え、タイムテーブルが表示される。





　　～12　〈Ａ〉


・休きゆう憩けい、自室で待機。



　12～14　〈Ｂ〉


・大部屋に集合。



　14～18　〈Ｃ〉


・14時40分までに、【密談】相手を選択する。選択したキャラクターの部屋で、30分間過ごす。

・【王】は【謀ぼう殺さつ】する相手を選ぶことができる。

・【魔法使い】は【魔法】（【騎士】は【斬ざん殺さつ】）を執行できる。




（【魔法】【斬殺】対象になったキャラクターは17時55分に死亡する）



　18～20　〈Ｄ〉


・大部屋に集合。



　20～22　〈Ｅ〉


・自室で食事。




（この時点で食糧がないとミイラ化し、死亡）




・【革命家】が【暗殺】を実行できる。




（【暗殺】対象になったキャラクターは、選ばれた直後に死亡）



　22～　　〈Ｆ〉


・休きゆう憩けい、就寝








『メモを取ル・必要は・ナいよ・携帯端末・に・さっキの・役職の詳くわシいデータや・タイムテーブルが・入っテいる・カらね・そレと・アの端末には・会話のログが・保存さ・れているカら・役立てルと・いイよ』

「うへ、ここの会話、保存されてるんすか？」

「君、保存されるとまずいことでもすでに言ったわけ？」

　神かみ内うちくんの発言に、すかさず会長が突っ込む。

「いや言ってないっすけど……？」

「こう考えたわけでしょ？　これから迂う闊かつな発言すると、【役職】を推測されてしまうって。ゲームに参加する気満々じゃん」

　神内くんは苦笑する。

「はは、こんな状況じゃ誰だって隙すきは見せたくないっすからね」

　神内くんが警戒するのも仕方がない。僕だってゲームに参加する気はなくとも、他の人たちの【役職】が何なのかは知りたい。自分と敵対する相手や、危険な【革命家】は特に。

　そのために、保存された会話を読むだろう。

　でも、その行為自体危険かもしれない。不安になり、猜さい疑ぎ心しんに苛さいなまれた状態で発言を見返せば、些さ細さいな発言に引っかかり、さらに疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいる気がする。

　そして、疑心暗鬼に耐えられなくなり、人を殺すスイッチを──

　……そうだ。発言を読み返せることさえ、ゲームに参加させるためのものなんだ、きっと。

『それジゃあ・全員の・健闘ヲ・祈ルよ・全員・ミイラ化・なんテ・そんなつマらない・終わり方だケは・ヤめてね』

　そうしてモニターからノイタンは消える。

「キモクマめ……」

　会長が毒づく。

　耳みみ障ざわりな機械音声がなくなり、部屋が静まり返る。みんな黙だまったまま口を開かない。会話が保存されると知ったから、余計に発言しにくいというのもあるかもしれない。

　沈ちん黙もくを破ったのは、会長だった。

「音おと無なしさん」

「なんだ？」

「君、さりげなく、自分たちの目的が『このゲームから抜け出すこと』だって言ってたけど、それが可能だと思ってる？」

「当たり前だ。お前は違うのか？」

「あたしは……正直、かなり難しいと思う。だってここの環境は、理屈でも感覚でも『異常』だって分かる。それはあたしだけじゃなく、六人全員の共通見解だと勝手に思ってるけど、どう？」

　悠ゆう里りさんと神かみ内うちくんが頷うなずく。僕も慌あわてて頷いた。

「そんな『異常』なここに、あたしたちが何とかできるような脱出方法が用意されてると思う？　もしそう思ってるなら、根拠を説明して欲しいんだけど」

　口調は軽くても、尋問のような有無を言わせない声色。

　他の人たちも、まるで陪審員のような目でマリアを見ている。

　……マリアには発言の根拠がある。この場所がどんなに異常でも、マリアは〝箱〟を何とかすれば抜け出せることを知っている。

　彼女は一いつ瞬しゆんだけ僕の様子をちらりと窺うかがうが、

「……確かに難しいかもしれない。だが目的はそれ以外にない。だからいかに打開策がないように思えても、信じるしかないと思うのだが……違うか？」

　やはり〝箱〟のことを伏せた。

「そうだね。その通りだ」

　よどみなく答えたマリアの説明に、会長は納得したようだった。

「会長。さっきの『このゲームから抜け出すのが難しい』的発言は、殺人ゲームへの参加表明だよな？」

　醍だい哉やがまた得意気な顔で、皮肉を言う。

「また君は揚げ足取りか。違うよ。だって、あたしには殺人なんて無理だ。仮にね、ここでした殺人が罪にならなくって、しかもスイッチ一つで人を殺せるとしても、自分の手を殺人に染めてしまった事実は消えない。あたしはその罪を背負い続けて、背負ってるものに耐えきれず潰つぶれて、人生を壊しちゃう。それが分かる程度の想像力があるあたしには到底無理だね」

　その完璧に聞こえる回答に、醍哉は舌打ちする。

「私も……同じです」

「悠里ちゃんが無理だってことはみんな分かってますよん。あ、ちなみに俺も同じで」

「なにその露ろ骨こつな便乗は。悠里はともかく神内くんの発言は全然信用できないんだけど」

「うへ……そりゃないっすよ会長！」

「ま、一番信用できないのは、大おお嶺みねくんだけどね」

　さっきの皮肉にやり返した会長に、醍哉はシニカルな微ほほ笑えみで返す。

　そして言い放つ。

「ああ。俺は自分のためなら、他人を殺せるからな」

　そんな、みんなを敵に回すことを、平然と。




　▼一日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

『あなたの【役職】は【魔法使い】です』

　自室に戻ってすぐに、モニターに書いてあるそのメッセージに気付いた。

　確か、【魔法使い】は、六つの中で、唯一敵対する相手がいない【役職】だ。

「……ふう」

　安あん堵どで思わず息を吐つく。

【王降ろしの国】を始まらせないことが僕らの目的だ。だけど、やっぱり敵らしい敵がいないポジションだと思うとほっとする。

「……ん？」

　画面の下に、メッセージが表示されている。

『まだ【謀ぼう殺さつ】相手は選択されていません』

　──【謀殺】。【王】が、殺したい相手を選ぶコマンド。

　もし【王】が【謀殺】相手を選択をしたら、おそらく画面に【魔法】を使うための──つまり、人を殺すためのコマンドが表示されるのだろう。

　考えたくない。誰かが誰かを殺そうとしている状況も、そんなものを押さなければならない状況も。

「…………大丈夫、大丈夫」

　呟つぶやいて自分に言い聞かせる。そんな簡単に、殺し合いが始まるわけない。他のみんなだって、殺し合いを望んでいるはずがないのだから。

　少なくともまだ制限時間に余裕がある序盤に、何かが起きるわけない。

「…………」

　本当に？

　だって、六人の中に醍哉がいるんだぞ？

『やアやあやあ・カズキくん・【密談】・の・時間ダよ』

　相変わらず不意を突くタイミングで、ノイタンが登場する。

　さすがに慣れた僕は、さして驚くことなく顔を上げモニターを見る。相変わらず気持ち悪い緑のクマが、口をパクパクさせている。

『君が話しタい・相手を選んデね・そノ相手の・部屋に・三十分だケ・行くことがでキるよ・指定した相手が・重ナった・場合ノ・順番は・選択が・早い人かラの・順になルよ』

　モニターからノイタンが消え、六人の名前が、顔写真付きで表示される。

「……自分が選んだ相手も、自分のことを指定していたらどうなるの？」

『どうもシないよ・単純に・話セる時間が・二倍・に・なるダけ』

　ノイタンは声だけで答える。

　僕はテーブルの上に置いてある携帯端末を眺ながめながら、尋ねる。

「……ええと、【密談】で話した内容って、自分と相手以外も端末で見られるの？」

『見らレないよ・携帯端末の・持ち主が・耳に入れタ・話以外・読み返すこトは・でキないんだ・例えば・同じ場所に・イても・その人が・聞こえナかった会話は・保存されナい・デも・【密談】・で・誰と話しタかは・他ノ人の・記録に残るカら・注意してね』

　誰を選ぼう……って、僕が選ぶ相手なんて一人ひとりしかいないか。

　押すのは、もちろん『音おと無なし麻ま理り亜あ』のボタン。

『そレじゃ・全員が・決まるマで・しばラく待ってね』

　他の人は、誰を選ぶんだろう……？

　……たぶんだけど、マリアは僕を選ばない気がする。きっと彼女は、僕がマリアを選ぶことを察している。

　だから彼女が選ぶのは──醍だい哉やだ。

『さテ・みんな・決まったみたイだね・誰ヲ・選んだのか・表示すルよ』

　またノイタンが消え、画面に名前が表示される。
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　やっぱりマリアは醍哉を選んでいる。

　そして醍哉は──

「……あ！」

　醍哉が指名しているのは……僕？

「どうして……？」

　考えてみたけれど分からない。……そもそも醍哉がどうしたいのか分からないのだから分かりようがない。

　でも幸いにも順番は、マリアと話した後だ。

　順序が逆じゃなくてよかった。醍哉との【密談】がマリアより先だったら、僕はただ醍哉にいいようにやられるだけだ。その前にマリアと一緒に対策を考えられる。

　他の人たちが誰を選んだのかも確認してみる。悠ゆう里りさん、神かみ内うちくんの選んだ相手は順当だけど、会長が神内くんを指名したのは少し意外だった。

『時間になっタら・扉が・開クよ・扉を・通り抜ケれば・自動的に・該がい当とう者の・部屋に行けルから・安心しテね』




　▼一日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【音無麻理亜】の部屋

　そのまま下に落ちてしまうんじゃないか、という暗闇をくぐり抜けて一歩進んだ先にあったのは、自室とほとんど同じ部屋だった。あまりにも同じなので、まるで部屋がぐるりと回転しただけのような感じだ。

「来たか」

　ベッドの上に座り、真っ直すぐ僕を見み据すえているマリアは、ベッドを叩たたいて隣に座るよう促うながす。

「雑談をするほど時間はないから、さっさと本題に入るぞ」

「……ええと、本題って？」

「大おお嶺みねから〝箱〟を奪う方法に決まってるだろう。まさかお前は【王降ろしの国】にまともに付き合うつもりか？」

　マリアの隣に座った僕は、慌あわてて大きく首を振る。

「この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を終わらせる。目的はいつもと同じだ。〝所有者〟が誰か割れているだけ楽とも言えるな」

「……でも、醍だい哉やが〝箱〟を差し出すかな……」

　その言葉に、マリアは眉み間けんにしわを寄せる。

「……確かにそうだ。大嶺を説得するしかないが……」

「説得は難しい？」

「お前は簡単だと思うのか？」

　僕はまた首を振る。

　説得ができない。それは自発的に〝箱〟を取り出させることができないってことだ。

　そうなると強制的に〝箱〟を潰つぶすしかない。──醍哉ごと。

「……ねえマリア。もし【王降ろしの国】で醍哉が負けてしまったら、それはイコール〝怠惰なる遊戯〟が終わるって意味になるのかな？」

「それは〝怠惰なる遊戯〟次第なので、何とも言えない……が、〝拒絶する教室〟のおかげで、私は大嶺の性格を知る機会に多く触れた。永く見てきた私が思うに、大嶺は他者の敗北が死である以上自らのゲームの敗北も死にする。それはお前も同じ意見なのではないか？」

　僕は頷うなずく。醍哉の目的が何であるか判明しない限り断定はできないけれど……プライドの高い醍だい哉やが、一人ひとりルールに従わないとは考えにくい。

「…………なあ、」

　そんなことを考えている僕の瞳ひとみを、マリアが覗のぞき込む。

「一かず輝きは……大おお嶺みねの死を望んでいるのか？」

「え？」

　いつも通り冷静に見える、だけどわずかに不安がかいま見える表情で、マリアは僕を見ていた。

　……確かに。今した質問は、醍哉を殺そうと提案しているように聞こえてもおかしくない。

「違うよ。僕は醍哉が死ぬなんて絶対に望まない」

「……そうか」

　そう言って漏もらした微ほほ笑えみは、明らかに安あん堵どから来ているもの。

　……そうだよね。マリアがそんな方法を望むわけがない。

「醍哉が死んでここから出られるなんて、そんなの解決じゃないよ」

「そうだな。その通りだ」

「でも、だからどうすればいいのかなんて、分からないけど……」

　僕がそう言葉を濁にごすと、マリアは顔をしかめたまま口を開く。

「…………これは、あまり気が進まないのだが。大嶺以外の他の皆に……特に新しん藤どうあたりに、協力を仰あおぐ必要があるかもしれない。全員の意見が統一できれば、【王降ろしの国】も恐れることはない」

「……どういうこと？」

「〝箱〟のあらましと、さらに〝所有者〟が大嶺であることを信じてもらえば、全員の敵をはっきり示せる。誰が誰を殺すか分からないような、そんな最悪の状況は避けられる。【王降ろしの国】は疑ぎ心しん暗あん鬼きにさえ陥おちいらなければ始まらないからな」

「……でも、〝箱〟のことを分かってもらうのは、難しいよね」

「ああ、その通りだ。目立つことが危険に直結するこの状況では、〝箱〟のことを話すことさえ難しい」

「うん……。マリアが気が進まないっていうのも、仕方ないよ」

「……私がそう言っているのは、実行が難しいからではない」

「え？」

「分からないか？〝所有者〟が誰であるか話す。皆にとっての敵が、大嶺醍哉であることを教える。そうすることで皆は、大嶺が死ねば自分が解放されることを知ってしまう。このスイッチ一つで人が殺せる環境下で、だ」

　思わず言葉を吞のみ込む。

「大嶺は簡単に説得に応じる人間ではない。もし新藤たちが真実を知ったとしても、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟をやめようとはしないだろう。そんな彼を見て、他の者はどうするだろうか？　時間制限があり、自分が殺されるかもしれない環境で、根気よく皆が彼の気が変わるのを待ってくれるだろうか？　私はそうは思えない。膠こう着ちやく状態になったら、おそらく──」

　マリアは苦々しく言い放つ。

「──新藤が大嶺を殺す」

「そ──」

　僕は一度大きく息を吸って、言う。

「そんなことないよ……。だ、だって会長、言ってたじゃないか。自分は人を殺すことができない人間だって」

「あの発言で安心したのか？」

「……マリアは、あれが噓うそだって思ってるの？」

「噓かどうかは分からない。だが、本音であったのだとしたら、なおさら新しん藤どうは危険だ」

「ど、どうして……？」

　マリアは黙だまって立ち上がり、テーブルの上に置いてある携帯端末を取り、操作する。そして保存してある音声を再生させる。

『あたしはその罪を背負い続けて、背負ってるものに耐えきれず潰つぶれて、人生を壊しちゃう。それが分かる程度の想像力があるあたしには到底無理だね』

「分かるか、この発言の危険性が？」

　僕は首を振る。

「新藤はこう言っている。──自分の人生を壊す覚悟があれば、殺すことができると言っている」

　うがった見解に思えるけど……確かに、そう捉とらえることもできる、のか？

「で、でもよっぽどの理由がなければ、自分の人生を壊す覚悟なんて無理だよ」

「そのよっぽどの理由がないと思っているのか？　私はすぐに思い付くぞ。そうだな……例えば柳やなぎを救うことは、新藤にとってのよっぽどの理由にはならないか？」

　あっさりと言われ、黙り込む。確かにそれはあの会長が一線を越えるいかにもな動機だ。

　そう、ここは日常じゃない。〝箱〟によってねじ曲げられた非日常だ。そのよっぽどの理由はいくらでも存在し得る。

「一かず輝き、お前は知っているだろうが、たとえどんな理由があろうと私は人を殺すことができない」

「うん、分かってる」

「お前も同じだと私は思っている。その理由を、新藤のように瞬しゆん時じに説明できるか？」

　言われて考えてみる。

　どうして僕は殺せない？

　──人が、人を殺していいだなんて、傲ごう慢まんだと思うから？

　──相手の身になって考えたら、かわいそうだって思うから？

　──自分の倫理観が許さないから？

　いくつか考えるけれど、全部しっくり来ない。全部間違ってはいないとは思うけれど、正しくもない気がする。どれもできないという結果が先にある、後付の理由だ。

「何も浮かばない、か？」

「……うん」

　僕はうつむいたまま答える。

「それでいいのだ」

「え？」

「新しん藤どうの言う、想像力がどうとかは正しくない。本当に人を殺せない人間に理由はない。お前も、私も──ただ、殺せない」

　……そうだ。その通りだ。それが一番しっくり来る。

「人を殺せない理屈をすぐに思い付き、すらすら話せてしまう。それは不自然なんだ。新藤のあのセリフは、自分は危険ではないと口先で訴えているだけにすぎない。ま、それでも大おお嶺みねみたいに、露ろ骨こつに敵意を見せるよりよっぽど健全だがな」

「どうして自分に危険が迫っているはずなのに、醍だい哉やはああなんだろう……」

「まあ、普段からあんなスタンスでいて、新藤たちのように『人を絶対に殺せません』なんて言っても説得力がないからな。そう考えると、意外と【王降ろしの国】では不利な性格だ」

　……確かにあの様子じゃ、それこそ一番に命を狙ねらわれそうだ。

　逆に一番安全なのは、意外と悠ゆう里りさんあたりかも。

「そうだ。気になっていることがあるんだけど、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟って内側タイプ、外側タイプ？」

　その質問にマリアの視線が鋭するどくなる。

「ご、ごめん。何も考えずに言ってた。そ、そうだよね、こんな無茶苦茶な〝箱〟、内側タイプに決まって──」

「外側だ」

「……え？」

「〝怠惰なる遊戯〟は外側タイプの〝箱〟だ。しかもレベルでいうと５ぐらいだな」

　確か〝泥の中の一週間〟が、外側レベル４だと言っていたはずだ。ただ入れ替わるだけだったあの〝箱〟よりも遥はるかに高い。

　でも、外側タイプってことは──

「ある程度こんな状態を信じ切れている、ということになるな。……もしかすると、〝所有者〟は〝箱〟を使いこなしているのかもしれない」

　その言葉に息を吞のむ。それって……結構すごいことなんじゃないか？

「だから説得は難しいのだ。今までは何だかんだ言って、〝箱〟を使うとき〝所有者〟には理性があった。そのせいで〝願い〟は確実でなく、綻ほころびを持っていた。私たちは〝箱〟の綻びを突ついて〝箱〟を出させた」

「……でも、今回はそれがない」

　醍だい哉やが〝箱〟を使いこなせるだなんて、正直、信じられない。だって、醍哉はかなりのリアリストだ。現実には起こり得ない、そんな気持ちを含めて〝願い〟を実現化してしまう〝箱〟を、使いこなすには向かない人だ。

「とにかく現実への影響を免まぬがれることはできないということだ。この【王降ろしの国】で経験した記憶はほとんど消えないだろうし、その結果はそのまま現実に引き継がれるだろう」

「ゲームで死ぬと、現実でも死ぬってこと……？」

「そうだな、そう考えていた方がいい。……一応言っておくが、外側タイプではなく、内側タイプであっても『死』の影響は大きいぞ。〝拒絶する教室〟で何度も命を落とした私が今こうして無傷でいるのは、〝箱〟の特性で、その『死』そのものがなかったことになっていたからに過ぎない。もし最後の〝転校〟２７７５６回目で死亡していたら、やはり私は死亡していたか、そうでなくても死に準ずるレベルの、何らかの後遺症が残っただろう」

「……そうなんだ」

　とにかくこういうことだ。

　ここでの『死』は、現実の『死』と同じ。

「だから、絶対に【王降ろしの国】を開始させてはいけない」

　正直言うと、危機感が足りなかったかもしれない。ゲームなんていう軽々しい響ひびきに、スイッチ一つで訪れるらしい『死』──この現実離れした〝箱〟を、僕はやはりどこかゲームの中の出来事のように思ってしまっていたところがあった。

　でも、違う。

　ボタン一つで僕が死んだとしても、誰かを殺したとしても、その『死』はゲームのようにリセットできない。

「……とりあえず時間がない。まずお前が大おお嶺みねとの【密談】でどうすべきか、考えよう」

「うん」

　解決の糸口さえも見えない現状だけど、まずは目の前にあるできることをやらなくちゃいけない。

「ええと、醍哉はまず僕の【役職】を聞いてくると思うんだけど、どうかな？」

「だろうな。……ああ、一応言っておくが、何か特別なことでもない限り、大嶺に限らず他の誰にも絶対に【役職】は口にするな」

「うん」

　さすがにその危険性は分かってるつもりだ。でも──

「でもマリアには言うね。僕は【魔法使い】だったよ」

「……私がお前と対立する【役職】だったらどうするつもりだ？」

「どうもしないよ。それでも言うし」

「……そうか。それもそうだな。その程度のこと、私たちの間で隠すようなことではない」

　そう言ってマリアは微ほほ笑えむ。僕はその微笑みに思わず頰ほおを緩ゆるませる。

　マリアは他人に知られたら命さえ危ないそれを、『その程度のこと』と言ってくれる。

「ちなみに私の【役職】は、【王子】だ。いっそ【革命家】だったら安心できたのだけどな」

　納得する。人を最も殺しかねないのは、たった一人ひとりでも他者を殺せる【革命家】だ。でもマリアは制限時間が迫っても、間違いを起こすはずがない。

　マリアは間違いなく誰も殺さない。

「…………あ」

　そう考えて、僕はあることに気付いてしまう。

「どうした？」

「え、ええと…………」

　怪け訝げんそうに見つめるマリアを尻しり目めに、僕は思う。

　──マリアは、この〝箱〟で無力だ。

　だってこの【王降ろしの国】は殺し合い、騙だまし合いのゲームだ。どっちもできないマリアに勝機があるわけない。

　今までの〝箱〟をめぐる闘いで、僕はマリアに頼りっぱなしだった。今回だって頼ってしまうだろう。

　だけど──僕が僕だけの力でなんとかしなくちゃいけないときが、きっと来る。

「…………何でもないよ」

　その返答に、マリアは顔をしかめたまま僕を見つめている。

　マリアは僕が誰かを殺すわけがないと、信頼してくれている。でももし、マリアが死ぬ未来が分かってしまったら、誰かを殺すことでそれを防ぐことができたなら、僕は──

　──僕は、どうするんだろう？




　▼一日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　醍だい哉やをやり過ごすためにすべきこと。その最終的な結論は黙秘だった。

　間違いなく僕に揺ゆさぶりを掛けてくる醍哉には、反応を見せるだけで危険だ。うまく醍哉の策をかわせる自信なんてあるはずもない僕は、耳をふさぐしかない。

　部屋にやってきた醍哉を、ベッドの上で手を上げて迎える。醍哉は軽く部屋を見回して、テーブルの上に腰掛けた。

「カズ、早速聞きたいことが──」

「醍だい哉や」

　早速言葉を遮さえぎる。

「これが醍哉の〝箱〟の中だってことは知ってる。醍哉は僕を与くみしやすい相手だと判断して、陥おとしれいる目的で近づいたとしか考えられない。だから僕は、これ以降絶対に喋しやべらない」

　そう言って口を真一文字に結んだ僕に、一いつ瞬しゆん醍哉は驚いたようだったが、すぐにその表情は小こ馬ば鹿かにしたものに変わる。

「何を言ってるんだカズ？」

「…………」

「黙だまっていてどうする気だ？　お前こそ〝箱〟について聞きたいんじゃないのか？　お前は〝箱〟をどうにかしなければいけないんだろうが」

「…………」

　僕は一言たりとも喋らない。そう決めている。これぐらいならいいか、と自分の判断で答えれば、醍哉はその隙すきを付くだろう。徐々に喋ってもいいと思う線引きを甘くし、口を割らせる。だから僕は絶対に喋らない。

「……ああ、つまり音おと無なしに丸投げしてるってことか。どうせ黙っていろと入れ知恵したのもあいつだろ？　クソの役にも立たないクズだなお前。黙ってるだけなら、まだ昆虫の方が万が一にも口を開かない分優秀だろうに」

　僕は両手で耳をふさぐ。

「どうせそんなことしても聞こえてるんだろうが。ふん、いいことを教えてやるよ、カズ」

　醍哉は立ち上がり、僕の耳元に口を寄せてささやく。

「この〝箱〟は、俺の〝願い〟によるものではない」

　その言葉に思わず目を見開いて、醍哉を見上げてしまう。

　醍哉は心底おかしそうに声を上げて笑った。

「ほら、虫以下だお前は」

「う……」

　なにを揺ゆさぶられているんだ僕は！　こんなことじゃ、絶対に黙秘なんてできやしない。

　醍哉はひとしきり笑った後、またテーブルに戻る。そして僕を見み据すえ、言い放つ。

「だが、今言ったことは本当だ」

　……騙だまされない。信じるわけない。僕だってそこまでお人好しじゃない。

「まあ、信じろっていうのが無理だな。いくらお前の頭の中がお花畑だと言っても、簡単に鵜う吞のみにするわけがない。だが俺が、どうしてわざわざこんなことを言うと思う？」

　醍哉は口の端を上げて言う。

「それが事実だからだ」

　……信じない。絶対信じないぞ。

「知ってるはずだ。俺が〝箱〟を手にしてから、しばらく動かなかったことを。つまり俺は、〝箱〟をただ所有しているだけで、使わずにいた状態だった。なあ、カズ。それがいまだ継続していないとどうして言える？」

　僕は唾つばを吞のみ込む。

「一向に〝箱〟を使い出さない俺に〝Ｏ〟が痺しびれを切らし、他の誰かに〝箱〟を渡してこの状態を引き起こした。それはあり得ないと断言できることか？　どうだ、カズ？」

　……あり得ない。……きっとあり得ない。

「信じろとは言わない。信じるなんてまず無理だろうしな。だが、カズ、お前今思っただろ？俺の言っていることはおそらく噓うそだが、でもひょっとしたら真実かもしれないと。だとしたら真実がどうであるにしろ、別の〝所有者〟がいる可能性を考慮する必要はあるんじゃないのか？　……ふ、それは俺が言うことじゃないか」

　……くそ。醍だい哉やの言う通りだ。

　それにまったくデタラメとも思えない。醍哉が〝箱〟を使いこなしていることに違和感を覚えたのは事実だ。それは彼が〝所有者〟でないことで説明できてしまう。

　もし醍哉以外に〝所有者〟がいたら、簡単に足下をすくわれて、殺される。

　僕はそうして、醍哉の揺ゆさぶりに簡単に嵌はまってしまった。

　その動どう揺ようを、心の隙すきを、醍哉が見逃してくれるはずもない。




「カズ、お前、【魔法使い】だろ」




「…………え？」

　僕は思わず声を漏もらす。

「ど、どう、して──？」

　どうして、分かってしまった？　さすがにそんなことが分かるほど、ボロは出してな──

　そこまで考えて気付いた。

　ボロを出したのは、──たった今だ。

　僕の顔がよっぽどマヌケだったのか、醍哉はまた愉ゆ快かいそうに笑う。

「ははは！　分かってはいたが、お前、このゲームじゃ雑ざ魚こすぎるな！」

　笑い声を聞きながら、唇くちびるを嚙かみしめる。

　せっかくマリアにアドバイスをもらったのに、全部無む駄だにしてしまった。僕はどうしようもなく醍哉の手のひらの上だ。

「…………運がいいね、醍哉」

　醍だい哉やが【魔法使い】と言ったのはたまたまだ。六分の一──いや、醍哉自身の【役職】は分かっているので、五分の一の確率か。その中でペテンに掛けるために偶然言ったのが、たまたま本当に僕の【役職】だった。……他の【役職】なら、【魔法使い】でないことがバレるだけで済んだのに……。

「運がいい？　俺が敢あえて【魔法使い】かと聞いた意味が分からないのか？」

「……どういうこと？」

　醍哉はしばらく黙だまって、頭を搔かく。

「なあ、もし俺がこの〝箱〟の〝所有者〟でなかったとしよう」

「僕はそう思ってないけど」

「黙って聞け。だとしたら、この『殺し合いのゲーム』は俺が望んでいるわけではないことになる。そうだとすると、知り合いのお前が死ぬのは本意じゃない」

「……うん」

「だからお前に聞きたい【役職】は、【魔法使い】になる」

「…………前後の文章、繫つながってなくない？」

　言った僕を、醍哉はとんでもなく軽けい蔑べつした目で見る。

「お前、【魔法使い】は敵がいないから一番安全だとか思ってるんじゃないだろうな？　だとしたらお前の頭の中に入っているのは、脳みそじゃなくきっと糞ふん尿にようのたぐいだな」

　図星を突かれて僕は言葉に詰まる。

「猿でも分かるよう懇こん切せつ丁寧に解説してやるよ。最も生き残りにくいのは、まず間違いなく【魔法使い】だ」

「……どうして？　【魔法使い】の生死は、他の【役職】の勝利条件と関係ないのに」

「お前でも一番危険なのが【革命家】であることは分かるだろ？」

　僕は頷うなずく。単独で殺す力を持つ【革命家】が、最も危険なのは言うまでもない。

「その【革命家】が最も排除したいのは【魔法使い】だ。だってそうだろ？　実際に殺す決断ができるのは他に【騎士】しかいない。その【騎士】と【革命家】の勝利条件は比較的近く、共きよう謀ぼうしやすい。【魔法使い】がいなくなれば、【革命家】は殺される危険性が著しく減る」

　テーブルの上に置いてある携帯端末を取って、【役職】の部分を繰り返し読んでみる。

　……確かにそうだ。例えば【革命家】が直接敵対しているように見える【王】を消しても、その後に【影武者】、【王子】が控えていて、状況はあまり変わらない。でも【魔法使い】が消えれば、一気に【革命家】は有利になる。

「というか、これ……【魔法使い】が死んだら、もう【革命家】が勝つのほぼ確定じゃ……？」

「そんな簡単でもない。【役職】を誤解することもあるだろうし、そう易やす々やすと他の人間が【革命家】の味方をしてくれるわけでもないだろう。それに──」

　醍哉は僕の麻袋を漁り、あのごついナイフを取り出す。

「どんなにゲーム上不利になっても、最悪、コレがある。ふ、【王降ろしの国】は、直接人を殺すだけの覚悟をすれば、いつでも生き残れるんだよ」

　僕は息を吞のみ込む。

　……確信した。この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟は、狂ってる。

「……カズ、これだけは言っておく」

　ナイフをしまいながら、醍だい哉やは言う。

「殺し合いが始まるまでに〝所有者〟を説得できるはずもない。被害を最小限に留めたいのなら〝所有者〟を殺すしかない。だから──」

　醍哉は僕を見る。何の偽りも見えない真ま面じ目めな表情で、言い切る。

「どんなに足あ搔がいても、もうこの〝箱〟のせいで誰かが死ぬことだけは決定している」

　僕は小さく首を振って、呟つぶやく。

「そんなこと、ないよ──」

　醍哉は何も言わない。

　本当は僕だってとっくに気付いている。

　それが、ただの真実であることを、とっくに。




　▼一日目〈Ｄ〉大部屋

　大部屋に行くと、まだ誰もいなかった。

　醍哉との【密談】の時間を振り返る。結局僕は、醍哉の思惑通り、【魔法使い】だということを露ろ呈ていしてしまったし、醍哉が〝所有者〟である確信さえも失ってしまった。

　そのことを踏ふまえて、マリアと今後どうするかを検討する必要がある。早く相談したいから、急いで大部屋に来たんだけど──と、考えている間に、扉から彼女が現れる。

「マリア！」

　呼びかけた僕を、彼女は厳しい表情で見ながら正面の椅い子すに座る。

　マリアは僕との【密談】が終わった後の醍哉と【密談】したはずだ。表情を見る限り、僕と同じように揺ゆさぶられたのかもしれない。

「……醍哉と何かあった？」

「…………おそらくお前と同じだ。基本的には〝所有者〟が大おお嶺みねであることを前提に考えているが、他の者が〝所有者〟である可能性もわずかにあると思ってしまった。そうなると、今まで以上に、皆に〝箱〟の話を安易にするわけにいかなくなる」

「時間がないのに……」

「ああ、だから困っている。各おの々おのの性格を把握するために、この時間に皆の身の上話でも聞きたいが……他でもない私が身の上話をできない。なにせ自分の境遇を話すのに、〝箱〟の話を抜きにして語ることはできないからな」

　マリアの境遇、か。

　僕もほとんど知らない。マリアは自分から自分の話をすることはないし、あの〝出来損そこないの幸福〟を知っている僕からは、聞くことなんて、とてもじゃないけどできない。

「マリア、あのさ──」

「ういっす」

　大部屋にやってきた神かみ内うちくんが、こちらに向かって手を上げる。僕はぎこちない笑えみを浮かべて、手を上げ返す。

　神内くんに聞かれないようにと、コの字に丸めた手をマリアの耳元に押し付ける。

「一かず輝き、耳打ちはダメだ。この状況下で、私たちの間で隠しごとをしている様を見せつけるのは、他の者に不信感を抱いだかせる」

「あ、そっか……」

「まりっち、そこまで気にしなくていいし。恋人同士なんだから、隠しごとぐらいはすんべ」

「お前はそう言うかもしれんが、他の者がそうとは限らないだろう」

「そんなもんかね。てか、みんな怖えんだよなあ、特に会長と大おお嶺みねセンパイ」

「……マリア、もしかして元々神内くんと知り合いなの？」

　親しげな口調が気になって尋ねてみる。

「いやまったく」

「うお、まったくってひどくね？　何回か話したことはあるじゃんか」

「お前が一方的に声を掛けてきたことは何度かあるが、会話したことはないな」

　神内くんは呆あきれ顔で肩をすくめる。

「超絶美人と話して癒いやされたいだけなんだから、そんなに警戒しなくてもいいのになあ。別に星ほし野のセンパイから引き剝はがそうだなんて考えてねえって」

「……あのさ神内くん。一応言っておくけど、僕とマリアは別に付き合ってないからね？」

「いや、そんな変な謙虚だか遠慮だか、今更いいっすよ」

　やっぱり言っても無む駄だか。




　そんな話をしているうちに、全員が大部屋に揃そろった。僕らは会長の指示で、それぞれ椅い子すに座る。

「さて、【王降ろしの国】を抜け出す方法、思い付いた人いる？」

　開口一番で言った会長は、微ほほ笑えみながら腕を組んで意見を待つ。

　醍だい哉やを盗み見ると、まるで話すら聞いていないかのように、あさっての方向を向いている。

〝箱〟のことを知っている三人が何も言い出さないのなら、誰も口を開くはずがない。──と、てっきり思っていたのだけど、意外な人がおずおずと手を上げた。

「お、悠ゆう里り、なんかあるの？」

「あの、抜け出す方法ではなく、抑止方法なんですけど……いい、ですか？」

「おおいいね！　どんどん意見言ってよ」

　会長に促うながされて、悠里さんは小さく頷うなずく。

「ええと……疑ぎ心しん暗あん鬼きが状況を悪化させる、というのは、みなさんの総意だと思うんですけど、間違ってない、ですよね？」

　僕らが頷くのを確認して、悠里さんは続きを言う。

「誰がどの【役職】か分からない。誰が自分のゲーム上の敵なのか分からない。だから、不安になっちゃうと思うんです。みなさん、誰も、ゲームを進行させる気はないですよね？　だったら、いっそのことここで、いっせーので【役職】をカミングアウトしちゃいませんか？」

　自信なさげな口調とは対照的な、大胆な提案に全員が少なからず驚く。

　悠里さんは僕らのその態度に少したじろいたものの、勇気を入れ直すように口を開く。

「そうすれば誰ももう、出し抜くことができません。全員が全員を信頼できると思うんです。一斉に言うわけだから噓うそも吐つけない。同じ【役職】を口にしている人がいたら、どちらかが噓を吐いていることになりますしね。どう……ですか？」

「ああ、悠里ちゃんすげえ！　それ絶対いいっすよ！」

　神かみ内うちくんが絶賛して、悠里さんははにかむように微ほほ笑えんで赤面する。

「それからこの方法、みなさん六人が揃そろっている間しかできません。一人ひとりでも欠けたら、噓が可能になっちゃいますから。……あ、欠けるだなんて不吉なこと言っちゃいましたね、ごめんなさい」

　うん、いい……と思う。でも簡単には賛同できない。何か見落としがあるかもしれない。

　マリアも同じことを考えているはずだ。しばらく腕を組んで考え込んでいた彼女は、口を開いてこう言う。

「私も賛成だ」

　マリアが考えても、見落としがない？　なら、問題ない。

　僕もすぐに賛同を表明しようと思った、そのとき──

「ふん」

　嘲あざ笑わらうかのように、醍だい哉やは鼻で笑った。

　悠里さんはその様子に、困惑と怯おびえが入り交じった表情を浮かべた。

「……大おお嶺みねさん、気に入りませんか？」

「気に入らないね」

「考えが足りなかったとしたらすみません……。できれば、理由を説明してもらえますか？」

「お前がいい子ぶってるのが気に入らない」

　予想外の言葉に、悠ゆう里りさんが目を丸くして固まる。

「何だその面つら？　お前は自分に都合のいい言語以外、聞き取れないようにできてんのか？　俺はお前が嫌いだから従う気はない、って言ってるんだよこのクソビッチ」

　悠里さんの目に、みるみる涙が浮かぶ。

「大おお嶺みねセンパイ。さすがにそれはないんじゃないすか？　悠里ちゃんに謝ってください」

「は？　俺が謝る？　むしろ他の奴やつに感謝して欲しいぐらいだ。俺はこいつが卑ひ怯きよう者ものであることを暴いてやってるんだぜ？　なあ、柳やなぎ？」

　もうほとんど泣きそうな悠里さんの肩が、びくりと上がる。

「ひ、卑怯って、私が？　どうして……？」

「じゃあ聞くが、お前【革命家】か【魔法使い】か？」

　悠里さんの表情が、さっと青ざめる。

「違うだろ？」

「……な、何で、そんなこと──」

「お前は、実は分かっている。カミングアウトで負うリスクはそれぞれの【役職】でまったく違うってことをな。だから比較的狙ねらわれやすい二つの【役職】じゃない。お前は自分がある程度安全圏にいる【役職】だと見たが、どうだ？」

　青ざめている顔は、気の毒になるほどにますます白くなっていく。

「どうせお前みたいな腹黒は、状況の改善のためではなく、自分のためにこんな提案をしたんだろ？」

　その悪意ある言葉に、ついに彼女の瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。

「おいおい、泣けばお前の欺ぎ瞞まんは許されるって？　女の涙ってのは本当に便利な機能だな、おい。どうせお前みたいなアバズレの涙なんて、蛇じや口ぐちをひねるように調節して流せるんだろ？」

「ひどい……そんな、言い方……」

「お前は自分が生き残るために、危ない【役職】をさっさと把握したかっただけだ」

「そんな……わけ……私はただ、殺し合いなんて絶対に嫌いやだから、ううう……」

　悠里さんはボロボロ流れる涙を止められずに、顔を伏せてしまう。

　……確かに臆病そうな悠里さんが【革命家】や【魔法使い】だったら、こんな危険な提案はしなかったかもしれない。

　でも、それでも彼女は一生懸けん命めい考えて、状況が改善するかもしれない提案をしたんだ。この言いぐさはやっぱりひどすぎる。同じ考えなのか、神かみ内うちくんは殴なぐりかかってもおかしくないぐらいの様子で、醍だい哉やを睨にらみ付ける。

「単にあんたが【革命家】だから、言いたくなかっただけじゃないんすか？　悪いっすけど、センパイが【革命家】だとしたら、俺、正直のさばらせる気ありませんよ？」

「なるほど、俺が【革命家】か。なら、次の〈Ｅ〉の時間にお前を【暗殺】してやるよ」

　明らかに自分を上回る悪意の言葉に圧倒されたのか、神かみ内うちくんは単純に驚きで言葉を失ってしまう。反撃する気も萎なえたのか、口元を歪ゆがませて押し黙だまる。

「そもそも俺が反対せずとも、こんな提案通らないんだよ。なあ、会長さん」

　悠ゆう里りさんが涙でぐちゃぐちゃになっている顔を上げて、会長を見る。その悠里さんに苦笑いを返して、会長は言う。

「……まあ、そうね。ごめんね悠里。あたしも基本は反対」

「どう、して……？」

「確かにね、悠里が言うようなメリットもある。でも、デメリットの方が大きい。例えばね、このさっきから最低な大おお嶺みねくんが【革命家】だったとしたら、あたしたち平常心でいられる？　下へ手たしたらもっと疑ぎ心しん暗あん鬼きにならない？」

「それは……」

「大嶺くんだって、そうなったら動き出しちゃうだろうね。で、自分の力を誇こ示じし、あたしたちを支配しようとするかもしれない。他にも状況の悪化はいくらか考えられる。だからあたしは基本反対」

「…………そっか」

　友達の会長にまで自分の案を否定され、悠里さんは沈み込んだ表情を見せる。

「やっぱり、私みたいなバカは、静かにしてればよかったんですね……。みなさん、混乱させてごめんなさい」

　悠里さんの瞳ひとみから、また涙が一粒こぼれ落ちる。

「ゆ、悠里さん、そんなことないよ。僕はすごいいい提案だと思うよ？　ほら、マリアも賛同してたじゃないか！」

「……星ほし野のさん」

　我ながらわざとらしい励ましだったけれど、それでも悠里さんは、わずかに微ほほ笑えんでくれた。

「そういえばどうして音おと無なしさんは、この案に賛成なわけ？」

　会長がマリアに尋ねる。

「私は相互理解がなにより大切だと考えるからだ。【役職】を明かすぐらいしなければ、誰も本音をすべてさらけ出すことはできないだろう？　私はその程度では、殺し合いにまで発展するとは思えないのだが、どうだ？」

「それは音無さんにあまり恐怖心がないからじゃないの？　他の人はあなたと同じように強くないからね。あたしは正直、ずっとビクビクしてる」

「そうは見えないが」

「見えないように見せてるってことね。ほら、こんな状況で隙すき見せるとつけ込まれるから……って、言っちゃったら意味ないのに言っちゃったよ」

　余裕綽しやく々しやくにそんなことを言う。……うん、恐がってるなんて僕も噓うそだと思う。

「でも相互理解のために【役職】の明かし合いが必要、ってのは一理ある。だけど状況が不透明すぎる今は、どう考えても時期尚しよう早そう」

「しかし死者が出てしまってからでは遅い」

「そうね。早めの決断は必要か……」

　呟つぶやいて唇くちびるを尖とがらす。会長の考えるときの癖くせだ。

「ま、とりあえず今日は避けよう。さすがに今日中に、死体が出るとは思えないからね」




　その後結局、悠ゆう里りさんの提案以上に有効なものは出なかった。

　相互理解のために雑談はし続けていたけれど、事態を進展させる材料も見つけられないまま時間が過ぎていった。

『もう・時間ダよ・戻らナいと・死んジゃうよ』

　ノイタンのアナウンスで時計を見ると、時間は『20：00』ちょうど。〈Ｄ〉の時間が終わり。

　醍だい哉やはさっさと部屋に戻り、会長と神かみ内うちくんも今まさに扉の向こうに渡った。

　さて、僕も早めに行くか。

　そう思って扉をまたごうとした時、制服の袖が摑つかまれた。

「何、マリア？」

　振り返る。

　そこにいたのはマリアではなく、目を丸くしている悠里さんだった。勘違いしたことに気付いて、思わず赤面する。彼女はそんな僕を見て、丸くしていた目を細くし、優しく微ほほ笑えんだ。

「え、えと……どうしたの？　悠里さん」

「ん。星ほし野のさんに、お礼が言いたくて」

「……？　お礼って？」

　首をかしげる僕を見て、なぜか悠里さんはますますうれしそうにする。

「すぐに分からないってことは……味方にしたくて、意識的に私に優しくしたわけじゃないんですね……」

「……え？」

「ううん、何でもないです。……本当に分からないんですか？　ほら、泣いている私を励ましてくれたじゃないですか」

「……あ。……それか」

「改めて、ありがとうございました」

　深々と頭を下げた悠里さんに、慌あわてて言い返す。

「や、やめてよ……。そんな大したことしたわけじゃないんだから」

「でも私は、それでだいぶ救われたんですよ？」

「な、なら……よかったけど……」

　こんな風に改めて感謝されると、やっぱり照れくさい。

　赤くなっている僕を見て、悠ゆう里りさんはなぜか微ほほ笑えましそうに目を細くする。

「……私、星ほし野のさんなら、このゲームの中でも信じてもいい気がします」

「え？」

　彼女は少し逡しゆん巡じゆんしていたようだけど、意を決したみたいに真っ直すぐ僕を見て、言う。

「みんなが信頼し合えば、誰も殺し合ったりしない。私はそう考えているんです。……星野さん。やっぱり私、甘いと思いますか？」

　すがるような彼女の視線に応えようと、僕は一生懸けん命めい首を振る。

「そんなことないよ。僕もそう思う」

「本当？」

　彼女は喜びのあまり思わず、といった様子で、両手で包むように僕の右手を摑つかんだ。温かくて柔らかいその感覚に、顔がますます熱くなる。

「こうやって手を繫つないで、他のみなさんとも手を繫いで、そうやって信頼し合えば、絶対こんなゲームに負けたりしないと思うんです。だから、まずは私たちで信頼し合いましょう？」

「う、うん……」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを直視できなくて、思わず視線を落とす。

　悠里さん、上級生なのに……その、本当にかわいい人だなあ。

「一かず輝き」

　呼ばれて視線を上げると、マリアが無表情で僕らを見ていた。……最近分かったけど、この表情、不ふ機き嫌げんなときによくする顔だ。

「そろそろ時間がまずい。早く戻るぞ」

「あ、うん……」

　僕が悠里さんを見ると、その視線の意図が分かったのか手を離してくれる。心なしか少し寂しそうな表情だ。

「柳やなぎ、お前も時間に配慮しろ」

「は、はい……」

　悠里さんは、マリアに対してはまだ怯おびえたような態度だ。

「……あの悠里さん。マリアも信頼できるから、大丈夫だよ」

「あ、はい。星野さんがそう言うなら……」

「じゃ、もうお互い自分の部屋に行かないと」

「はい、そうですね。……あ、そうだ」

　そう言うと、悠里さんは僕の耳に唇くちびるを近づける。




「明日あした、【密談】しに行きますね」




　耳打ち。彼女の息が、僕の耳に当たる。

　悠ゆう里りさんは僕から踊るように離れると、少しだけいたずらな笑えみを浮かべて、小走りで扉の向こうに消える。

　僕は呆ぼう然ぜんと、彼女が消えた先を見つめる。

「……ふん」

　マリアが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして、続いて扉の向こうに消える。

　大部屋に一人ひとりになった僕は、彼女の名前を反はん芻すうする。




『柳やなぎ悠里』

『柳さん』




「…………似てる、かもしれない」

　顔立ちは、そんなに似ていないと思う。でも、扉の向こうに行く前に見せた、あのいたずらそうな笑みが似ている気がする。

　僕が知る、もう一人の『柳』に。

　もう会うことはないであろう、彼女に。




　▼一日目〈Ｅ〉【星野一輝】の部屋

『【柳悠里】は【暗殺】により絞こう殺さつされました』




　部屋のモニターに、そんな文字が表示されていた。

　その言葉の意味が理解できなくて、僕は何の反応もできない。ただ黙だまって、何度も何度もその文を読む。

　死んだ？

　悠里さんが、死んだ……？

「…………何このデタラメ？」

　思わず呟つぶやいて、小さく笑ってしまう。

　だってみんな言っていた。

　一日目はさすがに誰かが死んだりしないだろうって。大丈夫だろうって。そう言っていた。

　うん、言っていたよ。ねえ……そう言ってたよねえ！

『やアやあやあ』

　モニターからその理解不能な文字が消え、緑のクマが現れる。

『かワいそうに・悠里チゃんは・死んでしマったよ』

「噓うそを吐つくな!!」

　僕は思わずノイタンに向かって叫さけぶ。

『う・ソ？』

　瞬しゆん間かん──

　ノイタンのグラフィックがまだ見たことのないものに変わる。その口が裂けるように大きく広がり、つり上がる。

『うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ・噓？・噓だったらいいねえ・でもね死んでるよ・絞こう殺さつだから目の玉飛び出して・顔を紫色にして・糞ふん尿によう漏もらして・死んでるよ・あんなにかわいかったのに不っ細工な面つらしてくっせえ臭におい垂れ流して死んでるよ』

　気持ち悪いクマだと思っていた。

　でも、心の底から嫌けん悪お感を抱いだいたのは、これが始めてだ。

　おそらくこれが、ノイタンの──いや、この〝箱〟の本質だ。醜みにくく、救いようのない、くらだらない〝願い〟の本質。

『残念だったなあ・せっかく仲良くなれそうだったのになあ・うまくいけばおねんねできたかもしれないのに・死んじゃうなんて残念すぎるよなあ！・うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ』

　あまりに耳みみ障ざわりな笑い声に、僕は耳をふさぐ。

　こんな〝願い〟を、僕は絶対に認めない。〝所有者〟にどんな葛かつ藤とうがあってこんな〝願い〟を持ったかは関係ない。綻ほころびがあるとかないとか、そんなのどうでもいい。どんな理由があろうと、僕は絶対に認めない。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　だからこいつは、僕の敵だ。

「…………証拠を、見せてよ」

『ん？』

　ノイタンの口元が普段のものに戻る。

「悠ゆう里りさんが死んだ証拠を見せてよ。そうじゃないと、僕は信じない」

『証拠・かア』

「そうだよ、どうせそんなの噓なんだから証拠を──」

『いいよ』

　ノイタンの姿が消える。それと同時に部屋の扉が開く。

「……何だよ……」

　扉の先には、いつも通りの闇が広がっている。

　暗闇の前に立って唾つばを吞のむ。今更ながらに考える。もしすべてがノイタンの言う通りであったとしたら、この先にある『証拠』は──

　それでも僕は、扉の先に──闇の先に、行くしかないんだ。




　扉を、飛び越える。




　反転した牢ろう獄ごくのような部屋の真ん中に、すぐ──在った。

「あ」

　柳やなぎ悠ゆう里りの──『××』

「あ、ああ」

　完璧なる証拠があった。

　僕は思い知る。その現実を思い知る。

　僕はこれがなんであるかは悟っているのに、それでも、どうしても結びつかない。これが、あのかわいらしかった彼女の姿だと、結びつけられない。

　それでも、そのなれの果てと彼女を結びつけることができなくとも、その惨さん状じようはただそこに在あるだけで僕の心を折る。

　叫さけんだ僕は、自分の身体からだのコントロールを失い、崩れ落ちる。崩れ落ちた僕と、『××』との距離が近くなる。目の前に飛び込んできた、愛らしかった顔立ちがあったはずのその場所には──

「──う、く」

　憐れん憫びんさえも忘れそうになるほどの、紫色の醜しゆう悪あくな、面つら構え。

　ああ、ノイタンの説明には、なんの噓うそも誇張もなかった。本当にノイタンが言ったまんまの状態の彼女がそこにいた。

　それで、ようやくはっきりと認識する。

　柳悠里は、死んだ。




　僕はまた『柳さん』を救えなかった。




　──そうして【王降ろしの国】は、

　みんなで手を繫つなげば大丈夫だと言った、彼女の死から始まった。





・【柳悠里】、【暗殺】により死亡。






　▼二日目〈Ｂ〉大部屋

　大部屋のテーブルの上には、これ見よがしに麻袋が置いてあった。

　その中身は、僕の部屋にあるものとほとんど同じだった。違うのはデジタル時計が水色ではなくベージュであることだけ。彼女の携帯端末は使用不能になっていた。

　固形の食料は６つ。つまり死者が出れば食料が奪え、制限時間が延びるということ。これも殺人を促うながすシステムだろう。

　反へ吐どが出る。

　椅い子すに座った僕らは、ただ黙だまり込み、その麻袋を眺ながめていた。

　隣に座っている醍だい哉やが、口元から流れる血を拭ぬぐっている。〈Ｂ〉の時間が始まって早々に、神かみ内うちくんに殴なぐられたのだ。神内くんは、【革命家】が──悠ゆう里りさんを殺したのが、醍哉だと信じて疑っていない。

「……ナイフでなかっただけいいかもね」

　マリアと二人ふたりがかりで神内くんの暴走を止めた会長が、醍哉にそう呟つぶやいた。

　──もう、誰かが誰かを殺しても、不思議じゃないんだ。

「君たち、冷静になって考えよう。まずは確認。【革命家】が悠里を殺した。あんなにいい子を殺した。そしてその犯人はこの中にいる。それは間違いないね」

　一見昨日きのうと変わらず冷静に見える会長だけど、その表情はどこかわざとらしく、余裕を失っているようにも見える。

　そしてその視線は、異様なまでに、鋭するどい。

「あたしたちの目的は、【王降ろしの国】から抜け出すこと。でも、第二の目的ができた。それは、【革命家】を見つけ出し殺すこと。これもいいね」

「待て新しん藤どう。何を勝手に決めている？」

「音おと無なしさん。悪いけどこれに関しては異論は受け付けないよ。理由を説明しようか？　まず一つに、このままだと私たちはそいつに殺されるから。第二に、あの時点で殺人を犯したのは、黒幕、あるいはその仲間だと考えられるから。そして第三に、こいつをのさばらせたままじゃ、あたしの収まりがつかないから」

「お前は自分が人を殺すことで、自分の人生を壊してしまう、と言っていたな。つまりもう、人生を壊す覚悟ができた、ということか？」

　マリアは尋ねる。一いつ瞬しゆんだけ会長は言葉を詰まらせる。しかしよどみなく答える。

「分からない。ただ、あんな風に悠里を殺したことだけは、どうしても赦ゆるせそうもない」

「…………そうか」

　この場で説得するのは無理だ、そして不自然だ、と判断したのだろう。マリアは口をつぐむ。

「目的は決定。誰か他にある？」

　ただうつむきがちに黙っている僕らを会長は見渡して、口を開く。

「ない？　それじゃあ、あたしの意見だけど──」

　言いかけた言葉が止まり、意外そうに目を見張る。

　昨日きのうまでまともに話し合いに参加しなかった醍だい哉やが、手を上げていた。

「なにかあるの？」

「ああ。……まあ、容疑者の発言に興味がないっていうのなら、黙だまっているが」

「そんなことは言わない。……だけど、今まで黙っていたのに、どういう風の吹き回し？」

「この流れで行くと次は確実に俺が殺されるっていうのに、黙ったままでいられるわけがないだろうが」

「まあそうね」

　そのやり取りに、神かみ内うちくんは鼻で笑う。

「別に喋しやべんのは勝手っすけどね。俺にとって真実は変わらないんで、どんな発言もただの雑音にしかなりませんよ？」

「勝手にすればいい」

　醍哉は言い捨てて、会長に視線を向ける。

「疑問なんだが、どうして【革命家】は、柳やなぎ悠ゆう里りを選んだんだろうな」

「それは、あたしも疑問っちゃ疑問だね」

　わずかに顔をしかめて言った会長に、神内くんが食ってかかった。

「なにを言ってるんすか、センパイ方。そんなもんどーでもよくないすか？【革命家】である誰かさんが、殺すべきクソ外げ道どうってこと以上の理解が俺たちに必要ですかね？」

「……神内、お前が【革命家】で、誰かを殺さなきゃいけないとしたら、初めに柳を殺すか？」

「焼却処理されるだけのゴミが、俺に話しかけないでもらえますかね？　俺が今大人しく椅い子すに座ってんのは、どうせすぐに【魔法】でアンタが殺されるからっすよ」

「はあ……人語が通じないとは」

　醍哉はわざとらしく肩をすくめる。

「会長サンはどう思う？　柳は最初に殺すべきか？」

「……生き残るためなら、違うだろうね。ぶっちゃけあたしだったら、一番初めに排除したいのは大おお嶺みねくんだ。他の人も、あたしや音おと無なしさんを排除したいと思うことはあり得ても、悠里を真っ先に排除したいと思うことはないと思う」

「だろう？　あるいは柳が【魔法使い】であることを知って……ということもあり得るが、俺が昨日そうでないことを暴いてるから、それもない」

　会長は若干イライラしている様子で尋ねる。

「大嶺くんの言ってることは分かるけど、それが何？」

「つまり【革命家】は、今のこの状況を招くことが目的だった」

　僕にはその意味が分からなかった。だけど、他の人たちは瞬しゆん時じに理解したのだろう。部屋を一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが支配する。

「……はは」

　それを破ったのは、神かみ内うちくんの嘲ちよう笑しようだった。

「意味がまったく分からないんすけど？　そんな回りくどいことをする必要があります？　アンタを殺したいのならば、さっさと【暗殺】すればいいだけっすよね？　それを【革命家】がしなかったのは、結局、アンタが【革命家】だってことを証明してるんじゃないすか？」

「俺が死ねば、そいつは【革命家】であると疑われるかもしれないだろうが」

　神内くんは目を丸くして言葉を失う。黙だまった彼の代わりに、会長が口を開いた。

「自分は【革命家】に嵌められ、スケープゴートにされている──大おお嶺みねくんは、そう言いたいわけね。でも、大嶺くんがこの場を逃れるために言っている、思い付きの噓うそでない理由は何なの？」

「俺が【革命家】であるとしたら、柳やなぎを一番に殺す理由はない」

「そんなの他の誰も同じでしょ？」

「それが、そうでもない」

　醍だい哉やはポケットから携帯端末を取り出し、音声を流す。

『──だったら、いっそのことここで、いっせーので、【役職】をカミングアウトしちゃいませんか？』

「柳は【役職】をオープンにしたがっていた。疑ぎ心しん暗あん鬼きから解放されることを何よりも望んでいたのかもしれない。だとしたら、柳悠里はすでに、信頼できる人間にその【役職】を明らかにしていた可能性が高い」

　会長と、神内くんは、互いに押し黙る。

「なあ、どう思う？　前日柳悠里と【密談】したお二人さん？」

　僕はふと、悠里さんが僕と【密談】しようとしていたことを思い出す。

　もし今日、僕らの【密談】が実現していたとしたら、彼女はきっと自分の【役職】を教えてくれただろう。

　でも──そうだ。

　知り合ったばかりの僕よりも、会長を信頼していたはずだ。だとしたら会長より先に、悠里さんは自分の【役職】を僕へ教えるだろうか？

「……仮に悠里の【役職】を知ったとして、それが悠里を真っ先に殺さなければならない理由には繫つながらないんだけど」

「聡明な生徒会長殿がその程度も思い付かないので？　……くくく、じゃあ教えてやるよ。理由、それは柳の【役職】を奪い取るためだ」

　……そんなことができるだなんて、【王降ろしの国】のルールにはなかったはずだ。

　意味が分からないまま、醍哉の言葉に耳を傾ける。

「そいつは俺を【革命家】だと、他の奴やつに思わせたいわけだ。本来の【革命家】であるそいつは、当然他の【役職】のフリをしなければいけない。その時に、柳の【役職】を名乗れば、他のプレイヤーに見抜かれる可能性が格段に減る。死人に口なし。仮にカミングアウトしなければならない状況になったとしても、柳やなぎの【役職】を名乗れる」

　誰もが押し黙だまって、醍だい哉やの続きの言葉を待っている。

　でも分からない。それは一番に彼女を殺すほどの理由なのだろうか？

「シミュレートしてみるか。まずすでにいない柳の【役職】を名乗れるという利点を活かし、カミングアウトを促うながす。【革命家】の勝利条件は、【王】【王子】【影武者】の三人を殺すこと。……ふん、おそらく柳は、おそらく【王子】か【影武者】だったんだろう」

「……なんでそこまで限定されるんすか？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで神かみ内うちくんは尋ねる。

「【王】が殺されれば、【影武者】は【王】が殺されたことが分かる。【謀ぼう略りやく】のコマンドが使えるようになるからな。だから【影武者】に自分が【王】であると欺あざむくことができなくなる」

「まだ【騎士】があるじゃないすか」

「【騎士】だったならば、柳を殺すより利用した方がいい。【革命家】、【魔法使い】は言うまでもないな？」

「…………」

「柳を殺した【革命家】は、残りたった二人ふたりだけ殺せば勝利する。俺が【革命家】だと誰もが思っている状況下では、命を狙ねらわれることはほぼない。他の奴やつらの【役職】を聞き出すことに成功したのならば、殺すべき相手を特定できる。もっと細かく説明できるが……めんどくせえからやめる」

　醍哉は軽く微笑を浮かべて、続ける。

「だが、これだけは分かるよな？　俺を【革命家】に仕立て上げれば、格段に有利にゲームを進められるんだ。ほぼ勝利が確実なくらいまでな」

　そうして醍哉は──

　新藤色葉を睨み付けた。

「さっきまでそいつは心の中でガッツポーズをしていだだろうな。どうせそいつにとって、自分以外の人間は自分の引き立て役でしかない低脳のクズだ。そんなクズ共を殺すことで生き残れるなら喜んでするだろうな。……まったく生意気だ」

　鼻で笑い、吐き捨てる。

「俺を敵に回すような、愚者の分際で」




「…………」

　ふと思う。

　悠ゆう里りさんが死んだことでショックを引きずり、喋しやべることもできずに、この話し合いに参加していなかった僕だからこそ、気付く。

　──何だろう、これ？

　今、目の前の、お互いいがみ合っているこの状態。憎しみ合い、疑い、一触即発なこの状態。これはまさに、僕らが想定していた【王降ろしの国】が始まった状態じゃないか。

　ダメだ。これじゃあダメだ。だって、これじゃあ思惑通りに進んでるってことだ。──〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟の思惑通りに！

　このまま進めば、僕らは殺し合って、終わる。

　それだけは避けなければいけない。そのために〝所有者〟を確実に、特定しなければいけない。団結しなければいけない。……いけないのに──




「いい加減にしてよ、大おお嶺みねくん」

　その会長の声は、それまでとはまるで違うものだった。

　もう押さえ切ることができなくなった怒りと憎しみが、会長の顔を歪ゆがませている。

「よくもまあ、そんな根拠もない妄もう想そうを自信満々に話せるね。人を見下すのは結構だけど、一体どんな自信があってそんな態度に出るのか、まったく分からない。学校の成績なら音おと無なしさんが上で、体力なら神かみ内うちくんが上、人望なら星ほし野のくんが上で、魅力なら悠ゆう里りが上。ねえ、君は誰にも負けないものが何一つないんだよ？　あるとしたら、へりくつの才能だけ」

　まるで醍だい哉やのような、相手を見下す笑えみを浮かべる。

「君はただ現実を認められずに当たり散らしているそこら辺のゲスと変わらない。いや……実際に殺人を犯したんだからそれ以下」

　その言葉に、醍哉も会長と似たような笑みで応じる。会長は不快に思う感情をもう隠そうともしない。

「そうやっていきがっていれば、他の人が自分を避けてくれるような優しい世界じゃないの、もう。君は痛々しい勘違いをこじらせて、若気の至りじゃすまされない間違いを犯した。悠里を殺した。……まだ気付いてなかった？　君はもうおしまいなんだよ。無む垢くで無能で無力で無む駄だな君なんて、蟻ありを踏ふみ潰つぶすがごとく易やす々やすと潰される」

　彼女は場違いな優しい声で、続ける。

「あたしは君を敵だともう認識したよ？　全力を出して君を潰すよ。ねえ、あたしは──君を殺しちゃうよ？」

「だから何だ？」

「…………そうだね、思い知らせないと分からないかな？　まず君の妄想が、妄想でしかないことを暴いてあげるよ。君は悠里が【影武者】か【王子】だって言ったけど、それは間違い。君は簡単な見落としをしてる。【王】は、【入れ替わり】のコマンドが使えなくなるから、【影武者】が死んだら分かってしまうんだよ。うわあ、恥ずかしい凡ぼんミスだね！　だから【役職】を偽るために殺すのなら、悠里の【役職】は【王子】以外あり得ないってことになる」

　その言葉を聞いてマリアを見る。【王子】であるマリアは、ただ黙だまって鋭するどい目を争う二人ふたりに向けている。

「白状するよ。あたし、悠ゆう里りの【役職】知ってた。良かったね大おお嶺みねくん、その仮説だけは当たってて。でね、それは【王子】じゃない。それはつまり、この中に【王子】がいる、ってこと。ねえ、この中にいる【王子】様。あなたには大嶺くんが言っていることが、妄もう想そうでしかないことはもう分かったよね？」

　反論ができないのか、醍だい哉やはただ押し黙っている。

「そして、君が【王】か【影武者】だったら、さすがにこの程度のことに気付けただろうから、君はその二つの【役職】じゃない。さて、残っている【役職】はなにかな？」

　後残っているのは、【騎士】と【革命家】だ。会長によって醍哉の【役職】は、そこまで絞り込めてしまった。

　しかしそれでも、今まで黙っていた醍哉は、会長を小こ馬ば鹿かにした笑う。

「そこまでして、俺を陥おとしいれたいか。必死だな」

「は？」

「仮説の綻ほころびを見つけただけで、よくもまあそこまで得意がれるものだ。本当の【革命家】でないのだから、予想しかできないのは当然だ。ごちゃごちゃと喋しやべったことで、お前の油断ならない人間性を証明したに過ぎないな。お望みならいくらでも、また新しい仮説を立ててやるよ。そして論破して喜んでいればいいだろう、無む駄だに」

「苦し紛まぎれの強がりもいい加減にしなよ。さすがに滑こつ稽けいを通り越して、いらつくからさ」

　こんな、刃物で突き刺し合うような会話を目の当たりにして、僕は思う。

　──やっぱりもうダメだったんだ。

　死体が出てしまった時点で、悠里さんが殺されてしまった時点で、【王降ろしの国】は止められなかったんだ。

　だけど……そんなの納得できない。

　信頼し合えば大丈夫だと言っていた悠里さん。でも、他でもない彼女の死体が原因で、信頼し合うことができなくなっている。そんなひどい結果、納得できるわけがない。

　悔くやしくて涙が溢あふれる。その様子に気付いた会長が、目を丸くして僕を見ている。涙を必死に堪こらえる僕の首元に、華きや奢しやな腕が回される。

　長い髪が頰ほおに貼り付いて、流れる涙をせき止める。

「…………大丈夫だ、一かず輝き」

　でも僕は分かってしまってる。そのマリアの言葉には、何の根拠もないって。

「星ほし野のくん」

　会長が僕の名を呼ぶ。

「君のそういう優しいとこ、あたしは好きだよ」

　会長は子供をあやすような優しい声で、続けて言う。

「でも、その優しさであたしの足を引っ張るつもりなら、許さないからね？」

　それは、平穏がもう訪れないのだという現実を、僕に叩たたき付けるのには十分な言葉だった。




　▼二日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

『まだ【謀ぼう殺さつ】相手は、選択されていません』

　これだけで安あん堵どできるような状況は、もう過ぎてしまった。

【謀殺】をできる人が、誰であるかは分からない。でもその人は、間違いなく誰かを選択するだろう。

　僕に、その相手を殺させるよう、強要するだろう。

『さテさてさて・そろソろ・【密談】・の・時間ダよ・【密談】すル・相手を・選ンでね』

　表示された『音おと無なし麻ま理り亜あ』の名前に、僕は素早く人差し指で触れる。

『みんナの・相手が決まルまで・しばラく待ってね』

　前回よりも明らかに時間が掛かってから、モニターに【密談】相手が表示される。……もしかしたら、順番を調整するために、誰かがわざと遅らせているのかもしれない。
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「…………」

　醍だい哉やと会長が僕を指名している。醍哉はまだしも、会長はどうして僕を選んだんだろう？

　おそらく【革命家】も、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟も、醍哉だろうとは思う。やっぱりそう都合良く別の〝所有者〟がいるとは思えない。

　……でも、もし【革命家】も〝所有者〟も、醍哉でないことがあるとしたら、それはほぼ間違いなく会長だ。

　その、容疑者の二人ふたりが、僕と会おうとしている。

　大部屋での二人のやり取りを思いだし、身震いする。僕が、あの二人と立ち向かうなんて絶対に無理だ。

　頭を抱えて、マリアと会える時間を待った。




　▼二日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【音無麻理亜】の部屋

　マリアはベッドの上で顔をしかめて腕を組んでいた。

　隣に座ると、早速彼女は話し始めた。

「一かず輝き、私たちは柳やなぎ以外の死者を出すわけにはいかない。それは分かっているな？」

「うん」

「だが、それはもう非常に難しくなってしまった。このままでは間違いなくまた【革命家】は、誰かを殺すだろう。……何とかしてこの流れを変えなければならない」

「どうするの……？」

　僕が問うと、マリアは一度ぐっと歯を食いしばり、そして言い放つ。

「新しん藤どうに、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のことを洗いざらい話す」

「え……？」

　だって、会長が〝所有者〟かもしれないのに。

「お前の懸け念ねんは分かる。だがもはや、リスクを冒さずにいられる時期は過ぎた。……おそらくお前を危険にさらすことになるが、許してくれ」

「…………もしかして、僕のことを気にして、〝箱〟のことを言えずにいたの？」

「他に何がある？」

　マリアは不思議そうに眉まゆを寄せる。

　……そういうマリアに、いい加減少し思うところはあるけど……今言うべきことじゃないので、話を続ける。

「ええと……会長に〝箱〟のことを言うっていうのは、醍だい哉やが〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟であることを前提に行動する、ってことだよね？」

「そうなるな」

「会長が〝箱〟を信じてくれたとするよ？　そうすると今の会長じゃ……たぶん、醍哉を殺そうとするんじゃないかな……？」

　マリアは顔をしかめる。

「…………ああ、そうなるだろうな。だが、それでも【王降ろしの国】で勝者になること以外の打開策があることを、新藤、神かみ内うちに示すことは絶対に必要なのだ。大おお嶺みねを殺させないためには、私の意志までしっかりと伝えなければならない。……確かに厳しいだろうがな」

「……あ、でもさ、〝所有者〟が醍哉なら、会長が【革命家】ってことはないだろうから、【魔法】で醍哉をどうにかすることはできないかも。だって【魔法使い】は僕だ。僕がスイッチを押さなければ、平気だ」

「どうして〝所有者〟が大おお嶺みねなら、新しん藤どうが【革命家】でないことになる？」

「え……？　だって【王降ろしの国】を始めたいって理由がないと、悠ゆう里りさんを殺した動機がないんじゃ……？」

　その当然の疑問に、マリアは頷うなずかない。

「大嶺が柳やなぎを一番に殺す理由がないとかどうとか言っていたが……こうは考えられないか？　ゲームで有利になるならないは関係ない。単純に以前から殺したいほど憎む人間がいて、それが柳だった。だから、殺人が正当化されるこの状況で思わず実行してしまった」

「え……？」

　マリアが時折言う、冗談に聞こえない冗談かと思って彼女を見つめ続けたけれど、その真顔は変わらない。

「…………まさか。だ、だって悠里さんだよ？　あの人がそこまで恨うらまれるわけないよ」

「柳は魅力的だ。人の感情を揺ゆり動かす魅力は、時にネガティブな感情をも呼び起こす。例えば彼女が男子に人気があることで嫉しつ妬とする女子もいるだろう。彼女に振られたことで、恋愛感情が恨みに変わったものもいるだろう」

「……そんな……」

「……まあ、あくまで可能性だ。私も柳に対する新藤の態度に、異変を感じたわけではない。そもそも新藤もまた、才覚に恵まれた人間だからな。柳に嫉妬するとは思えん。ただ、決めつけると危険だと言いたかっただけだ」

　確かにそうだ。僕は『【革命家】＝〝所有者〟』としか考えていなかった。それが違った場合を想定してなければ、足下をすくわれただろう。

　どうしよう。もう猶ゆう予よもないのに疑問だけが増えていく。どうにかできると信じなきゃいけない。それは分かっているけど、でも状況は──絶望的だ。

「…………一かず輝き」

　思わずうつむけた頭に、心地よい重さが掛かった。マリアが僕の髪をぐしゃぐしゃと撫なでる。

「新藤はどうか知らんが、私は柳に嫉妬したぞ」

「え？」

　思わず顔を上げて、マリアを見つめる。

　マリアは髪を撫でながら、無表情で続ける。

「なぜかは知らんが、私のことは長い期間『音おと無なしさん』と呼んでいたくせに、柳のことは『悠里さん』などと名前で呼ぶしな。柳は柳で、一輝と馴なれ馴れしく手を繫つないだ上に、耳打ちまでする始末だ。さらに【密談】の約束だと？　まったく腹立たしい」

「…………？」

「何を不思議そうな顔をしている？」

「何でそれが嫉妬に繫つながるの……？」

　突然、髪を撫なでる手が止まる。

「……本気で言っているのか？」

「え、えと……」

「なら、懇こん切せつ丁寧に説明してやる。お前の好意が柳やなぎに向いているようで、私は悔くやしかったと言っているんだ」

　そう言ってマリアは、自分の手を僕の手に重ねる。そして顔を僕に、ずい、と寄せる。さすがにもう慣れたけれど、その顔立ちはやっぱりすごくきれいで、一いつ瞬しゆんで顔が熱くなる。

「ええと……か、顔、近いよ……？」

「なんで【密談】が腹立たしいのか分かるか……？　完全な密室で男女が二人ふたりきりになるということだぞ？」

　マリアはまるで耳に息を吹きかけるように、耳元でささやく。そのままマリアは、人差し指を僕の耳の穴に入れる。

「ひゃ！」

　僕の小さな悲鳴を聞いて、マリアは突とつ如じよ、その妖よう艶えんな表情を崩してにんまりと口角を上げて笑い出す。何事か分からず戸惑っている間に、身を引いてニヤニヤ僕を見続ける。

「年下女子にいい様に辱もてあそばれてるな、一かず輝き」

　その言葉でようやくからかわれていることに気付く。

　うう……マリアが年下だなんて、そもそも僕認めてないし……。

「まったく、ただの冗談だっていうのに、何をそんなにうろたえている？」

　…………冗談、って、どこからが……？

　すっかり落ち込んで黙だまり込むと、マリアはニヤニヤ顔を引っ込めて言う。

「何も心配するな、一輝」

　そして、誰よりも優しげに微ほほ笑えむ。

「私がお前を護まもるよ」




　▼二日目〈Ｃ〉【新藤色葉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

「なん、で……？」

　マリアの部屋から戻った僕は、思わずそう漏もらしてしまった。

　僕は呆ぼう然ぜんとモニターを見つめる。

『【謀ぼう殺さつ】相手が選択されました』

　それはいい。【謀殺】できる誰かが、そのコマンドを実行することは予想していた。でも、選択された人が僕の予想と違う。

『【新しん藤どう色いろ葉は】を【魔法】で焼き殺しますか？』

　そのメッセージの下に、会長の顔写真の画像、そしてその目に『KILL?』という文字が被さっている。この画像を僕が押せば、会長が焼け死ぬ。

　どうして醍だい哉やじゃなく、会長が【謀ぼう殺さつ】対象に……？

　混乱しそうになる頭を必死に整理して考える。今、【謀殺】の選択ができるのは、【王】か【影武者】だ。僕とマリアはその二つじゃない。そして会長が、自分自身を【謀殺】するわけがない。ということは、醍哉か、神かみ内うちくんが選択したということになる。

　……でも、神内くんは醍哉を【革命家】だと完全に決めてかかっていたはずだ。神内くんが会長を選ぶとは思えない。

　じゃあ醍哉が……？　いや、醍哉は【王】や【影武者】ではないって、会長が言ってなかったか？

　待ってよ。

　それじゃあ誰が、【革命家】だっていうんだ……？




「よ、来たよ」




「ひ！」

　僕はそれだけで飛び上がりそうになる。

「ん？　ちょっと大げさじゃない？　あたしが来ることは分かってたんだからさ」

　扉の前で、会長が呆あきれ顔で手を上げていた。

「す、すみません、会長」

「……別に強制はしないけど、その会長ってのそろそろやめてくれる？　あたし個人を無視されてる気がして、あんま好きじゃないんだよね」

「……じゃあ、新しん藤どうさん……？」

「色いろ葉はがいいなあ」

「…………色葉さん」

「さん、はいらないけど……まあいいや。ここ座るよ」

　強制はしないって言っておきながら、しっかり意見を押し通して、会長──じゃなくて色葉さんは、昨日きのうの醍哉と同じようにテーブルの上に座る。

「えと……色葉さん、どうして僕を指定したの？」

　その質問に、会長は笑え顔がおで答える。

「命乞ごい」

「…………え？」

「分からない？　あたしね、今日のこの〈Ｃ〉の時間の内に大おお嶺みね醍哉を殺さないと、ほぼ確実に【暗殺】されるの。つまり一かず輝きくんが、あたしの運命を握ってるわけね。いやあん助けてえ一かず輝きクン！」

「……それをどうして僕に言うの……？」

「だって君、【魔法使い】でしょ？」

　動どう揺ようが態度に出てしまいそうになるのを、必死に堪こらえる。これは醍だい哉やが僕にやった手法と同じ。さすがに同じ失敗をしたのでは目も当てられない。

「ありゃ、引っかからないか。意外と用心深いね。ま、とにかく、今日大おお嶺みね醍哉を【謀ぼう殺さつ】しないと、私は死んじゃうわけ。なんてこったい」

「……ええと、色いろ葉はさんが今、【謀殺】を選択できる立場なの？」

「違うよ」

　色葉さんはあっさりと否定する。

「だったら仮に僕が【魔法使い】だとしても、僕一人ひとりじゃ助けられないよ。だって【謀殺】相手を選択することは僕にはできないんだから」

「できないかな？　大部屋での会話の流れで、神かみ内うちくんか音おと無なしさんが、大嶺醍哉を【謀殺】しないってことあると思う？　あいつ墓ぼ穴けつ掘りまくってたでしょ？　だから君さえどうにかすれば、何とかなるんじゃないの？」

　少なくともマリアは『殺す相手』なんて選ばないし、実際選ばれたのは色葉さんの方だ。

　でもそんなことは言えないので、黙だまっておく。

「あたしが他でもない星ほし野のくんを【密談】相手に選んだのは、見る限り一番大嶺くんを見逃す可能性があったからだよ。だって大嶺くんと元々親しそうだし、そうでなくても、ほら、星野くん優しいしね」

　その言葉は、嫌いや味みにしか聞こえない。

「見逃されたらあたしは困るわけ。だから、後押しをしに来たんだよ」

　醍哉を殺す、後押しを──か。

「…………色葉さん言ってたじゃないですか、人を殺してしまえば、人生を壊してしまうって」

「うん、その通りだよ。あたしはこうやって殺人を促うながしてることで、これから確実に人生を壊すだろうね。正直言って、想像力の乏とぼしいあたしは、今後自分がそのことでどれだけ苦しむのか分からないよ。ってか、ぶっちゃけ考えないようにしてるんだよね。だって──」

　色葉さんは笑え顔がおで、だけど強い眼光で言い放つ。

「それでも死ぬよりマシだってことだけは、間違いないから」

　その迷いのない、そして躊躇ためらいのない瞳ひとみを見て、ようやく気付いた。

　──彼女の、危険性に。

　彼女を超人たらしめているのは、先天的な能力によるものだけじゃない。その精神性だ。脇わき道に逸それることなく目標に直進できるところは、マリアにも似ているかもしれない。けれど、誰よりも他人を優先するが故ゆえに目的を変更することもあるマリアと違って、彼女は自分の目的が最優先で、それを絶対に変えない。そのためには時に、他者を蹴け散ちらす。きっと列車が道に置かれた小石をすり潰つぶしてしまうように、気付くこともなく、ごく自然に。

　そして、彼女の今の目的は、『自分が生き残ること』なんだ。

　僕はふと、出会ったときのことを思い出して、背筋を凍らせる。

「…………ねえ」

　色いろ葉はさんは、僕に醍だい哉やを殺すスイッチを押して欲しい、と言った。でも、もし僕がその要望に首を横に振ったらどうするつもりだろう？

　そうしないと自分が殺されると思っている状況で、彼女はどうしようとしただろう？

「もしかして今、ナイフを携帯していたりしないよね？」

　色葉さんが、目を大きくする。

「へえ」

　そして興味深そうに僕を眺ながめて、言い放つ。

「どうして分かったの？」

　彼女はスカートの中に手を突っ込んで、あっさりとナイフを取り出すと、扉の傍まで放り投げる。

「さては、あたしのパンツを覗のぞき込もうとして見つけたな。このスケベめ」

「…………」

「はは、冗談だよ。……いや、ナイフを隠してたことは冗談で済まないか。あ～……言い訳だけさせてくれないかな？　ナイフを持ってるのは、別に星ほし野のくんとの【密談】に備えたからじゃないんだよ。あたしは自室に一人ひとりでいたとき以外は、ずっと持ち歩いてた。本当だよ？」

「でも、もし僕が醍哉を【謀ぼう殺さつ】しないって言ったら、ナイフで脅おどすぐらいはしたよね？」

「そうだね。でもそれって、普通じゃない？」

　あっさりと認めた彼女に僕は首を振る。そんなのが普通のわけない。

「そうかなあ？　まあいいや。でも、これでもう脅せないわけだからさ」

「あの、麻袋……」

「ん？」

「テーブルの上の麻袋に、僕のナイフが入ってるから、それこっちに渡して」

　僕の言葉に色葉さんは一度目を丸くして、そして苦笑する。言われた通りに麻袋ごと、こちらに投げて渡す。

　受け取った麻袋の中からナイフを取り出し、色葉さんと同じように扉に向かって投げる。

「……テーブルの上に座ったのも、麻袋の中に僕のナイフがあるって思ったから？」

「あはは、さすがにそこまでは考えてないよ。そんなことより確認していい？」

「何を？」

　色葉さんは、しっかりと僕の目を見み据すえて尋ねる。

「君が大嶺醍哉の殺害に協力してくれるかどうか、だよ」

　あっさりとそんなことを、さわやかな微ほほ笑えみ付きで言い放つ。

「…………あの、」

「何？」

「僕は誰も殺さないよ。それは、醍だい哉やであっても、他の人であっても同じだ」

　そう返答すると、色いろ葉はさんは僕を見つめて微笑んだまま、何も言わない。沈ちん黙もくの訴えに思わず視線を逸そらし、うつむく。

「分かってないね。あたしはこう聞いてるんだよ」

　色葉さんは一旦区切って、そして言った。

「大嶺醍哉を殺すのか、あたしを殺すのか、そう聞いてるんだよ」

　顔を上げて色葉さんを見る。彼女は聞き分けのない子供を見るような目で僕を見ている。

「スイッチを押さなければ罪から逃れられるなんて、そんな勘違いしないでよ。スイッチを押せば君は確かに大おお嶺みねくんを殺すことになる。でも押さなくても、あたしを殺したことになるんだよ」

「そ、そんなこと──」

「君がどう思うかは勝手だけど、あたしはそう認識してる。あたしが【暗殺】されたら、それは君があたしを見殺しにしたからだって、そう思うよ」

「う……」

　分かってはいた。この殺人ゲームに組み込まれてしまえば、たとえどんな行動を取ったとしても、絶対に清せい廉れん潔白ではいられないってことは。

「……色葉さんの言いたいことは分かったよ。でも、今日の〈Ｃ〉で、僕は醍哉を【謀ぼう殺さつ】することはできないんだ。……詳くわしくは話せないけど」

「【謀殺】に関わる【役職】じゃないってこと？　……それともまさか、大嶺くんが選択されてないってこと？」

　彼女は、僕をほとんど睨にらみ付けるようにして尋ねる。その質問にはもちろん答えられない。

「表情見るに後者と見た！　っておい！　それじゃああたし、死亡確定じゃん！」

　場違いな高いテンションにただ黙だまっていると、色葉さんは溜ため息いきを吐ついて、テーブルの上に倒れ込んで仰向けになる。

　彼女はけだるそうに、目を腕で覆う。

「……ねえ、星野くん」

　そのまま、さっきまでとはまるで違う声色で、呟つぶやく。

「悠ゆう里り、かわいかったでしょ？」

　なぜ急にそんなことを色葉さんが言い出したのか分からず、黙って彼女を見つめる。

「あたしね、悠里と出会うまで、誰のことも羨うらやましいって思ったことがなかったんだ。基本、自分は何でもできると思ってたからさ。でも、そんなあたしが、初めて尊敬して、羨うらやましくて……たぶん嫉しつ妬としたのが、悠ゆう里りなんだ」

　嫉妬。

　魅力的であるが故ゆえにネガティブな感情を引き寄せることもある、と言っていたマリアの言葉を思い出す。

「弱みを見せるみたいで癪しやくだから誰にも言ってないけどさ、あたし、高校生活で一度だけ、男子のこと好きになったんだ。そいつとは、元々結構仲良くて……あたしはさあ、色恋とかよく分からないし、友達のままでよかったんだ」

　色いろ葉はさんは軽く苦笑して、言う。

「悠里とそいつが、付き合い始めるまでは」

　その苦笑から、僕は感情を読み取れない。

「共通の友人ってことで、どっちからも恋愛相談受けるはめになるわけ。おかげで私は二人ふたりがどこまで進んでるかまで知ってたよ。二人が手を繫つないだとか、キスをしたとかね。それ聞いてさ、思うわけだよ。──さっさと壊れればいいのに、って」

「…………」

「で、あたしの祈りが届いたのか二人は三ヶ月で別れちゃった。バカだよね。別に悠里がそいつと別れても、あたしにいいことなんてなにもないのに。そいつがあたしと付き合うなんて展開はないし、それどころか悠里の友達であるあたしとも疎そ遠えんになるだけなのに……何をどうでもいいことを祈ってたんだろう？　つまりあたしは、二人の不幸を祈っただけなんだよ。大切だったはずの二人の。それって控えめに言って最悪だよね」

　ようやく色葉さんは、僕を見る。

「つまんない、ありきたりな話だって思った？」

　強く首を振る。

「ま、あたしにだって、そんな陳ちん腐ぷな悩み事もあるってこと。……何が超人だよ」

　色葉さんは視線を天井の裸電球に移し、言う。

「……そんなガキっぽい悩みなんざ、忘れてたよ。本当に。だってあたしは、悠里のことが大好きであることだけ分かっていればよかったから」

　自じ嘲ちようするような笑えみを漏もらす。

「でも、悠里が死んだら、そのことを思い出した。それどころか頭から離れない。こんなどうでもいいことが、頭から離れない。大好きだった悠里が死んだのに、そのことばっかり考えちゃうんだ」

　色葉さんは、ゆっくりとこちらに首を向けて僕を見て、

「ねえ、星ほし野のくん、どう思う？」

　優しくささやくように、尋ねる。

「あたし、本当に──悠里のこと好きだったんだと思う？」

　そんな質問に、僕が言える事なんて何もない。

　色いろ葉はさんはしばらく、沈ちん黙もくする僕を無表情で眺ながめていた。でも何も言えず押し黙だまっている僕を見て、不意に満足そうに口角を上げる。

「ふふ……どう？　あたしの作戦？」

「……え？」

「あたしのこんな人間らしいところ知っちゃったら、味方したくなっちゃうでしょ？」

　そう言ってケタケタと笑う。

　でも僕は分かっていた。こんな冗談めかして笑い話で終わらせようとしているけれど、この話は色葉さんの本音に違いない。彼女には弱みを見せる相手が誰もいない。それは、他人じゃなくて、自分さえもきっと例外じゃない。だから、自分の心さえも分からない。

　自分が本当に死に追いやられている状況だからこそ言える、彼女の弱み。

　僕が口をつぐんで目を伏せるのを見て、色葉さんは笑うのをやめる。

　そしてやっぱり、冗談めかした口調で──

「呪のろってやったよ」

　清々したような表情で。

「これであたしが死んだら、星ほし野のくんはこの話をずっと思い出す」

　彼女の作戦は、成功だった。

　仮に彼女がすべての元げん凶きようだったとしても、僕は彼女の死を望むことはできない。




　▼二日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　醍だい哉やはテーブルに座って、携帯端末をいじっていた。

「知ってるかカズ？　この端末、持ち主以外は操作できないようにできているようだ」

　そう言うとテーブルの上の麻袋を勝手に漁って僕の携帯端末を取り出し、実際に操作できない様を僕に見せる。

「……余裕だね」

　せっぱ詰まっていた色葉さんとは、対照的だ。

「俺が【謀ぼう殺さつ】されないことは分かっているからな」

「え……？」

　醍哉は口元を上げる。

「どうして分かっているかとか、そんなつまんないことを聞くなよ。そんなの俺が【謀殺】相手を選んだからに決まってる」

「……じゃあ醍哉の【役職】は」

「俺は【王】だ」

　あまりに自然に言うので、そのままその言葉を吞のみ込んで信じてしまいそうになる──が、それはいけない。そういう醍だい哉やのやり口に決まってる。

　僕はなんとか頭をひねって、疑問点を見つけてみる。

「……ええと、醍哉が【王】ってことは、【革命家】が色いろ葉はさんだって分かっていた、ってことになるよね？　だったらどうして〈Ｃ〉の時間が始まってすぐに、色葉さんを選択しなかったの？　どうしてわざわざ、神かみ内うちくんとの【密談】の後に選んだの？」

「〈Ｂ〉の時間に、新しん藤どうが犯人のような言い方をしたが、実のところそこまで自信がなかった。俺は新藤と同程度、神内のことも疑っていたからな」

「神内くんを？」

　悠ゆう里りさんが死んだことで、あんな感情的になってた神内くんを？

「じゃあ神内くんが怒っていたのは、演技かもしれないって思っていたの？」

「あいつはあいつで危険な奴やつだ。お前もいまいちつかみ所のない曲くせ者ものぐらいには思っていただろう？」

　僕は小さく頷うなずく。

「思い出してみろ。新藤が一番始めに【密談】に選んだ相手は神内だった。それは単純に、新藤が誰よりも奴を警戒していたからだ」

　確かに色葉さんは、神内くんを選んではいたけど……。

「……そういえば醍哉、元々神内くんを知ってるような感じだったけど」

「ああ、知ってる。あいつは同じ中学だ。顔までは憶えてなかったがな」

「…………え？　でも、神内くんは醍哉のこと知らない感じだよね？」

「偉大なる神内様にとっては俺ごとき庶民、眼中にないってことだろ？　成績がいいだけの俺と違って、あいつは有名人だ。耳に入ったろくでもない噂うわさ話をしてやってもいいが、今はそこまで話す必要ないだろ？」

　とにかく神内くんには、醍哉や色葉さんが警戒するだけの悪い噂があったってことか。

「さて、ここでもう一つ興味深い事実をお前に教えてやる」

「……なに？」

「【革命家】は柳を殺す気がなかった」

「……え？」

　ポカンと口を開ける。

「はあ……いちいち説明しなければ分からないのか？　【王】特有のコマンドは、【謀ぼう殺さつ】以外にもあるだろ」

「あっ！」

　そうだ、【入れ替わり】。

　あのコマンドを使えば、意図しない相手が【暗殺】されることもあり得る。

「【革命家】は柳やなぎではなく、俺を殺すつもりだったんだよ」

　醍だい哉やはきな臭さを感じて、一日目から【入れ替わり】を行った。そして【影武者】である悠ゆう里りさんは、醍哉の代わりに殺されてしまった。

　だとしたら、もし【革命家】が神かみ内うちくんだとしても、あの怒りが演技だと言い切れなくなる。だって醍哉のせいで、意図せずお気に入りの悠里さんを殺してしまったことになるから。

「俺はさっきの【密談】で、神内が【革命家】でないことを確信した。そうなると【革命家】は新しん藤どう以外にあり得ない」

　もし、醍哉の言っていることがすべて真実だとしたら、色いろ葉はさんは誤って悠里さんを殺したことになる。

　そうだとしたら……さっきの色葉さんの告白は、少し意味合いが変わるかもしれない。

　誤って彼女を殺してしまったその罪悪感をごまかすために、悠里さんを殺しても仕方がなかった理由を無理矢理見つけ出し、正当化しようとしている。

　──そう解釈できるようになる、かもしれない。

「で、でも……だったらどうして、醍哉は〈Ｂ〉の時間にあんな回りくどいことを言ったの？自分が【王】だってことをカミングアウトすれば、疑いはそれだけで晴れたんじゃないの？」

「自分の【役職】を明かすなんて、あまりに馬ば鹿かげた策だ」

「でも僕には言ったじゃ──」

「それはお前が俺を殺すわけがないと信じているからだ」

「え……？」

　僕が目を丸くすると、醍哉は「しまった」というように顔をしかめる。そのまま、まるで照れるみたいに、僕から目を逸そらす。

　……信じてる、って言ったのか？　あの醍哉が？

「……〈Ｂ〉の時間での発言の意図を説明してやる」

　醍哉はさっきの発言なんてまるでなかったように、説明を始める。

「まず一つ目の意図。容疑者を絞るため。【革命家】ならば当然、柳が【入れ替わり】のせいで死んだのだと知っている。だからボロを出させるために、俺は敢あえて柳がどうして狙ねらわれたのかなんて話題を出した。まあ、これは失敗に終わったがな」

　僕は頷うなずいて、続きを促うながす。

「そしてもう一つの意図。それは俺が【王】だと思わせないためだ」

「……どうしてそんなことをする必要があるの？」

「【革命家】は、俺をスケープゴートにした。これは【謀ぼう殺さつ】される対象を俺にしたいからだ。だが俺が【王】だと、その行為に意味がなくなる。そりゃそうだ。【謀殺】相手を選べるのが、他でもない俺になるわけだからな」

　現に、【謀ぼう殺さつ】に選ばれたのは、醍だい哉やではなく色いろ葉はさんだ。

「じゃあスケープゴートとして役に立たない、そのくせ【革命家】の噓うそに気付いているやっかいな俺を、どうすると思う？」

　醍哉は、まるで愉ゆ快かいなことを口にするみたいに、口の端を上げる。

「【暗殺】で殺すに決まってる」

　ごくり、と知らず自分の喉のどが鳴る。

「だから、できる限り俺が【王】である、という疑いは持たせない方がいい」

　色葉さんの発言を思い出す。

『そして、君が【王】か【影武者】だったら、さすがにこの程度のことに気付けただろうから、君はその二つの【役職】じゃない。さて、残っている【役職】はなにかな？』

　ああ、そうか。

　あのやり取りは、色葉さんに自分が【王】でないと思わせるためのものだったのか。

「────あ」

　醍哉の頭の回転の速さに吞のまれそうになっている自分に気付く。

　でも──このまま吞み込まれて、従ってもいいのかもしれない。だって僕を信じていると言ってくれた、醍哉のあの態度まで演技だと思えない。……思いたくない。

　だって僕らは、友達なんだ。

　僕はこのまま醍哉を信じていいのだろうか？　そして、色葉さんが【革命家】だと、〝所有者〟だと、決めつけていいのだろうか？

「カズ」

　黙だまっている僕に、醍哉は言う。

「新しん藤どう色葉を殺せ」

「──それは、」

「【魔法】を使えば、お前も音おと無なしもこれ以上危ない橋を渡ることなく、この〝箱〟を解決することができる。お前のただ一つの覚悟ですべてから解放される。──いや、殺さないといけない。お前は俺の覚悟さえ無む駄だにする気か？」

　言葉を遮さえぎって言った醍哉の提案が、賢い答えだってことは分かっているつもりだ。

　だけど、

「【魔法】は使わない」

　この答えは変わらない。

「色葉さんが〝所有者〟だって言うんなら、何とか〝箱〟を出すよう説得してみせる」

「お前の躊ちゆう躇ちよのせいで、お前や音無が死ぬかもしれないのに、か？」

「そうだよ」

　あっさり言い切った僕を、醍哉は鼻で笑う。

「殺人ゲームの中でもお得意のいい子ちゃんっぷりを発揮するとは、おめでたいな。あの人もいい人に違いないから信じよう、ってか？　なかなか最低のきれい事だ。見ろよこの腕。お前の腐った価値観のせいで、洗濯ができそうなほど見事な鳥肌が立ったぞ、どうしてくれる？」

「…………ごめん」

　暴言を吐かれているのは僕の方なのに、なぜか謝るのは僕。でも……なんか、まるで教室でやっていたいつも通りのやり取りみたいだ。

「だが、知っていた」

　醍だい哉やはわざとらしく腕を撫なでさすりながら、言う。

「お前が、その答えを出すことぐらいな」

　醍哉は諦あきらめたように苦笑する。

「……ふふ」

「気持ち悪いなお前は。バカにされたのに笑うなんて、一体どんな神経をしてるんだ」

　だって文句を言いながらも、僕を認めてくれるのがいかにも醍哉らしいから、つい。




　そして僕は、確信する。

　醍哉の言っていることは、真実だ。




　▼二日目〈Ｄ〉大部屋

【革命家】、そして〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟は──新しん藤どう色いろ葉は。

　それが僕が至った結論。僕は彼女がこれ以上凶行に出るのを何とか止めて、説得しなければいけない。

　できるはずだ。だって彼女はただ他人の命を蔑ないがしろにするような悪人じゃない。だからどんなに厳しく思えても、絶対に解決できる。




　────だなんて、

　どうしてそんな、どうしようもなく甘い考えをしていたのだろう？




「あ、ぁぁあ……──」

　喘あえぎ声。

　赤い水たまりが広がって、僕の足下に迫ってくる。それを避けるなんて思いもよらずに、ただ立ちつくしている。

「神かみ内うち！」

　マリアの叫さけび声でようやく我に返る。僕の足下で倒れているモノが、何であるか理解する。

「あ、──」

　広がる赤い水たまりは、血液。

　そんなの知っていた。分かっていた。でも、それが、どんどん、どんどんどんどん、どんどんどんどんどんどんどんどん広がる意味を理解したくなかった。

　僕はゆっくり腰を落とし、そうっと優しく、その人の顔に触れる。まるでくすぐったがっているみたいに、微ほほ笑えんでくれた。

　その表情がいかにも『らしく』て、思わず名前を呼んでしまう。

「…………色葉さん」

　ペタペタペタ──

　何の音だろう？

　ペタ。それは足音だった。歩く度に床に赤い足跡が付く。ペタペタ。その音を出している男は、まるで何事もなかったかのように椅い子すに座る。

　色いろ葉はさんを、ナイフで刺したくせに。

「神かみ内うちくん、どうして……？」

「どうして？　星ほし野のセンパイ、おかしなこと言いますね。このまま生かしておけば、会長が俺たちを殺すからですよ。止めるのは当然っすよね？」

「そんなことしなくても──」

　言いかけて思わず言葉を止めた。

　神内くんの手がガクガク震えていた。彼自身もその冗談みたいな震えに気付いて、思わず「ふ、くく……」と、場に不釣り合いな笑い声を上げる。

　きっと醍だい哉やとの【密談】で、神内くんは色葉さんが【革命家】であることを知り、何とかしなければ自分が殺されてしまうかもしれないと思ったのだろう。

　だからってすぐにこんな凶行に出るなんて……。ああ、そうか。色葉さんや醍哉が、神内くんを警戒していたのは正しかったってことなんだ。

「う……」

　漏もれたうめき声に、どこか呆ぼう然ぜんと立ちつくしていたマリアが、はっと気付いて色葉さんに駆かけ寄る。治療しようとその身体からだをくまなく調べて──

　──一言も喋しやべらずに、離れる。

「…………そっか、スケープゴート……」

　言って、ゴホ──と、口から血を吐いて、

「うは、吐と血けつなんて…………あたし、ベタすぎ……かっこ悪……」

　ほとんど消え入りそうな声で、そんなことを呟つぶやいている。

「────」

　何も言えない。

　だって僕は、目の前で女性が血を吐いているのに、死にかけているのに、こう考えてしまっている。

　──これでよかったのかもしれない。

「ごめんね」

　色いろ葉はさんは目を閉じる。……もう開いているだけの力もないから。

「…………思惑通り、呪のろい……かけて、ごめんね」

　最後の力を振り絞るように、小さな声を絞り出す。

「……助けられなくて、ごめんね」

「────え？」

　それが彼女の最後の言葉だった。

　──助けられなくてごめんね？

　動かなくなった彼女を凝視したまま、その言葉の意味を考える。

　色葉さんは悠ゆう里りさんをあっさり殺すような危険人物が、この中にいることが分かっていた。それを知る色葉さんは、どうしてもその人を殺さなければならなかった。

　彼女は、目立てば目立つほど疑われるこの【王降ろしの国】の中で、敢あえて先頭に立っていた。責任感の強い彼女は、事態を正しい方向へ導くために、自分の危険を顧かえりみずそうした。

　──自分の人生を壊す覚悟で。

　自分の命を護まもるために。

　僕らの命を護るために。

「………………あ」

　僕はもう一度、そっと彼女の顔に触れる。

　だけどもう、彼女はくすぐったがるような微ほほ笑えみを見せてはくれない。

　もう動かない。もう息をしない。もう生きていない。

　それなのに〝怠惰なる遊戯〟はまだ終わっていない。

「────」

　僕は立ち上がる。

　ゆっくり、ゆっくり首を動かし、彼を見る。

　大おお嶺みね醍だい哉やは、無表情で右耳のピアスを触っていた。





・【新藤色葉】、【神内昂大】に胸部を刺され、死亡。






　▼二日目〈Ｅ〉【星野一輝】の部屋

『【神かみ内うち昂こう大だい】は【暗殺】により絞こう殺さつされました』

　後は、彼の独壇場。





・【神内昂大】、【暗殺】により死亡。






　▼三日目〈Ｂ〉大部屋

「お前が俺に【魔法使い】であることを悟さとられた時点で、勝負は決まっていたんだよ」

　もう三人しかいない大部屋で、大おお嶺みね醍だい哉やは種明かしを始めた。

　マリアは憔しよう悴すいした様子で椅い子すに座っている。何もかも知っているマリアは、あの後神かみ内うちくんに一生懸けん命めい〝箱〟のことを説明したが、彼はもうそんなことを聞き入れなかった。

　そうしてやはり、神内昂こう大だいは殺された。

　僕らは、結局誰の死も防ぐことができなかった。

　どうして醍哉を信じてしまったんだろう？　醍哉が〝所有者〟だと知っていたのにどうして、別の容疑者がいるなんてそんな都合のいい噓うそを信じてしまったのだろう。

【王降ろしの国】が騙だまし合いのゲームだってことは分かっていたのに……。

　だからこの結果が自分のせいだって分かってる。だけど、それでも──

「僕を、信じてるって言ったくせに」

　醍哉はそんな僕の毒づきに、口の端を上げる。

「ああ言ったな。お前が俺を殺すわけがないと信じていると」

「……僕を騙すための口先だけの言葉だったんだね」

「あれは失言だ。お前が鋭するどければその言葉の本質に気付かれたかもしれないからな」

　僕は顔をしかめる。

「分からないか？【魔法使い】であるお前が、俺を殺すことはできないと踏ふんでいた。つまり俺は、どんなにやりたい放題やっても、お前が俺を殺せはしないと高を括っていた」

　唇くちびるを嚙かむ。

　……要は、舐なめられていたのだ。僕はあのとき醍哉が視線を逸そらしたのを、照れているせいだと思った。でも実際は自分の失言に焦あせっただけだったのだ。

「俺が【革命家】である以上、自分以外に殺す能力を持つ【魔法使い】が誰なのか知りたいのは当然のこと」

「だから僕に【魔法使い】かどうか尋ねた……」

　僕のことが心配なわけでなく、単に自分にとって最も危険な【役職】が誰であるか知りたかったから。

「そして【魔法使い】はカズだった。だからお前を生かしておけば、俺が【謀ぼう殺さつ】されることはない」

　醍だい哉やは口の端を上げて、言い放つ。

「俺は、お前を信じているからな」

　だから僕が【魔法使い】だと分かった時点で、勝負が決まったというのか……。

「だが、いくらお前でも、俺が【革命家】だと確信すれば【魔法】を使ったかもしれない。そうでなくとも何かしら手を打っただろう。つまり俺は、お前に【革命家】ではないと思わせられればよかった」

　そして僕は醍哉にまんまと泳がされ、【革命家】は色いろ葉はさんだと思い込んだ。

　──なんだ。本当は単純な話だったんだ。

　僕らがやるべきことは、初めにマリアと話した内容で変わらない。いかに醍哉を説得し、〝箱〟を差し出させるかだった。

　複雑に見えたのは、醍哉の意図でそう見せられていただけだったのだ。

「……それでもまったく順調ってわけではなかったがな。特に柳やなぎの存在」

「悠ゆう里りさんが？」

「ああ。あいつは他の人間を味方に付けようとしていた。そして、俺以外の人間を味方に付けることが実際にできただろう。そうされたら、こう事を運ぶことはできなかった」

　……そうか。【王降ろしの国】を止めかねない彼女の存在は、ゲームを開始させたい醍哉にとってやっかいだったのだ。だから醍哉は悠里さんがしたカミングアウトの提案を一いつ蹴しゆうし、一番に殺した。

「さて──」

　種明かしは終了した。

　醍哉は一呼吸を吐いて、椅い子すに座っているマリアを見る。




「後は一人殺せば、ゲームクリアだ」




【革命家】の敵は、後一人ひとり。

【王子】である音おと無なし麻ま理り亜あだけ。

　殺すと宣告されたマリアは、顔を上げようともしない。

　……ああ、そうか。

【革命家】が勝利するために【魔法使い】を殺す必要はまったくない。だから僕は生き延びる。マリアが何もしなくても僕の命は助かる。そしてマリアは、自分の命にはまるで興味がない。

　だからマリアはもう、【王降ろしの国】に興味がない。

　このままでいいと、自分が殺されてもいいと思ってる。

「…………」

　──ふざけるな。

　そんな結果、許せるものか。

　マリアが自分を〝箱〟だと言って、蔑ないがしろにして、命を差し出しても僕を助ける気だっていうのなら──

「醍だい哉や」

　当然──それを拒否する。

　僕は醍哉を睨にらみ付けて言い放つ。

「マリアを殺すなんて、絶対に許さない」

　そうだ。マリアがこの〝箱〟で無力であることに気付いたとき、僕が何とかしなきゃいけない局面が来ると考えたじゃないか。まさに今、そのときを迎えているんだ。

　あのときは、どうすべきか分からなかった。だけど今、

「マリアを殺すつもりなら、醍哉を止める。何があっても止める。そうたとえ──」

　あっさりと結論が出ている。




「──醍哉を、殺してでも」




　醍哉の殺人宣言にも微動だにしなかったマリアが、その言葉に目を見開いて僕を見ていた。

　ごめん、マリア。僕は、誰かを殺すわけがないと信じてくれたマリアを、裏切る。

「……本気、みたいだな」

　言って醍哉は黙だまり込む。

　そもそも他でもない醍哉が言っていた。僕だって【革命家】が誰であるかはっきりすれば、【魔法】を使う可能性があるって。

　醍哉は失敗していたんだ。予想外にも神かみ内うちくんが色いろ葉はさんを殺してしまったことでスケープゴートにできなくなり、自分が【革命家】だと明らかになってしまった。

「〝箱〟を出して醍哉。そうすれば死なずに済む」

　醍哉はその言葉に対し、まだ余裕綽しやく々しやくだとでも言いたげな表情を作る。だけど僕には、友達だった僕には分かる。

　醍哉はこれ以上なく焦あせっている。

「死なずに済む、ね」

　僕の言葉を反復して呟つぶやくと、醍哉は苦笑した。

「……カズ、この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟がどんな〝箱〟か分かっているか？」

　突然話を変えられて、僕は顔をしかめる。

「〝怠惰なる遊戯〟は、呼び出したプレイヤーに【王降ろしの国】という人殺しゲームをさせる、退屈しのぎをするためだけの〝箱〟だ」

「……それが、何？」

「究極の退屈しのぎが目的なのに、これで済むと思っているのか？　たった一回のゲームプレイで満足してやるとでも思っているのか？」

「…………」

「これは意味のない殺し合いだ。だからお前が音おと無なしを助けたいという気持ちも、そのために俺を殺そうという覚悟も、やはり無意味だ。結果には何も意味がない。次のゲームではプレイヤーが違うだけで、まったく違う展開になるだろう。俺が味方になることさえあるかもしれない」

　一体、何を言い出しているんだ……？

「だが、このクソゲーでは罪だけは継がれる。お前が俺を殺せば、後悔だけが残る」

「…………だから、自分を殺すのをやめろって？」

「ああ」

　…………なんだ。

　何かと思ったら、ただの自分が助かるためだけに言っている戯ざれ言か。この期ごに及んで、醍だい哉やはまた僕を騙だまそうとしているんだ。

「そんな見苦しい醍哉を見たくなかったよ。どうでもいいから早く〝箱〟を出してよ」

　僕が本気で醍哉を殺す覚悟を決めていることを、そのことを、友達だった醍哉は嫌いやというほど分かっているはずだ。

　それなのに──

「それだけはしない」

　醍哉はそう、冷たく言い放った。

「……自分が追いつめられていること分かっているよね？」

「関係あるかそんなもん。俺はもう〝箱〟という『希望』を知ってしまった。知ってしまった以上、絶対に奪われるわけにいかない。〝箱〟を失った俺は、もう何の目的も持てない。ただ漠然と何も考えずに生きている人間なんて、[image: ]生産機みたいなもんだろ？」

「〝箱〟が『希望』だって……？」

　茂も木ぎさんや、浅あさ海みさんや、宮みや崎ざきくんを苦しめた、あの〝箱〟が……？

「あれは、そんないいもんじゃないよ」

「不愉ゆ快かいだから黙だまれよ。お前の特売でスーパーに置いていそうな安っぽい価値観に興味はないんだよ」

　恐ろしいことに醍哉は本気で言っていた。本気で〝箱〟を自分の希望だと言っていた。前の二つの事件をもう知っているはずなのに。

　そこまで考えて、僕はふと思い当たる。もしかして──

「心音が関係あるの？」

　醍哉はすぐに言葉を返さない。

「……何がだ？」

「だから、醍だい哉やの〝願い〟に、心ここ音ねが関係あるの？」

「何でアイツが出てくる？　その破滅的に繫つながりのない発想を生み出す脳が不ふ憫びんで、思わず同情しそうだ」

　でも僕は見逃していない。その言葉を絞り出すまでの間、固まっていた表情を。

　間違いない。醍哉の〝願い〟には心音が関係している。

　そして確信する。

「〝箱〟を差し出す気は……ないんだね」

　醍哉が絶対に〝箱〟を渡さないことを──確信する。

「ああ、そう言ってるだろ？」

　醍哉はどんなに殺すと脅おどしても、〝箱〟を差し出すことはない。そしてそれはつまり、僕らは醍哉に──

「…………」

　悟さとった僕は、マリアを見る。

　マリアは微ほほ笑えんでいる。

「…………やめてよ」

　微笑んでいる。…………何もかも諦あきらめているかのように、微笑んでいる。

　でもそれは、この状況に適切な表情なのだろう。

　分かっていた。醍哉を殺して、無理矢理〝箱〟を潰つぶすことはできない。僕はどうあっても【魔法】を使えない。

　醍哉を殺す覚悟がないからじゃない。どんなに僕が覚悟していても関係ない。

　だって【魔法】は一人ひとりじゃ使えないんだ。そう──

　マリアが絶対に誰かを殺したりできないから、【魔法】は使えない。




　だから僕らは、

　大おお嶺みね醍哉に敗北した。




　▼三日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【音無麻理亜】の部屋

　分かってはいたけれど、【謀ぼう殺さつ】しようという訴えは、30分間無視され続けて終わった。




　昨日きのうのマリアの発言を思い出す。

『私がお前を護まもるよ』

　それを、僕はそのまま受け入れてしまった。

　彼女の強さと優しさを当たり前のように享きよう受じゆしようとした僕は、どれだけ愚かなんだろう。

　初めから分かっていたのに。この【王降ろしの国】で、騙だまし合い、殺し合いのゲームで、マリアが無力であることを分かっていたのに。

　間違っていた。

　僕が言わなければいけなかったんだ。

『僕がマリアを護まもるよ』

　でも、すべては手遅れで、もう間に合わない。




　▼三日目〈Ｅ〉【星野一輝】の部屋

『【音おと無なし麻ま理り亜あ】は【暗殺】により絞こう殺さつされました』





・【音無麻理亜】、【暗殺】により死亡。









　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊GAME OVER＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊





・勝者



【大おお嶺みね醍だい哉や】（Player）

【革命家】、柳やなぎ悠ゆう里り、神かみ内うち昂こう大だい、音おと無なし麻ま理り亜あを【暗殺】により殺害、生存。


　※柳悠里、神内昂大、音無麻理亜の死亡により勝利条件が満たされました。






【星ほし野の一かず輝き】

【魔法使い】、生存。


　※見事生き延び、勝利条件を満たしました。







・敗者



【新しん藤どう色いろ葉は】

【騎士】、二日目に神内昂大に胸部をナイフで刺され、出血性ショック死。




【柳悠里】

【影武者】、一日目に大嶺醍哉の【暗殺】により死亡。




【神内昂大】

【王】、二日目に新藤色葉を直接殺害。同日、大嶺醍哉の【暗殺】により死亡。




【音無麻理亜】

【王子】、三日目に大嶺醍哉の【暗殺】により死亡。







[image: GAME START]







　▼一日目〈Ａ〉【星野一輝】の部屋

　コンクリート打ちっ放しの内壁の天井と裸電球が目に入って、僕は見慣れないその光景に飛び起きた。

「……何、この部屋？」

　どうして突然こんな場所に？

　混乱しそうになりながらも、僕はここに来るまでの記憶を振り返ってみる。

　確かに僕は二段ベッドの下で寝ていた。そしてそこから動いた記憶はない。移動した記憶も、誰かに会った記憶もない。




　僕は部屋を確認し、麻袋の中身を確認し、『おは・よう』と言って現れた緑色のクマ──ノイタンに、これが殺し合いのゲームだと説明を受ける。

　これは〝箱〟の仕業だ。

　だからここにはマリアがいる。




　▼一日目〈Ｂ〉大部屋

　景色はすぐに変わった。

　まず白い。まるで医者も看護師も患者もいない、できたての病院のように不自然な白さだ。

　僕は一番近くにいた、彼の姿を目にする。

「……醍哉」

「久しぶりだな、カズ」

　まるで夏休み明けに久々に教室で会ったかのように、失しつ踪そうしていた醍だい哉やはごく自然に挨あい拶さつした。

　僕がどう反応していいか分からずに戸惑っていることも関係なく、醍哉は言葉を続ける。

「感謝しろよカズ。俺が暴挙を止めてやったんだ」

「暴挙……？」

　醍哉は親指でくいっと、セミロングの女性を指す。

「あの女がお前を押し倒して、ナイフを突き付けて脅おどそうとしてたんだよ」

「え……！」

　目を見開いて、彼女を見る。あの緑のクマが殺し合いをするとは言っていたけど、もう始まるところだったってこと……？

「ちょっと大おお嶺みねくん。誤解されるような言い方しないでよ」

　女性が反論する。聞き覚えのある声だ。

「誤解？　何一つ間違ったことは言ってないだろうが」

「うるさい。君に悪意があんのは間違いないでしょうが。あたしはただ必要な措そ置ちだと思ってやっただけ」

　その声がよくマイク越しに聞く声だと思い当たる。そうだ、この人生徒会長だ。

「必要な措置、ねえ。いいけど、そんなことばかりしてると、余計な疑念を抱いだかせて自分を不利に追い込むぜ？　怯おびえてるなら素直に震えていればいいんだよ」

　醍だい哉やの言葉に、会長はわずかに驚いたようだった。

「……まあね。強がるのはあたしの悪い癖くせだね」

　こんな平然としているのに怯えてるって……ええと、冗談でしょ？

「怯えた様子を自然に表現するなら、ほら、お前にしがみついている女がいいお手本になるぜ？」

　会長の隣にいる黒髪の女性が、その言葉にかわいそうなぐらいビクリと肩を上げる。会長は「よしよし」とその子の髪を撫なでる。

　……本当に顔色、真っ白だ。まだ何も起こっていないのに、さすがに怯えすぎじゃないか？

　だけど──それがちょっとかわいいかもしれない。

　そんなことを思ってしまうこと自体不謹慎だと思うし、危機感が足りないのかもしれないけれど、小動物を見てるような保護欲がどうしても湧わいてしまう。

　こういうの、マリアにはない魅力だなあ。

「一かず輝き」

「──うげ！」

　そ、そうだ。マリアもここにいること、分かっていたはずなのに油断してた。

「なんだ、その奇き妙みような鳴き声は？」

「な、なんでもないよ、マリア」

　怪け訝げんそうに覗のぞき込むマリアの視線から顔を逸そらして逃げる。

「まあいいが……この状況が分かっているのか？　こんな異常事態でそこまで緊張感がないとは……」

「ご、ごめん」

「女にうつつを抜かしてる場合じゃないんだぞ」

「…………」

　やっぱり黒髪さんにちょっと見とれてたことばれてたし。

　僕が無言で顔を逸らしたままでいると、マリアはローファーを脱いで、底を僕の顔面に押し付けた。痛いし汚いです。

　靴底を押し付けたまま、マリアは小さく耳打ちする。

「これが〝箱〟の仕業だと、分かっているだろう……？」

　……ああ、そうだ。

　こんな状況、〝箱〟でなくちゃあり得ない。ということは、これは醍だい哉やの仕業だ。

　それなのに、まるで自分はこんな〝箱〟なんて知らないような態度をしている。

「うっす。……お、美少女が三人もいるし、ラッキー！」

　椅い子すの数と同じ、六人目が来た。

　これでノイタンが言う『殺し合う』相手、全員が揃そろった。

　展開をどこか把握しきれないまま、最後に来た茶ちや髪ぱつの男子生徒の提案で、自己紹介をすることになった。

　茶髪の彼は、神かみ内うち昂こう大だい。ナイフを突き付けようとしていたらしい女性は、生徒会長の新しん藤どう色いろ葉は。そして黒髪女性は──




「──柳悠里です」




　その名前を聞いただけで僕の思考は止まる。

「…………え？　えと、わ、私変なこと言いました？」

「な、何でもないよ。その、知り合いに同じ苗字の人がいるから」

　必死に手を振っている僕に、彼女は不思議そうに尋ねる。

「知り合いって？」

「え、ええと……」

　その人のことを思い出そうとして──

「────あ」

　不意に、脳のう裏りに蘇よみがえる。それは、食堂での醍哉の言葉。

『何かを求め続けたいから。ふん、百歩譲ゆずってその主張を認めてやったとしても、別の疑問が湧わく。お前はどうしてそうなった？』

　そうか。あのとき靄もやが掛かっていた誰かは──

「…………中学時代の同級生だよ」

『柳やなぎ奈な々な』

　彼女の名前を思い出してしまった僕は、必死に頭を振る。だって思い出したくなかった。忘れたままでいたかった。

　僕が初恋をした『柳さん』の存在なんて。

「同級生さんですか？　じゃあ、ちょっと私に親近感を持ってもらえるのかな？」

　柳──だと紛まぎらわしいから悠里さん──が、小首をかしげてそんなことを言う。

「え？　あ、う、うん……。早く仲良くなれればいいよね」

「はい」

　悠ゆう里りさんは魅力的に微ほほ笑えむ。……やっぱりかわいらしいなあ。

「何を浮かれているんだ、一かず輝き」

　肩を上げて振り向くと、マリアが僕をジト目で眺ながめていた。

「べ、別に浮かれているわけじゃ」

「いや浮かれている。美人と話せて楽しいという面つらをしている。なんというしまりのない顔だ」

「自分だって美人じゃん」

「…………なんだそのおべっかは。そんな手には引っかかると思うな」

　僕らがそんなやり取りをしていると、悠里さんが間に入ってきた。

「あ、あの……私は美人なんかじゃないです、よ……？」

「そんなことないって。すごいきれいだと思うよ？」

「わ、わ……」

　悠里さんは真っ赤になる。その反応の意味が分からず顔をじっと見つめていると、後頭部に突然の衝撃。

「い、痛ッ！」

　振り返ると、神かみ内うちくんが自分の拳こぶしを見つめていた。

「？？？」

「いや、無自覚なのかもしれないっすけど、すげえむかついたんでつい。サーセン」

　僕がわけの分からないまま頭を押さえていると、マリアが溜ため息いきを吐ついた。

「まったく、天然女たらしのせいで緊張感がなくなる」

「……ひどい」

「まあいい。こんな空気の方が言いやすい。本題に入る」

　そう言ってマリアは、醍だい哉やを睨にらみ付けた。




「一体これはどういうつもりだ、大嶺醍哉？」




　それで、どこか和やかだった空気は霧散した。

　名指しされた醍哉に全員の視線が集まる。その疑念を前にして、醍哉は動どう揺ようする様を見せるどころか、不敵に笑えみを浮かべる。

「…………え？」

　事態についていけていないらしい悠里さんが、思わず声を漏もらした。

「これって……大おお嶺みねさんの仕業なん、ですか……？」

「荒こう唐とう無む稽けいに聞こえるかもしれないが、信じてもらえるか？」

　マリアの言葉に、悠里さんはまだ目をぱちくりさせている。そんな彼女の代わりに会長が口を開く。

「あ～……音おと無なしさん、悪いけど信じてるか信じないかは、あたしたち自身が決めることだよ。『信じて』と押し付けられても困る」

「その通りだな。だが言う必要はある。信じろと前置きをする必要がある話題なのだ」

　会長は唇くちびるを尖とがらせて、「なるほど」と頷うなずく。

「そうだな、まず〝箱〟がどういうものか、ということから説明を始めるか。さて、〝箱〟というのはだな──」




　そんな前置きをして、マリアは〝箱〟の説明を始めた。

〝箱〟が〝願い〟を叶かなえる存在であること。それによってこの状況に巻き込まれたということ。自分たち三人は、〝箱〟を知ってること。そしてこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟が大おお嶺みね醍だい哉やであるということ。

　全員、真剣にその話を聞いてくれた。




「……無茶苦茶な話だね」

　話を聞いている間ずっとそうしていたように、会長は顔をしかめている。

「ただ、その〝箱〟っていうのは無茶苦茶だけど、今あたしたちが置かれている状況も十分無茶苦茶なんだよね。そんなものがあってもおかしくはないと思ってしまうほど」

「じゃあ、信じてもらえるの？」

　僕の問いかけに、会長は癖くせなのか、また唇を尖らせて言う。

「……いや、あってもおかしくないってだけ。だって無茶苦茶だから無茶苦茶な理由でいいっていうんなら、あたしもいくらでも思い付くよ？」

「そっか……」

　落胆する僕に、会長は頭を搔かいて続ける。

「……でもまあ、本当に騙だまそうとしてるんなら、もっと現実的な噓うそを吐つくとは思うんだよね。あたしたちの質問に対してもよどみなく答えてるし、疑われるようなことをわざわざ言ったと考えると……う～ん、五分五分ってところかな。……ねえ、君はどう思う、神かみ内うちくん？」

「俺はちょっと信用できないすね」

　神内くんははっきりと否定する。

「内容がどうこうっていうより、三人が連つるんでいる感じがちょっと怪あやしく感じちゃうんすよ。だってその三人元々知り合いじゃないすか」

「で、でも僕らが口裏を合わせる暇なんてなかったよ……？」

　おずおずと反論する。

「そうっすけどね。でも、前から知り合いなんすから、何となくまりっちに合わせられたんじゃないっすか？　あと、最悪三人とも黒幕ってことも考えられますよね？」

「そんな！」

「星ほし野のセンパイ、そんなムキにならないでくださいよ？　俺が言いたいのは、初めから連つるんでる三人の意見は、そう簡単に信用しちゃいけないってことですよ」

　神かみ内うちくんの言葉に、会長は「一理あるね」と同意する。

「悠ゆう里りはどう？」

「…………あの、ごめんなさい、その……私は〝箱〟なんて存在が、どうしても信じられないです。ごめんなさい」

　躊躇ためらいがちに言うのは、自分の主張に自信がないのではなく、否定的な意見をすることに慣れていないからだろう。

「お、悠里ちゃん、俺と仲良くなりたいがために、意見を寄せたね！」

「え……？　ち、違います……」

「うひひ、ただの冗談に真っ赤になっちゃってかわいい」

　ますます赤面する悠里さんをかばうように、会長は口を挟はさむ。

「はいはい、悠里にちょっかいださない」

「会長、自分が口く説どかれないからって、悠里ちゃんに嫉しつ妬とですか？」

「あたしは君みたいな人に口説かれてもカウントしないし」

「おわっ、ひどいっすね。俺、これでも結構ファン多いんすよ」

　会長はもう相手にしないとばかりに溜ため息いきを吐ついて、話題を戻す。

「とりあえず、その〝箱〟については保留ってことでいいね？　悠里と神内くんも、安易にあり得ないって断じないで、頭の片隅に〝箱〟の話を置くこと。そうすればそのうち、少しは客観的に、信じるべきかそうでないか判断できるようになるはずだから」

　会長の言葉に、二人ふたりは素直に頷うなずく。

　マリアは「まあ無難な結果だ」と、言葉とは裏腹の不満げな仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

　……まあ、僕も似たような思いだ。〝箱〟を信じてもらえないのは、やっぱり不満ではあるけど、反面仕方ないとも思う。

「……会長、どうすれば今の話を信じてもらえるように……？」

　こわごわ尋ねると、会長はすぐに返答する。

「自分たちが信頼に足る人物だって行動で示すことだね。そうすれば、〝箱〟そのものを信じられなくても、事態を解決するためにこう動くべきだって助言には従うはずだよ」

　でもそれは、言葉では簡単に聞こえるけど、すごく難しい。

「あの、具体的にどんなことをすれば──」

　言いかけた言葉は遮さえぎられる。

『やアやあやあ・ナにか・不ふ穏おんな・話をしテいるようだね・でモ・そんなノが・ぶっ飛ぶクらい・の・現実を・教えてあゲるよ』




『それジゃあ・全員の・健闘ヲ・祈ルよ・全員・ミイラ化・なんテ・そんなつマらない・終わり方だケは・ヤめてね』

【王降ろしの国】のルールを話し終えたノイタンが消える。

「ねえ、音おと無なしさん」

　そのあまりにもひどい内容に、会長の様子は少し変わっていた。

「君の話が本当なら、【王降ろしの国】をクリアすること以外に、あたしたちが生き延びる方法はあるんだよね？」

「ああ」

　マリアの力強い断言を、会長はより深刻に受け止めている。

　──もしかして、意外と早めに信じてもらえる流れになるかもしれない。

　だって会長は──いや他のみんなも、殺し合いのゲームなんてまともにやりたくはない。下へ手たに迷い続けて制限時間が迫れば、誰かが耐えきれなくなる。そして、ゲームを始めてしまう。その前に手を打ちたい。

　だから、別の解決策が示されていれば、それにすがりたくなる。

「具体的に教えてやろうか？」

　そしてマリアは、その解決策を示すことができる。

「……試しに聞くよ。どうすればいい？」

「大おお嶺みねの〝箱〟を取り出せば、私たちは解放される」

　その言葉で一斉に醍だい哉やに視線が集まる。みんなの態度に、醍哉は「ちっ」と聞こえるように舌打ちした。

「ね、大嶺くん、君は音無さんにこんなこと言われて、何も反論しないの？」

　会長の言葉に反発するみたいに、醍哉はそっぽを向いて黙だまる。

「……実際、大嶺センパイが怪あやしいことには異論ないっすね、俺」

　業を煮やしたのか、神かみ内うちくんがわずかに冷たい声でそんなことを言った。そしてそのまま振り返って、悠ゆう里りさんに笑いかける。

「悠里ちゃんも同じ意見っすよね、もちろん」

「へっ!?」

　いきなり振られて、悠里さんは目を大きくする。

「そ、その……そんなことは…………」

　と、言葉を濁にごすけれど、ちらちらと醍哉を窺うかがうその様子を見る限り、どうやら神内くんと同じ意見のようだ。

　完全に場の空気は、醍哉を糾きゆう弾だんするものになっている。

「はあ……」

　そんな状況に対して、醍だい哉やは深い溜ため息いきを吐ついた。

「簡単に踊らされるバカばかり」

　だけど、そんな毒にも、場の空気は変わらない。

「人をバカ呼ばわりする前に、なにか反論すれば？」

　会長は冷静に言葉を返す。醍哉は呆あきれかえったように冷笑する。

「……何？　その不快な笑い？」

「平気で誰かの言葉を信じてしまう──そんなんじゃ、簡単にお前らを全滅させられると思っただけだ。これでお前ら全員成績上位者？　噓うそだろ？」

「煙けむに巻くのはいいから、早く反論してよ」

「悪いが【密談】が終わってからだ」

「はあ？　何甘えたこと言ってるの？　いい弁解を思い付くまで時間をくれってことじゃないのそれ？」

「どういうスタンスでやるべきか決めかねているんだよ。それには相談する相手がいるってことだ」

「いいけど、君は今圧倒的に怪あやしいよ、いいの？」

　醍哉はその言葉には何も言わなかった。




　▼一日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

『あなたの【役職】は【革命家】です』




　しばらくその文字を見て、立ちすくんでいた。

「…………え？」

　僕が【革命家】？　間違いなく最も危険な【役職】の、【革命家】……？

【王降ろしの国】が始まったら、間違いなく僕が真っ先に狙ねらわれるだろう。どう考えたって、単独で人を殺せる【革命家】は危険だからだ。

　……いや、逆に考えよう。

　僕が【革命家】だってことは、【暗殺】されることがないってことだ。そう考えると、意外と安全かもしれない。

　それだけじゃない。僕が最も【王降ろしの国】を始める可能性の高い【革命家】であることで、ゲーム開始を抑止することもできる。

　だから、むしろ安全になったと考えるべきだ、うん。

　言い聞かせて、僕は深く息を吐いて、高鳴っていた心臓を落ち着けようとする。

『やアやあやあ・カズキさん・【密談】の時間ダよ』

「ひ！」

　相変わらず心臓に悪いタイミングであらわれるマスコットだ。タイミングを見計らってるに違いない。

　僕はノイタンに【密談】について説明を聞き、当然のようにマリアを選ぶ。
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「……醍だい哉やが僕を選んでいる？」

　ということは、醍哉が相談したいと言っていた相手は僕だってこと？

　…………とにかく、その前にマリアと相談だ。




　▼一日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【音無麻理亜】の部屋

「意外と運が良かったかもしれんな」

　マリアはいきなりそんなことを言った。

「……何のこと？」

「〝箱〟の話ができたことだ」

「……え？〝箱〟の話ができない状況なんてあるの？」

「ある。ゲームの説明の後に言ったとしたら、ゲームに勝つために煙けむに巻いていると、どうしても思われてしまう。まだまともに〝箱〟のことを考慮してもらえる状況だから言えたのだ」

　確かにそうかもしれない。

「おかげで勝機が生まれた。時間が迫れば、皆結局唯一の解決策を持つ私たちを信じるしかない。大おお嶺みねはさっきのように抵抗するだろうが、なにせあいつの性格だ、信じてはもらえまい」

　それは確かにそうだと思う。僕らと醍哉、どちらが正しいか選ばなければいけなくなったとしたら、悪いけど醍哉は支持されないだろう。

「……マリア」

「なんだ？」

「本当に醍哉は、この〝箱〟の〝所有者〟なの？」

　マリアは眉まゆをしかめる。

「状況的に考えて、それ以外あり得ないだろう？」

「だって、会長の行動を止めたことで、場が荒れるのを醍だい哉やは防いだとも言えるよ？　おかげで会長たちが〝箱〟の話を真しん摯しに聞く土壌を作っちゃった。もし醍哉が【王降ろしの国】を始めるつもりだったら、そんなことしたかな？」

「……確かにそうだが。まあ、そこまで考えていなかったのではないか？　あるいは、そう私たちに思わせ油断させている、とか」

「うーん」

「引っかかるのは勝手だが、私たちは大おお嶺みねが〝所有者〟だと知っている。これ以上の証拠はあるか？」

「……そうだよね」

「納得できたところで整理しよう。やるべきは大嶺から〝箱〟を取り出すこと。そのためにあいつを説得しなければならない。だが簡単に説得に応じるわけがない」

　僕は神しん妙みように頷うなずく。そう、ここからが本番だ。

「大嶺を説得するための時間を作る必要がある。時間を確保するためには、間違っても【王降ろしの国】を始めさせないよう状況を整えなければならない」

「どうすればいいの？」

「新しん藤どうも言っていたが、信頼関係を築くことだ。そのためにも、実際に殺す能力を持つ者、特に【革命家】が名乗り出てくれればいいのだが……」

「あ、【革命家】は僕だよ」

「本当か!!」

「う、うん」

　マリアの迫力に思わずたじろぎながらも答える。

「これは大きい。疑ぎ心しん暗あん鬼きになった【革命家】が、過ちを犯す可能性がないということだからな。それに、状況を見てカミングアウトすれば、これ以上ない信頼を勝ち取れる」

　……やっぱり僕が【革命家】だったことは良かったんだ。

「ちなみにマリアの【役職】は？」

「私は【影武者】だ」

「……そっか」

　一応ゲーム上は敵同士なんだ……。

「勝機はかなりありそうだ。後は……そうだな、大嶺が暗あん躍やくして誰かと共きよう謀ぼうし、【魔法】を使わせないかだけが気掛かりだが……」

「醍哉と【密談】するから、そのとき色々聞いてみるよ。……ええと、できれば、【王降ろしの国】を始めさせないように釘くぎを刺せばいいんだよね？」

「……そうだな。だが、くれぐれも気を付けろよ。間違っても自分が【革命家】であることは勘付かれるな」




　▼一日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

「俺はこんな不愉快な【王降ろしの国】なんてゲームをやるつもりはない」

　僕の部屋にやってきた醍だい哉やの第一声はそれだった。

「何を目を丸くしてる？」

「だ、だって──」

　他でもない〝所有者〟であるはずの醍哉が、【王降ろしの国】をやりたくないだなんて、そんなことあり得るの？

「そんなことを思っているはずがないって顔だな」

　言い当てられて、僕は押し黙だまる。

「疑問の答えは簡単だ。俺はこんなくそったれな〝箱〟の〝所有者〟なんかじゃないってことだ。殺し合いのゲームをさせるだけの〝箱〟？　くく……なんだその生産性のなさは？　存在意義がないな」

「……それは、僕も同じ意見だけど……」

「じゃあお前が〝箱〟を生み出したのが俺だと主張するのは、遠回しに俺を侮ぶ辱じよくしてるってことだな？」

「いや、その……」

　つまり醍哉はこう言いたいわけか？

　醍哉は〝所有者〟であることに違いない。だけどこの【王降ろしの国】をさせるこの〝箱〟は、自分のものではない。

　この〝箱〟の〝所有者〟は別に存在する。

「それにしてもこの〝箱〟は何だ？　まるで干渉できる気配がない。綻ほころびが見当たらないということは、使いこなしているってことか」

「え……？」

　なんで醍哉が、そんなマリアみたいな発言を……？

「おいおい、何を驚いてる。考えてもみろ。音おと無なしが〝箱〟を察知したり、干渉できたり、〝Ｏ〟のことを知っていたりするのは〝所有者〟だからだろ？　俺ももう〝所有者〟なんだから、同じ力を持っていてもおかしくない」

「それは、確かに……」

「なんだその面つらは？　むしろ俺からすれば、完全に忘れてしまうはずの〝Ｏ〟のことを知っているお前の方が異常なんだぜ？」

「……そんなこと──」

「ない、わけがない。俺たちは〝所有者〟であり、その特異性を意識的に利用しているから、こういうことが可能なわけだ。だが、お前は〝所有者〟じゃないんだろ？」

　そう言われても、僕は何とも言えない。

「……そもそもなんなの、その特異性って？」

　僕の質問に、醍だい哉やは腕を組んで考えながら答える。

「……これはあくまで俺の感覚だが、〝箱〟を持ったその時点で、その人間は人間でなくなる。〝箱〟によって人間の限界を超えてしまうからだ。限界という枠が外れることで、〝所有者〟は日常から外れる。それが〝所有者〟の特異点だ」

　まったく意味が分からず顔をしかめている僕に、醍哉は補足する。

「本来の立ち位置から外れたことで、今まで見えなかったものが『視みえる』ようになるんだよ。〝箱〟の存在も、〝Ｏ〟の存在も、視覚的に見えるようになるという意味じゃなく、ただ、気付くようになる。今まで何度も近くを通っていたのに気付かなかった美容院の存在を、髪を切ろうとしたときに、初めて見つけられるみたいに」

　……それで伝わると思ってるのか、醍哉は。

「で、お前はどうして〝Ｏ〟が『視える』？」

「そんなこと分からないよ」

　少し投げやりに答える。

「……なあカズ、お前は突き返しはしたものの、〝箱〟に一度触れたらしいな」

　きちんと答えるのも癪しやくで、小さく頷うなずく。

「それでお前は、〝願い〟を叶かなえてくれる〝箱〟なんてデタラメがあることを実感してしまった。限界がないことを知ってしまった。その時点で、お前はわずかに外れてしまったっていうのはどうだ？」

「どうだ、って……。……それじゃあ、〝所有者〟だった人は全員戻れないってことになるんじゃないの？　でも茂も木ぎさんはもう、〝Ｏ〟のことを覚えていないよ」

「ああ、そうだろうな。茂木も、それから浅あさ海みも、そういう意味では幸運だったんだよ。〝箱〟を特別なものだと認識していた。〝箱〟の本質に気付いていなかった。だから元に戻れたし、〝箱〟を使いこなせなかった」

　醍哉は僕を見み据すえる。

「だが、お前は使いこなせるんだろう。だから、〝箱〟に触れただけでこうなった」

「使いこなせないよ。だって僕は、普通だ」

「いいや、お前は普通じゃない。前にも言ったが浮遊している。この日常から」

「違う」

「違わない。それどころかお前の異常は、〝箱〟に触れる以前からのものだ。お前は初めから本質的に、俺たち〝所有者〟に近い存在なんだよ。いや……〝所有者〟というより〝Ｏ〟に近いのかもしれない」

「──やめてよ!!」

　僕は叫さけぶ。あんな気持ち悪い存在に近いだなんて、絶対に受け入れない。

　醍だい哉やは叫んだ僕を見ていた。しばらくして嘆たん息そくする。

「そうだな、今はこんな話、どうでもいいな。俺はこの〝箱〟の〝所有者〟でないことを、お前に信じさせればいいんだったな」

「……もう、信じられるとは思えない」

「ま、そうやって決めつけるなよ。そうだな……俺自身が【王降ろしの国】の機能を停止させたとしたら信じる気にならないか？」

「……どういうこと？」

「【王降ろしの国】が『殺し合い』『騙だまし合い』をするためのものならば、それをさせないように仕向ければいい。そうすればゲームの機能は失われる」

　……一応、【王降ろしの国】を始めたくない僕らの目的と、一致する……のか？

「この〝箱〟の〝所有者〟が、ゲーム機能の停止を望むと思うか？」

「望まないと思うけど……。ええと、ちょっと待ってよ。醍哉は【王降ろしの国】を止める具体案を思い付いてるってこと？」

「ああ」

　そして醍哉は言い放つ。




「【革命家】を見つけ出す」




「────」

　思わず息を吞のんでいた。

　動どう揺ようが顔に出そうになるのをかろうじて堪こらえる。危ない。もう少しで僕が【革命家】だってバレるところだった。

「どうして【革命家】を見つければ止められるの？」

　何とか自然に質問することができた。醍哉は僕の態度にいぶかしむ様子もなく、答える。

「【暗殺】さえさせなければゲームが始まることはないからだ。【革命家】を見つけ出し、そいつが【暗殺】をできないように脅おどせば、もう目的は達成する」

『脅す』という単語に内心びくつきながらも、平然を装って尋ねる。

「できないようにするって、どうやって……？」

「いくらだって手段はあるだろ？　例えば誰かを殺したら【革命家】であることを公表すると言うとかな。公表されたらもう【革命家】に勝機はない。意味なく誰かを殺すバカはいない」

「でも仮に、【革命家】を見つけ出せば【暗殺】は防げるとしても、【魔法】はどうなの……？　それで死者が出て、ゲームが始まる可能性は？」

「その心配はない」

　醍だい哉やははっきりと断言する。

「どうして？」

「【魔法使い】は俺だからだ」

　……え？　こんなにあっさり僕に【役職】を言ってしまっていいのか？

「ほ、本当に……？　そうやって僕を騙だましてるんじゃなく？」

「ここで俺が【魔法使い】と噓うそを吐つくことで、【王降ろしの国】のゲーム上でメリットがあると思うか？」

「それは──」

　少し考えてみるが、何も思い付かない。

「俺はこの無価値な〝箱〟から抜け出したい。そのためにはお前と音おと無なしと三人で連つるむ必要性があるんだよ。だから【役職】ぐらい言ってやる」

「……よかったの？　僕らは、敵対する【役職】かもしれないのに……」

「〝箱〟を壊せば解決できることを知るお前らに、ゲームの【役職】なんて関係あるのか？」

　……確かにそうかもしれない。

「お前らには、この〝箱〟の〝所有者〟が俺でないと気付いてもらえればいいんだよ。……で、それを踏ふまえてもらった上で聞くが──」

　醍哉はさりげなく、僕に尋ねた。

「──お前、【革命家】だろ」




　その時したリアクションのせいで、すっかり僕の【役職】は醍哉にばれてしまった。そもそもどうやら『【革命家】を見つけ出す』と醍哉が言ったときの反応で、もうほとんど確信を抱いだいていたらしい。

　そうして僕は、大おお嶺みね醍哉の支配下に置かれた。

　でも……仕方ないと思う。僕じゃなくてもこの人に【役職】を隠し通すなんて、きっと無理だ。




　▼一日目〈Ｄ〉大部屋

　醍哉が【王降ろしの国】の機能を停止したいという言葉は、本心なのかもしれない。

「もしお前らが殺し合う気がないのだとしたら、全員【役職】を公表すべきだ」

　だってこんな提案をしたのだ。今の時点で【役職】をカミングアウトするのだとしたら、噓は吐つけない。しかも醍だい哉やが公表する【役職】は、殺す能力を持つ【魔法使い】だ。

「……それが星ほし野のくんと相談して出した結論？」

　しばらく続いていていた沈ちん黙もくを破ったのは、やはり会長だった。

「そうだ。俺はこのゲームに乗る気はない」

「それは結構だけどね。あたしはどうかと思うよ？　例えばだけど──」

「言っておくが、この提案に従わなければ、俺はそいつを【王降ろしの国】に参加する意志がある者と見なす」

「勝手なこと言わないでよ」

「勝手？　俺がどう判断するかは、俺自身にしか決められないことだと思うが？」

　醍哉の言葉に会長は顔をしかめる。

「で、でも色いろ葉は。私も実は同じ事提案しようと思ってたよ？」

「……まあ、そのことは【密談】のときに薄々分かってたけどね」

　会長は周りを一度見回して、問いかける。

「君たちはそれでいいの？　異論あるなら言って」

　声は上がらない。醍哉の提案だということで神かみ内うちくんが反論するかとも思ったが、悠ゆう里りさんが賛成しているからか、何も言わなかった。

「はあ……マジかよ。まあ、あたし一人ひとりが反対して歩調を乱すわけにもいかないか……」

「じゃあ公表ということでいいな？」

「はいはい」

　会長が諦あきらめると、醍哉は麻袋に入っていたメモ用紙を僕らに一枚ずつ配る。

「それに【役職】を書け。ボールペンは一本しかないから順番だ。不正ができないよう、見えないように書けよ。書き終わったらメモ用紙は伏せていろ。そして俺の合図で一斉に開け」

　初めに醍哉が書き、後は指示に従ってマリア、次は僕、会長、悠里さん、神内くんと書く。テーブルの上に、裏返しにした六つのメモ用紙が用意された。

「それじゃあ、開け」

　全員、メモ用紙を返す。僕はそこに書かれたそれぞれの【役職】を読む。

　マリアは、『影武者』

　会長は、『王』

　悠里さんは、『王子』

　神内くんは、『騎士』

　そして醍哉は──何か策を弄ろうしてくるかもしれないと思ったけれど、宣言通り『魔法使い』だった。

「……【革命家】は星野くんか。……はあ、少し安心した。神内くんあたりだったら、どうしようかと」

「ちょっと会長、なんすかその物言い！」

「ああ、うん。そのまんまの意味だけど？」

　神かみ内うちくんは、「うへえ」と苦笑い。

「どうだ会長様よ、割とアンタが安心できる結果だったんじゃないか？」

「……まあね。星ほし野のくんが実はとてつもなく腹黒いってオチがなければ安心かな？」

「……何だよそれ」

　僕が唇くちびるを尖とがらせているのを醍だい哉やは無視して続ける。

「それからもう一つ提案がある。それぞれに配布されていたナイフを回収させてもらう。これで暴力を完全に防げるわけではないが、しないより遥はるかにマシだろ」

「まさか大おお嶺みねセンパイがナイフ独占とかないっすよね？　だとしたら反対っすよ？　俺たちの力を奪っておいて、センパイだけ力を持つとか余計危険なんで」

「ふん、俺以外の誰かの部屋に集めればいいだろ？」

　会長が口を挟はさむ。

「妥だ当とうなところで悠ゆう里りか星野くんの部屋じゃないの？　ま、どっちでもいいから、二人ふたりで決めてよ」

「え？」「え？」

　突然指名された僕らは、同時に声を上げて、お互い顔を合わせる。

「あ、星野さんどうぞ？」「あ、いいよ、悠里さんどうぞ？」「私はいいですよ……」「僕もいいよ」「私は星野さんならナイフをきちんと保管してくれると思いますので……」「僕も悠里さんなら安心だから」「でも」「ただ預かるだけだよ？」「それは星野さんも同じで──」

「はいはいもう悠里で決定ね」

　手を叩たたいて僕らの会話を止め、会長が勝手に決める。

「い、色いろ葉はぁ」

「うるさいもう決まり！　ナイフは各自、明日あしたの〈Ｂ〉の時間に持ってくること。それを悠里が回収。それでいいね？　で、大嶺くんはこれでもう満足した？」

「まだだ」

　醍哉の言葉に、会長は溜ため息いきを吐つく。

「はいはい皇帝様、次は何でしょう？」

　会長の皮肉をまるで無視して、醍哉は続ける。

「これで【王降ろしの国】の機能は一時停止した。だが、俺たちの目的は停止させることではなく抜け出すこと。今俺がしたのは結局、暫ざん定てい的な取り決めに過ぎない。事情が変われば通用しなくなる」

「まあ、そうだろうね。で、どうするの？　君は何か重要な事柄でも知ってるわけ？」

「俺はこのゲームを抜け出す方法を知っている」

　その返しに、会長だけでなく僕ら全員固まる。

　……醍だい哉や、まさか──

「〝箱〟を潰せばいい」

　その、まさかだった。醍哉が、会長たちの前で〝箱〟の存在を認めた。

　自分が最大の容疑者である状況下で。

「音おと無なし麻ま理り亜あが言った〝箱〟は、確かにある。それが信じられないのならば、〝箱〟というものを、俺たちをこういう状況に追いやったものの比ひ喩ゆだと思えばいい。とにかく目的を遂げるにはその〝箱〟を潰つぶせばいい。その〝箱〟の持ち主、〝所有者〟を殺せば〝箱〟は潰せる」

「でも、音無さんは君がその〝所有者〟だ、みたいなことを言ってたよね？」

「…………その見解は、一旦撤てつ回かいする」

　二人ふたりのやり取りに、顔をしかめたマリアが口を挟はさむ。

「大おお嶺みねが一番の容疑者であることは変わらない。だが、決めつけるには早いと結論を下した。さっきの【密談】でそう感じたし、大嶺が提示した案は紛まぎれもなく殺し合いを抑止するものだ。……だから私は、大嶺が〝所有者〟であると確信できない」

　思わぬマリアのアシストに、会長は困惑を隠せずに頭を抱える。

　僕もマリアも、醍哉がどこまで真実を言っているのかは分からない。醍哉が僕らをどうしたいのかも分からない。

　ただそれでも、【王降ろしの国】が〝箱〟の仕業だってことは、間違えようのない真実だ。

　それをみんなが信じてくれさえすれば、【王降ろしの国】はきっと始まらない。そうすれば結束して、解決に向かうことが──




「勘弁してくださいよ」




　僕の楽観思考は、強制的に止められる。

　全員の視線が、言葉を発した神かみ内うちくんに集まった。

「何を真ま面じ目めに考えちゃってるんすか、会長。こんなん考える必要ないっすよ」

「……どうしてよ」

　会長の問いに、神内くんは小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮かべて、言い放つ。

「だって──三人はもう、完全に連んでるじゃないすか」

　そして僕は──凍り付いた。

　彼の表情からはいつもの軽薄さが消えている。その表情は冷酷さを秘めた無表情。

「これはただの罠わなです。俺らは当然、どんな人間が〝所有者〟かって分かってないっすよね？　だから、〝所有者〟捜さがしをするにしたら、全面的に三人の言い分を信じて、その言い分に基づいて捜すしかないつーことです。これ、どういうことか分かります？」

　神かみ内うちくんは薄ら笑いを浮かべて言う。

「こいつらは──殺すべき〝所有者〟を仕立て上げることができるんです」

　何を──

　何を彼は言っているんだ……？

「僕らは、〝所有者〟を殺すつもりなんか──」

「────黙れよ」

　一言。

　それだけでとてつもない衝撃。

　一いつ瞬しゆんで思い知らされる。この人は──違う。僕が知らない世界に生きている人だ。そして彼の世界には──暴力が存在する。

　誰も、口を開くことができない。

　その長い沈ちん黙もくを破ったのは、神内くんの深く長い息を吐く音だった。すーはーすーはー、と何回か息を吐いた彼の表情は、いつもの軽薄な表情。

　だけどもう、その表情を以前と同じように受け止めることはできない。

「悠里ちゃんも〝箱〟なんて信じられないっすよね？」

　悠ゆう里りさんの息を吞のむ音が聞こえた。

　これは同調の強要。彼は否定する意見を許さない。

「…………私は、その……」

　ここで悠里さんを頷うなずかせる。そうすることで、僕らを排除するための偽物の正当性をでっち上げる。

　それが彼の狙ねらい。

　だから悠里さんが同調してしまえば、終わり。

　でも無理だ。気弱そうな彼女に、今の彼をはねのけることなんてできるわけがない。

　涙目の悠里さんは、一瞬だけ僕を見て視線を逸そらす。

　そして、唇くちびるを震わせながら呟つぶやく。

「…………はい、信じられません」

　ああ、終わった。

　そう思った。だけど──

「…………でも、」

　彼女の言葉は続いた。

「少なくとも星ほし野のさんは、信頼できるように思えます。だから私は、私たちを罠わなに嵌はめようとしているだなんて……受け入れない、です」

　受け入れない。

　彼女ははっきりと言った。震えながら、恐れながら、でもそれでも神内くんの意見をはねのけ、僕を擁よう護ごした。

　悠ゆう里りさんは勇気を振り絞った反動か、その場にしゃがみ込んで、胸の前で手を重ね荒い息を吐く。

　反論されると思っていなかったのか、神かみ内うちくんは目を丸くしてそんな彼女を眺ながめていた。そして僕に鋭い視線を向ける。まるで審判を下される罪人のような気分で、唾つばを吞のみ込む。

「ま、星ほし野のセンパイが善良そうだってのは認めますよ、俺も」

　そしてようやく、その表情から敵意が消える。

　……乗り切った……？

　悠里さんは顔を上げて、僕を見る。固まっていた表情を緩ゆるませ微ほほ笑えむ。

　そうして僕らは、悠里さんの勇気のおかげで解決の望みを残すことができた。




　醍だい哉や、会長、神内くん、マリアが自室に戻った。続いて扉をまたごうとしたそのときに、僕は悠里さんに手を摑つかまれた。

「どうしたの？」

　言った直後に気が付いた。──彼女の手は震えている。

「……怖かった、です」

　顔を上げずに呟つぶやく。

「あの人……すごく怖かったです」

「うん……。その……悠里さんのおかげで助かったよ。ありがとう」

　気を緩ませようと微笑んでも、悠里さんは怯おびえたままの表情を変えない。

「【密談】」

「……え？」

「次のあの人との【密談】が……怖いです」

　悠里さんの顔色は、初めに会ったときのように真っ白だった。

「だ、大丈夫だよ。だって神内くんは、悠里さんのことが気に入ってるみたいだから──」

「──だから怖いんです!!」

　顔を上げて、びっくりするぐらい大きな声を上げる。彼女は自分の上げた大声に、ばつが悪そうに再びうつむく。

「ご、ごめんなさい、取り乱しちゃって」

「う、うん……」

　どういうことだ？

【密談】、それは牢ろう獄ごくみたいなあの部屋で、二人ふたりきりになるということだ。神内くんは悠里さんのことを気に入っているから、殺したりするとは思えないけれど──

「あ……」

　気付いてしまう。

　悠ゆう里りさんが、何を恐れているのか。

　それを察したことに気付いたのか、悠里さんはぎゅっと僕を摑つかむ。

「…………本音ですよ？」

「え？」

「星ほし野のさんを信頼できると思っているのは、あの場で神かみ内うちさんを収めるためじゃなくて、本音です」

　震えはますますひどくなる。僕は心配になってうつむいているその顔を見る。

「怖いよ……怖いよう」

　悠里さんは泣いていた。

　どうしよう？　どうすればいいんだろう？

　考えても分かるはずなくて、僕はとりあえず震えているその手を握り返す。悠里さんは僕の手にさらに左手を重ねて、強く握りしめる。

「あ──」

　また。

　まただ。

　また僕は、思い出してしまう。

『柳やなぎ奈な々な』のことを、悠里さんの名前を聞いたときよりも鮮明に思い出してしまう。

　むしろどうしてここまできれいに忘れていたのか？　まだあれから二年も経たっていないのに、僕はここ最近、彼女の存在そのものを思い返すことがなかった。まるであんなことなんてなかったかのように、忘れてしまっていた。

　まさか、彼女を裏切ったあの直後から祈り続けた、『柳奈々を忘れたい』という願いが、叶かなっていたとでもいうのか？

　そう──日常に塗り潰されることで。

『それどころかお前の異常は、〝箱〟に触れる以前からのものだ』

　────関係ない。関係ないに決まってる。

「……ごめんなさい、星野さん、ごめんなさい……。これから勝手なことを言いますけど、許してください。私は勝手に星野さんを信頼しています。だから──」

　彼女は言う。柳さんは言う。

「だから──私を、裏切らないで」

　そうすがる悠里さんの泣き顔が……なぜか初恋の彼女に似ている気がした。

　そして、似ていると思った瞬しゆん間かんに、僕は口にしていた。

「裏切らないよ。もう僕は『柳さん』を裏切らないよ」




　▼一日目〈Ｅ〉【星野一輝】の部屋

　自室に戻った僕は、久々に彼女のことを思い出していた。




　柳やなぎ奈な々な。彼女は同級生で、初恋の人で、そして──僕の親友の恋人だった。

　彼女は同じ姓を持つ悠ゆう里りさんとは、まるで似ても似つかない人だった。一言で言えば、トラブルメーカー。休み時間に突然カミソリで自分の眉まゆ毛げを全部そり上げたり、消火器で教室をピンク色にしたり、その奇行を上げればきりがない。女子には陰で、『エキ子』（『エキ』の部分はエキセントリックの略だ）とあだ名を付けられていたぐらいだ。

　僕はそんな柳さんを怖いと思っていたし、はっきり言えば関わりたくないと思っていた。金きん髪ぱつで、他の不良でさえやっていないような時代錯さく誤ごの長いスカートを履いて、隠れてタバコを吸っている同級生に関わりたいと思う人なんて滅多にいないと思う。

　だけど、僕の身近にその滅多にいない人がいた。

　親友だった『生き島じま統とう司じ』だ。

　統司は好奇心旺おう盛せいな人間で、自分の知らないことに出会うと目を輝かせる人だった。エキセントリックな彼女の行動を、いつも彼は目を輝かせて見ていた。彼女に興味を抱いだくのは、統司にとっては自然だったのかもしれない。

　突っかかってくる統司を、柳さんは初め拒絶していた。だけど、本当は自分に構ってくれる人を彼女は求めていたのだろう。彼女は統司を受け入れ、恋人同士になった。

　そして恋人になってすぐに、彼女は本性を現した。

　それは──寂しがり屋の本性。

　柳さんは統司に依存した。その依存の度合いはひどいの一言だった。統司とひとときも離れようとしなかったし、近づく他の女子を威い嚇かくし、遠ざけた。統司が望んだので、金髪だった髪を黒にし、スカート丈を普通にし、タバコを庭に埋めた。

　柳さんにとって、統司はすべてだった。

　だから、すべてである彼の言葉や態度が自分の望まないものであると、それだけで耐えられない。何でもない言葉と態度で彼女はひどく傷付いた。それは時に、手首を切ってしまうほどに。

　その傷付いた彼女の話を聞いてあげられるのは、僕だけだった。

　僕に掛かってくる電話は、常に彼女の泣き声から始まった。休み時間によく、人目の付かない場所に連れていかれ、涙をこぼされた。

　初めはただ話を聞いてあげるだけだった。でも、次第に彼女はそれ以上の慰なぐさめを求めた。彼女は僕に頭を撫なでさせ、抱きしめさせ、添い寝をさせ、僕に頰ほおに流れる涙を舐なめさせた。統司への罪悪感を抱きながら、頰を舐め上げる僕の顔を見ると落ち着くのだと、そんな無茶苦茶なことを言っていたのを憶えてる。

　そう、僕もまた、依存されていたのだ。

　正直、しんどかった。振り回されるのが嫌いやで、彼女からの電話に出ないこともあった。

　僕でさえそれだ。統とう司じがしんどく思うのもまたすぐだった。

　何回もの別れ話の末に、ついに決定的な決別がやってきた。

　その日からずっと、毎日毎日、僕は彼女の相手をさせられた。他人の涙なんて、一生味わうことのない人が多いだろうに、僕はその塩味をすっかり飽きるほど舐なめた。それでも彼女が頼れるのは僕だけだって知っていて、だからこそ我慢していた。

　でも僕だって限界だった。ずっとイライラして胃を痛めた。食欲がなくなった。腹立たしかった。どうして僕が、自分の恋人でもない彼女を慰なぐめ続けなければいけないのだろう？

　だから僕は、ある日柳やなぎさんに言ってしまった。

「もう付き合いきれない」

　彼女は理解しなかった。

　僕は自分の意志を理解するために、言葉を徐々にきつくさせる。

　付き合いきれない迷惑だよ自分のことしか考えないのもいい加減にしてよ人の気持ちを考えないから統司に見切られるんだよもういやだもう付きまとうなエキ子のくせに──




　そして、彼女に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせたその日──柳さんと統司は失踪した。




　交際時の二人ふたりしか知らないクラスメイトは、逃避行だとか勝手なことを言っていたけれど、そんなのあり得ないと僕は分かっていた。

　じゃあ、どうして二人同時に消えたのか？

　そんなの決まっていた。僕の裏切りに絶望した柳さんが、統司を連れ出してしまったんだ。そして──戻れないようにしてしまったんだ。

　僕は自分を責めた。僕のせいだ。僕が彼女を支えきれなかったからだ。もう、依存する相手が僕しかいなかったのに突き放したせいだ。

　でも、罪悪感以上に心を占めたのは、空虚感だった。

　何もかもがまるで味気ない毎日。三日間嚙かみ続けたガムみたいに味のない毎日。足りなかった。世界には味が足りなかった。

　強烈な、あの塩味が、足りなかった。

　ひどいよ。あんな言葉だけで僕の前から消えるだなんて思わないじゃないか。まだ僕に依存し続けると思うじゃないか。僕に、僕に、あんな味を覚えさせて、それでそのままどこかに消えてしまうなんて無責任にもほどがある。

　どうして──統司だったんだ。

　僕なら、僕だったら、君に全部あげられたのに。もう、ほとんどあげていたのに。

　その時になって、自分の心の空洞に気付いてようやく……本当にようやく、分かった。

　──ああ……なんだ。

　僕は──柳やなぎ奈な々なが好きだったんだ。

　でも、そのことに今更気付いても、彼女はもういない。統とう司じを連れ去って、僕の心のほとんどを連れ去って、どこかに消えた。

　だけど、好きな人を裏切り、傷付け、追いつめ、殺しても、僕の日常は続いた。僕は生きているから、生き続けなければならない。彼女がもういない世界を日常にしなければいけない。

　そのために忘れよう。

　柳奈々のことを忘れよう。元々彼女は僕と接するような人じゃなかったんだ。エキセントリックな、非日常の象徴のような彼女を封じ込めよう。

　そうして僕は本当に、見事なまでに彼女を忘れた。




　そういえば、僕はいつから日常に固執するようになったんだっけ？




『【暗殺】したい相手を選んでください』

　モニターに、そんなメッセージと、僕を含めた六人の顔写真が表示されている。

　こんなの選ぶわけがない。

　僕にはこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟が分からない。何の意味もないかもしれないとさえ思う。

　ベッドに倒れ込む。

　でもこの〝箱〟に意味がないとして、だからどうしたというのだろう？　僕が戻る日常には、意味があったとでもいうんだろうか？

　ただ、ひたすらに、彼女を忘れるためだけの日常に。

「────」

　悠ゆう里りさんのことを思い浮かべる。

　誰かに指摘されなくても、『柳奈々』と『柳悠里』を重ねてしまっていることぐらい、自覚してる。

　もし悠里さんを裏切らずに助けられたら、僕は、『奈々』の呪じゆ縛ばくから逃れることができるんだろうか？

　分からない。分からない、けれど──

　悠里さんの顔を思い浮かべた、その瞬しゆん間かん、

　──乾いた口の中で、誰かの涙の味がする。




　▼六日目〈Ｂ〉大部屋

　事態は大して進展しないまま、六日目になってしまった。

　醍だい哉やの思惑通り、【役職】を明かし、しかもナイフを回収したことで【王降ろしの国】の機能は止まった。でも〝箱〟の件は、どんなに説明しても三人とも半信半疑で、僕らは〝所有者〟を特定できないままに留まっている。……制限時間はそろそろ近いのに。

　自室から大部屋へ。移動の際のワープのような現象にも、もうすっかり慣れてしまって何とも思わない。

　不自然なほどの白い部屋。

　──でも、まあ大丈夫か。僕が【革命家】で、醍哉が【魔法使い】であるうちは、【王降ろしの国】は始まらない。

「カズキさん」

　僕の姿を見つけた悠ゆう里りさんが、ニコリと微ほほ笑えんで僕の元に早歩きで寄ってくる。

「ん？　何かいいことでもあったの？」

　僕が言うと、悠里さんはそんな自覚がないのか「え？」と小さく呟つぶやいて、小首をかしげる。その様子を横目で見ていた色いろ葉はさんが茶々を入れる。

「悠里は、カズキくんと一日ぶりに会えてうれしいんだよ。すっかり懐なついちゃってるもんね」

　冗談だか本気だか分からないような口調。悠里さんの顔が真っ赤になる。

「い、色葉ぁ！　私が子犬かなにかみたいな言い方やめてよう」

　悠里さんが犬の尻しつ尾ぽをふりふりさせて、僕にすり寄ってくるのを想像する。

「ぷっ！」

　やばい、ぴったりすぎる！

「な、何でカズキさん今笑ったんですか!?」

　頰ほおを膨ふくらませる。……とりあえず笑ってごかましとこう。

　それにしても──僕は思う。すっかり二人ふたりと話すのにも慣れたなあ。

　二日目以降、お互いを信頼し合うために、積極的に話し合うように心がけた。全員と【密談】もした。あの醍哉でさえ協力したこともあって、効果はかなり上ったと思ってる。

　少なくとも僕はもう、みんなが誰かを殺す想像ができない。

「……カズキさん、笑った罰ばつとして〈Ｃ〉の時間、私を……その【密談】相手に選んでくださいね」

　まだ膨れていた悠里さんが、なぜか頰を少し赤くしてそんなことを言ってくる。

「いいけど、それって何の罰になるの？」

「……え？　……その、と、とにかく、罰になるんです！　……たぶん！」

　腕をぱたぱたと上下させて、一生懸けん命めいに言う悠里さん。なんかおもしろい。

「ん？」

　そんな彼女をちらちらと窺うかがっていたマリアが、不ふ機き嫌げんそうに頭を搔かきながら詰め寄ってくる。

「……え？　どうしたの、マリア？」

　マリアはなぜか無言のまま、なかなか口を開かない。

「…………つまりだな……柳やなぎとはすでに四回【密談】しているだろう？」

「え？」

「今日行くとなると五回目だ。それでは柳以外の他の者に、特定の相手をひいきしていると取られてもおかしくない。お前が五回も特定の一人ひとりと【密談】することで、せっかく六人に生まれ始めている協調性を失うことに繫つながりかねない」

「……ええと？　それは、悠ゆう里りさんと【密談】するな、ってこと？」

「だから別に柳と、というわけではない。私は特定の人にひいきをしていると取られる状況が危険だと言っている」

「……気にしすぎじゃないの？」

「私とは三回しか【密談】していないぞ」

　微び妙みように会話が繫がっていない気が……。

「音おと無なしさん嫉しつ妬としてる。かわいいね」

　色いろ葉はさんが微ほほ笑えましいものを見るような顔で、そんなことを言う。

「……何を訳の分からない邪じや推すいをしている。私はただ一かず輝きの姿勢を注意しただけだ」

「音無さん必死だ」

「……話が通じないらしい」

「マリア、嫉妬してるの？」

　──ガス！

「い、痛ッ！」

　思いっきりすねを蹴けられた！

「はあ……」

　携帯端末をいじりながら僕らのやり取りを見ていた神かみ内うちくんが、呆あきれたように口を挟はさむ。

「あーもう、すげえ羨うらやましいんで、死んで欲しいんですけど、星ほし野のセンパイ」

「え？　なにが羨ましいの……？　僕、蹴られたんだけど」

「……何分からないみたいな顔してんすか？　勝ち組の余裕すか？」

　その言葉に首をひねると、神内くんは溜ため息いきを吐ついて、また携帯端末をいじり出す。

　こんな感じだけど、神内くんともだいぶうち解けられたと思う。あの暴力的な側面を見たときはどうなることかと思ったけど、彼は話してみると意外なほど話しやすい人だった。

「ん？　あ、そうかあ」

　神内くんは携帯端末をテーブルの上に置いて、立ち上がる。

「どうかしたの？」

「いや、今、過去の発言を読み返してて、結論を出したんすよ」

　歩いて醍だい哉やの元に行き、座っている醍哉の肩を笑え顔がおでパンと叩たたく。馴なれ馴れしい態度に、醍哉は迷惑そうに顔をしかめている。ここ数日の、お約束的な二人ふたりの触れ合いだ。

「大おお嶺みねセンパイ。俺は信じることにしますよ、その〝箱〟ってやつを」

　僕は驚いて思わず尋ねる。

「え？　神かみ内うちくん、本当？」

「ここで噓うそを吐つく必要ないっすよね？　……ってかぶっちゃけ、信じるも信じないも、もう関係ないんすよ。こうも時間が迫れば、結論を出すしかない。で、〝箱〟以外の答えはないんで、もう〝箱〟ってのを答えにするしかない」

　そういえばマリアが、時間が迫れば自分たちを信じるしかないと言っていた。

「で、どうすればいいんでしたっけ？　確か〝箱〟ってのを潰つぶせば、この事態は解決するんでしたよね？　というわけで、こうしちゃいましょう」

　言って、神内くんは自分のＹシャツをたくし上げる。




「大嶺センパイを殺しちゃいましょう」




「──────え？」

　だけど、暇はなかった。

　僕がその意味を理解している暇はなかった。

　理解が及ぶ前に、彼は、　　　を振り下ろして──




　醍哉を殺した。




「────ぁ」

　…………え？　どういうこと……？

　何が起こっているか説明できるのに、理解はそれでも追いつかない。

　神内くんが醍哉の首をかっ斬きった。それで醍哉の首から血が吹き出した。目を開いたまま静止した。そして──死んでしまった。それは確認できている。でも僕は、その事実を事実として認識するだけで、意味を与えることができない。

　だからただ、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　神内くんはシャツを真っ赤にして、返り血で顔をベタベタに赤く濡ぬらしている。手にはあるはずのないあのナイフがある。回収したはずのファイティングナイフ。

「おかしいっすね」

　ベルトにくくりつけ隠し持っていたナイフを辱もてあそびながら、神かみ内うちくんはそんなことを呟つぶやく。

「〝所有者〟ってのが死んだら、解決するんじゃなかったでしたっけ？　で、〝所有者〟は大おお嶺みねセンパイだったんすよね？」

　マリアを見る。

「ねえ、そうだったよね、まりっち？」

　マリアは呆あつ気けにとられ、目を見開いたまま。

　神内くんは初めから返事なんて期待してなかったのか、そのまま喋しやべり続ける。

「大嶺センパイは、まだ死んでないってことっすか？　じゃあ、こうしますか」

　そう言って──

　彼はまた醍だい哉やの首にナイフを抉えぐり込んだ。

　溢あふれる血。

　衝撃で醍哉の身体からだが倒れ、その頭がテーブルの上に激突し大きな音がする。テーブルに赤い液体が広がっていく。

「い、──」

　悠ゆう里りさんが声を上げて尻しり餅もちをつく。

「いやあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　神内くんは悠里さんを見て、頰を緩ゆるませる。

「悠里ちゃんは悲鳴もかわいいなあ。……って、やっぱり死んでますね、コレ。ってことは、まりっちが初めに言った見立てが間違いか、〝箱〟が噓うそっすね。あ、〝箱〟は信じることにしたんでしたっけ？　じゃあ大嶺センパイが『外れ』だったと判断するべきですね俺は」

『外れ』と、神内くんは言った。

　僕はすぐにその意味が分かった。──分かってしまった。

「まりっち」

　殺人鬼は尋ねる。

「次は誰にすればいい？」

『当たり』は誰かと、尋ねる。

　僕はふと、神内くんのナイフを持つ手が震えていることに気付いた。

　初めはそれが、自分のしでかした行為への恐怖で震えているのだと思った。だけどその表情を見て、分かった。

　あの手は、興奮で震えている。

　ああ──何を僕は勘違いしていたのだろう。この殺人鬼と親しくなれただなんて、どうして僕は思ってしまったんだろう。

　彼はただずっと、その内側に隠した暴力性をいつ外側に出すか、タイミングを計っていただけなんだ。

【王降ろしの国】は騙だまし合いのゲーム。殺し合いのゲーム。

　その機能を止めることなんてできていなかったのだ。醍だい哉やの試みは失敗し、そしてその代償に殺された。

【王降ろしの国】は、一日目からとっくに始まっていた。

「どうして、ナイフを……まだ、持っているの？」

　醍哉の血が滴したたっているナイフを眺ながめながら僕は尋ねる。

「それが一番初めに出る疑問なんすか？　……まあ答えますよ。悠ゆう里りちゃんの部屋に【密談】しに行ったとき隙すきだらけだったから取ってきた。それだけです」

「……え？　それじゃあ、私の、せい……？」

　顔を上げて大きく開けた目を神かみ内うちくんに向ける。殺人鬼は悠里さんに微ほほ笑えみかけて、言う。

「気を付けてくださいねっ」

「あ──」

　悠里さんはそのまま言葉を失い、涙を溢あふれさせる。

「で、まりっち、次は誰にすんの？　……って、まだフリーズしてるし。さすがに驚きすぎじゃねえの？　ま、実はナイーブってキャラ、結構萌えていいと思うけど」

　そんなどうでもいいことを口にしながら、神内くんは血に濡ぬれたナイフを眺ながめている。

「……決めた」

　言って、僕に歩み寄る。

「羨うらやましくて妬ねたましい、星ほし野のセンパイにでもしますか。──死んで欲しいし」

　まるで昼ご飯のメニューを決めたかのような口調で、僕を指名する。

　でも、その目には、本当の殺意が宿っていた。

　僕は彼が持つ血に濡れたナイフを見て、固まってしまう。だってこのナイフは実際に醍哉を殺したナイフだ。

　殺人鬼が近づいてくる。

　逃げなきゃいけないのに、動けない。

「待て」

　マリアの言葉に素直に神内くんは動きを止める。

「何、まりっち？」

　殺意を瞳ひとみに秘めている彼に、マリアは言う。

「私が〝所有者〟だ」

　その言葉に、神内くんは眉まゆをひそめる。

「殺すべきは一かず輝きでなく私だと言っている」

　マリアの言っている意味を吞のみ込めたのだろう。彼は思わずといった様子で苦笑した。

「はは、自分が身代わりになってまで助けたいってことかよ？　すげえな」

「ただ事実を述べているだけだ」

　睨にらみ付けながら言うマリアに、神かみ内うちくんはつかつかとナイフを持ったまま詰め寄る。マリアは抵抗の意志がないと言わんばかりに両手を上げる。

「マ、マリア……」

　名前を呼ぶと、彼女は僕に微ほほ笑えみかける。その優しげな微笑みを見て、確信する。

　マリアは何か策があってこんなことを言ったんじゃない。本当に僕の身代わりになろうとしているだけだ。

「俺、まりっちに感動したわ。まさか、本気で自分よりも他人の命を優先する人がいるなんて思わなかったし。恋に自己陶とう酔すいして、口先で言ってるだけにも見えないな。こりゃまさに愛だね、愛」

　マリアは冷笑する。

「そうか。感動できたのならよかったな」

「星ほし野のセンパイを助けるためなら、死ぬぐらい本当に平気？」

「ああ」

　躊躇ためらいもせずはっきりと断言するマリアに、神内くんは吹き出す。

「参ったなあ。美しすぎでしょこの愛。ああもう、分かったよ。俺も別に早く解決したいだけで、悪人になりたいわけじゃない。ここで『じゃあ言葉通りお前が死ね』なんて斬きりかかるなんて、三流の敵役みたいな真ま似ねはお断りだよ。だからどっちも見逃してあげる」

　神内昂こう大だいは馴なれ馴れしくマリアの髪を撫なでながら言う。

「まりっちが、俺とヤってくれんなら」

　そして、開いた右手でその喉のど元にナイフを突き付ける。

「────」

　マリアのその顔が、嫌けん悪お感で歪ゆがんでいく。神内昂大を睨み付けると、ナイフを突き付けられているにもかかわらず、自分の髪を撫でているその手を払いのける。

「…………ふざけるな。お前に身体からだを預けるぐらいならば、死んだ方がマシだ」

「ひどいなあ。俺に進んで差し出してくれる人もいっぱいいるんだけどな。じゃあ、了承してくれないわけね？」

「当たり前だ!!」

「じゃあいいや」

　あっさりと引き下がった──ように思った。

「悠里ちゃんにするから」

　そんなわけないのに。

　笑え顔がおで、だけど冷たく、欲望に満ちた目をして言うその言葉が冗談でも何でもないことに気付いた悠ゆう里りさんは、すぐに青ざめる。

「い、いや──!!」

「いやあ、だってしょうがないっすよ悠ゆう里りちゃん。まりっちが拒否するんだもん。あ、俺悠里ちゃんの方が好みなんで、全然オッケーっすよ」

「そんなこと、で、できるわけ……」

「じゃあまりっちも、星ほし野のセンパイも殺します」

　酷こく薄はくな言葉に、悠里さんはますます顔を青くすることしかできない。

「悠里ちゃんが拒否したせいで二人ふたりが死ぬのが嫌いやなら、諦あきらめてくださいよ」

　悠里さんが、ゆっくり振り返って僕を見つめる。その瞳ひとみから涙が流れる。

　言葉のでない彼女は、その涙で僕に言っていた。

『──私を、裏切らないで』

　──ああ、そうだ。これは一日目から悠里さんが懸け念ねんしていた事態。そして僕は約束した。もう『柳やなぎさん』を裏切らないって約束した。

　でも、だけど、ここで悠里さんを助けようとしたら、マリアは──

「……やめろ」

　小さい声で言ったのは、僕ではなく、マリア。

　その言葉に、神かみ内うち昂こう大だいはにんまり口を広げる。

「ん？　俺に優しくしてくれる気になったんなら、別にいいけど」

　きっとそう言ってくるのを予想していたんだろう。

　マリアはグッと唇くちびるを嚙かみしめて、強く嚙みすぎたのか口元から血を流して、そして僕から目を逸そらして──はっきりと言い放つ。

「………………ああ、私で我慢しろ」

　──何を、

　──何を言ってるの、マリア？

「え？　マジで言ってんの？」

　神内昂大は目を丸くする。

「…………ふ、ふふ、あはははは！」

　その決意を──

　死んだ方がマシだという行為さえ、悠里さんを助けるために受け入れようというそのマリアの決意を──神内昂大は指をさして笑う。

「あははははは！　マジで？　恋人の星野センパイを助けるためだけならまだ分かるよ？　数日間一緒にいただけの悠里ちゃんのために、そんなことできんの？　あはは、超おもしれー!!」

「…………なにがおかしい？」

「だってカルチャーショックだし！　何その価値観！　自分より他人を優先するだなんて歪ゆがんでるだろ！　それが美しいとでも思ってんの!?」

　確かに僕も、マリアのこの姿勢はあまり感心できない。彼女は自分を蔑ないがしろにするあまりに、彼女を想う僕の気持ちさえ蔑ろにすることがある。その姿勢は、必ずしも他人のために生きているとは言えない。

　でも。

　それが間違った姿勢だとしても──

　こんな奴やつにその姿勢を侮ぶ辱じよくされることを、許せることにはならない。

「他人が苦しんでいる方が、自分が苦しめられるより嫌いやだってこと？　ああ、じゃあやっぱり前言撤てつ回かいだ。代わりになんかならせない。まりっちが何をしても、俺は悠ゆう里りちゃんを犯すことにするわ」

「……何を……言っているんだ貴様！　そんなことに何の意味がある!?」

「だってその方がおもしろそうじゃん」

　さすがのマリアも絶句する。ショックを受けるマリアを、神かみ内うち昂こう大だいは嘲あざ笑わらう。

　彼はおもしろがっている。彼女の凜り々りしさを痛々しいものだと分類し、それを鑑賞して楽しもうとしている。

　そんなの許せない。マリアの誇ほこり高さを侮辱する神内昂大を、僕は絶対に許さない。……許せないのに──

　許せないのに、どうして──

「う、う、うぅぅぅぅ」

　悠里さんの泣き声が響ひびいている。マリアはナイフを突き付けている。

　──どうして、僕は何もできないんだ。

「センパイたち、まだ死にたくないっすよね？」

　何も言い返せない僕らに、神内昂大は言い放つ。

「じゃあこれから全員俺の奴ど隷れいってことで」





・【大嶺醍哉】、【神内昂大】に頸けい動どう脈みやくを切られ、死亡。






　▼六日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

『【密談】すル・相手ヲ・選んデね』

　ノイタンの言葉に、だけど僕は無力感で動けない。

　僕は何もできなかった。マリアも、悠里さんも苦しんでいたのに、助けることができなかった。

　悠里さんは【密談】相手に『神内昂大』を選ぶことを強要された。

　自分がどんな目に遭うか分かっていても、彼女は『神内昂大』を選ぶしかない。それは、どれだけの苦痛なのだろう……？

「────くっ!!」

　唇くちびるを嚙かむ。

　もっと、もっとうまく立ち回れたはずだ。さっきは無理でも、もっと前に神かみ内うち昂こう大だいの危険性について深く考えていれば、こんなことにはならなかったはずだ。

　そう、悠ゆう里りさんが彼が恐いと僕に泣きついたときにでも対策を施していれば、こんなことにはならなかった。この結果は、【王降ろしの国】を甘く見積もり、時間を無為に過ごしてしまった故ゆえの結果なんだ。

　……だけど、それでも何もかも終わったわけじゃない。

　僕は、『柳やなぎ悠里』のボタンを押そうとして──

『私とは三回しか【密談】していないぞ』

　なぜか、そんなマリアの発言を思い出す。

　……なんで今、そんなマリアの発言を？　関係ないじゃないか。傷付いた悠里さんをどうにかしてあげることが、今できる最善のことに決まってる。

　確かにマリアだって危ない。神内昂大を選ぶよう、マリアも強要されている。

　でもその理由は悠里さんと同じものではなく、僕らに相談の機会を与えたくないからだ。彼の最大の目的は生き延びることで、だから僕らが結託し、打開策を見出す可能性を潰つぶそうとしている。

　おそらく彼はもう、〝所有者〟なんてどうでもいい。いるか分からない〝所有者〟を捜さがして殺すより、【王降ろしの国】で勝利することを考えている。

　神内昂大は【騎士】だ。勝利するためには、【王】と【王子】を殺さなければいけない。

　そしてその殺す対象である【王】は色いろ葉はさん。【王子】は悠里さん。

　その二人ふたりより、マリアはまだ安全だ。もちろん危険であることには違いないけれど、危険の度合いが格段に違う。




　だから──

　だから僕は──『柳悠里』を選んだ。
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　▼六日目〈Ｃ〉【柳悠里】と【密談】、【柳悠里】の部屋

　悠ゆう里りさんの部屋に着いてすぐに、抱きしめられた。

　彼女がすばやく胸に顔を埋めたのは、表情を隠したいからだろう。彼女が駆かけ寄る前にわずかに見せた、あの空うつろな表情を。

「…………死にたく、なかったんです」

　顔を埋めたまま、こもった声で彼女は言う。

「どうしても、死にたくなかったんです。だから、だから私──」

　それ以上言わせないために、僕は彼女の丸めた背に手を回す。

「う、うぅぅ…………」

　泣いている。

『柳やなぎさん』が、泣いている。

　ああ──僕は何て利己的な人間なんだろう。こんなときなのに、悠里さんを支えなきゃいけないときなのに、『柳さん』のことばかり考えている。

　でも、泣いている女の子を抱きしめながら嗚お咽えつを聞いているこの状況は、当時散々彼女に押し付けられた状況と同じで──

　だからある感情を無理矢理想起された僕は、錯覚してしまう。




　──『柳奈な々な』に抱いだいていたあの感情を、まるで今抱いているかのように。




　ああ、制服に染み込む涙、もったいないなあ。

　飲のみたいのに。

「────」

　そんなことを考えてしまっている自分に、自己嫌けん悪おを抱く。

　何を考えているんだ僕は。あんなこともう繰り返さないって散々思ったじゃないか。

　他の人にあんな行為をするのが許されるわけない。失敗した恋愛と同じことをするわけにいかない。

　もう──僕のことを好きでもない人と、依存し合ったりしない。

　なのに、

「好き、です」

　胸に顔を埋めたままの、彼女は言った。

「好きです。カズキさんのこと、好きです。だから、絶対にあの人に、あんなことされたくなかったのに」

「────ぁ」

『柳やなぎ奈な々な』が行方ゆくえ不明になった後、僕は毎日何度も何度も考えたことがある。

　もし彼女が、僕のことを好きだと言ってくれたら。

　そうしたら、全然違う結果があったんだろうか、って。

　それが自分の罪を正当化しようとしている、卑ひ怯きような妄もう想そうだって知っていた。でも、それが分かっていても、僕は知りたかった。

　その仮定の答えを知りたかった。

「…………好き…………」

『柳さん』は、僕を好きだと言う。

　ここで僕が裏切らなければ、きっと彼女は僕を受け入れてくれる。その結果が幸せなものだったなら僕は──

　あの過去から解放される？

「……いきなり、ごめんなさい」

　彼女はようやく顔を上げる。涙で赤くなった目は、だけどもう空うつろではない。しっかりとした意志が宿っている。

　彼女は僕から離れ、ベッドに腰掛ける。僕も隣に座る。

　このベッドの上で、悠里さんは神かみ内うち昂こう大だいに──

　それ以上考える前に、彼女は僕の右手に手を重ねた。僕はその手を取って握りしめる。

「……もう私、こんな目に遭いたくない……絶対」

「……うん」

　彼女の苦しみは痛いほど伝わってくる。

「…………私、これから最低なことを言います。でもお願い……嫌わないで」

「嫌ったりしないよ」

　本当に嫌われることを心配している様子で、彼女は呟つぶやく。




「私を、助けて」




「──それが、最低なこと……？」

　小さく頷うなずく。

「何より最優先に、私を助けて欲しいんです。その意味、分かりますか？」

　まだ呆ほうけている僕に、伏し目がちの彼女は付け足す。

「カズキさん、【革命家】ですよね？」

　……ああ、そういう意味か。

「僕に、神内昂大を殺せって？」

　直接的な物言いに、悠ゆう里りさんは押し黙だまった。

「でもさ、殺すっていうのは──」

「──私だって！」

　悠里さんは言葉を遮さえぎって叫さけぶ。らしくない大声に僕が驚くと、彼女は気まずそうにうつむいた。

「私だって……他の手段があればそうしたいです。殺すだなんて、そんな解決策嫌いやです。でも、他にありますか？　私があんな目にもう二度と遭わない方法が、私たちが生き延びる方法が、他にありますか？　それとも……あの人をまだ説得できるって、カズキさんはそう言うんですか？」

「それは──」

　さすがに言えない。僕だって彼を説得するのはもう無理だって分かってる。

　でも、だからって、僕の独断で死を与えてしまっていいのだろうか？

　……いいわけない。いくら彼が許し難くても、彼を殺してもいい理由を並べても、それをみんなが正しかったと言ってくれても、人殺しになった僕の人生はその瞬しゆん間かんに一変する。

　そして、僕の日常は、もう帰ってこない。

　じゃあ、できない。

　できないのに──




「私を、裏切らないで」




　僕は、

　僕はこの機会をずっと待ち望んでいたはずだ。あの過去をやり直せる機会をずっと待ち望んでいたはずだ。

　本当は気付いていた。

　柳やなぎ奈な々ながあんな態度を取るのは、統とう司じとのことを慰なぐさめてもらうためだけじゃないって気付いていた。

　彼女は本当にしょうがない人だったけど、だけど、統司への恋愛感情が歪ゆがんでいることぐらいは自分で気付いていた。別の人とまっとうな恋愛をしてやり直したいと、そう思っていた。

　自分では統司への気持ちをどうすることもできない彼女は、僕に涙を舐なめさせた。自分の味を覚えさせた。僕は策略通りに彼女に心を奪われた。

　彼女のそのやり方もまた、間違っていたと思う。

　けれど、気持ちが噓うそだったわけじゃない。

　僕は彼女がどうして欲しいのか気付いていた。気付いていて、気付かないふりをしていた。

　だって、僕は統司の親友で、柳さんは統司のカノジョだった。だから好きだってことさえ、認めてはいけなった。

　柳やなぎさんの望んでいたことなんて、僕にできるはずがなかった。

　それでも彼女の気持ちに気付いていた事実は変わらない。気付いていて、敢あえて無視した事実は変わらない。彼女を見捨てたことは変わらない。

　だからやっぱり、あれは僕の罪だ。




『柳さん』は涙で腫はれた目を閉じて、唇くちびるを僕に向けていた。

　その表情は、やっぱり『柳奈な々な』に似ている。

　もう僕には、気付かないふりはできない。

『柳さん』の気持ちに応えないといけない。

　両手で肩を摑つかむ。華きや奢しやな彼女の肩が小さく跳はねる。目を閉じ、唇に唇を引き寄せ──




　──違う。




　それ以上唇を寄せることなく、僕は目を開ける。

　突然響ひびいたその言葉が、どこからのものか分からない。どうしてそんな風に思ってしまったのかも分からない。

　ただ、その短い声は、まるで彼女の声のように聞こえた。

　マリア。

　…………無責任だよ、マリア。だったらマリアはどうするんだよ？

　でも心の中の彼女に毒づいても結果は変わらない。僕にはもう、『柳さん』が望むようにはできない。

『柳さん』は口づけを待っている。僕は迷った末に、彼女の頰ほおにキスをした。目を開けた彼女は、それでも満足そうに微ほほ笑えんでくれた。

　頰へのキスは涙の味がした。

　でも、どうしてだろう？

　その涙を味わっても、僕の喉のどの乾きは癒いえない。




　▼六日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

　僕がどうするべきか決めかねていても、事態は進行している。

『【新しん藤どう色いろ葉は】はタイムテーブルを守らなかったため、処刑されました』





・【新藤色葉】、17：40までに自室に戻らなかったため処刑執行。首を切り離され死亡。






　▼六日目〈Ｄ〉大部屋

　大部屋のテーブルには、二つの麻袋があった。中身は僕が持っているものと同じだけど、腕時計の色は違う。色は黒とオレンジ。醍だい哉やと色いろ葉はさんがしていたものだ。

　それぞれの麻袋に残っていた二日分、計四日分の食料は、当然のように神かみ内うち昂こう大だいが奪い取った。

　それを見てもまだ僕は、色いろ葉はさんが死んだことを実感できない。

　そもそもタイムスケジュールを守れなくて死ぬって、どういうことだ？　時間が来るとノイタンが教えてくれるのに、そんなミスあり得るのか？

「自殺っすね」

　神内昂大が言う。

「この状況に耐えられず、わざと移動せずに処刑されたってことっすかね。俺に喰くわれるなら死んだ方がマシって感じで。って、まりっちといい、失礼な人たちだ」

　あの色葉さんが自殺？

　あまりにもしっくり来ない。数日間しか一緒にいられなかったけれど、それでも彼女がそんな選択をするとは僕にはどうしても思えない。

　悠ゆう里りさんもまた実感が湧わかないのか、ただ呆ぼう然ぜんとオレンジ色の腕時計を手にとって眺ながめている。マリアがその様子を、怪け訝げんそうに見つめている。

「柳やなぎ」

　マリアが呼ぶと、悠里さんはぼうっとした様子のままその声に反応する。

「悲しくないのか？」

　言われて、初めて悠里さんの表情に感情が宿る。次第に瞳ひとみが潤うるんでいき、しゃがみ込んでそのまま顔を伏せる。

「…………」

　マリアは見ていられないと言わんばかりに首を振って、彼女から目を逸そらす。

「泣き所を教えてあげるなんて、まりっちは優しいな」

「……ふん」

　マリアは嫌けん悪お感を剝むき出しにして、神内昂大を鼻であしらう。

「冷たいなあ。……ところで星ほし野のセンパイ」

　神内昂大は視線を僕に向ける。

「センパイ、【革命家】っすよね？　やろうとすれば次の時間に俺を殺せる。というわけで、この時間に死んでもらわないといけないわけですが──」

　──ドン。

　テーブルにナイフを突き立てる。

「抵抗してみます？　いいっすよ。まあ俺はナイフありで、センパイは素手ですが。ああ、何なら全員まとめて掛かってきても問題ないっすよ」

「…………三対一だよ？」

「それで勝てると思ってんならどうぞ」

　……無理だろう。マリアがいくら体術に長たけてるといっても、身体能力は高くない。三人の中で何の取り決めがあるのならばまだしも、それもない現状で、武器を持った神かみ内うち昂こう大だいに暴力で敵かなうとは思えない。

「つまりセンパイはもう死亡確定ってことすね」

　神内昂大は、突き立てていたナイフを抜き取る。そしてその切っ先を僕に向けて、口の端を上げる。

「──と、言ってみる俺」

　意味が分からず、呆あつ気けにとられる僕。

　その表情がおかしかったのか、神内昂大はげらげら笑い出す。

「思ったんすけど、このままじゃ俺圧勝すぎでつまんなくないすか？　どうせならもうちょっとおもしろくしません？」

　彼の言っていることがまったく分からない。僕は勝ちとか負けとかおもしろいとかつまんないとかどうでもいい。

「賭けをしましょう」

　僕が顔をしかめていることなんて関係なく、話を進める。

「再確認ですけど、次の〈Ｅ〉の時間に、センパイは【暗殺】のコマンドを使えますよね？　それにも関わらず、センパイは俺を【暗殺】しないと踏ふんでるんすよ。だから俺は、そっちに賭かけます」

「…………？」

「だからあ、センパイが俺を【暗殺】すれば当然俺は死にますよね？　そうなったら当然俺の負けじゃないすか。逆に、【暗殺】しないままやり過ごしたら、それは俺の勝ちってことにしましょう。そう言ってるだけです」

「……わけ分かんないよ。何なのその賭け？　神内くんに何も得がないじゃない。神内くんは僕に【暗殺】されたいの？」

「んなわけねえし。だから言ってますよね？　俺が圧勝じゃおもしろくないって」

「だからそれが分からないって」

「ああ……ええっと、そうっすね。リスクを負うって行為そのものが気持ちいい、ってそんな感覚分かります？」

　僕は顔をしかめるしかない。

「例えば実際にはあり得ないけど、俺がワールドカップに出たとしますよね？　俺がシュートして得点を入れる。チームが勝つ。そしたら普段の俺がどんなダメ人間でも、そんなことまったく関係なく、それだけで大スターになれます。逆に俺のポカで点を入れられて日本が負けたら、俺は多くの人に恨うらまれてまるで犯罪者」

　確かにハイリスクハイリターンな試合だ。まるでギャンブルのように。

「センパイは、そういう試合やるの避けたいタイプっすよね？　多くの人に恨まれるのが恐くて。俺は逆なわけですよ。アドレナリン出まくり。すげえやってみたい」

　……なるほど、何となく分かってきた。だけど──

「……命を賭かけるのは……おかしいよ」

「ま、確かにやりすぎかもしれないっすね」

「第一、命を賭けて何を得られるっていうの？」

「『賞品』あるじゃないすか」

「え？」

　そんなもの一切説明を受けていない。

「俺は初めからその『賞品』に目を付けてましたよ。確か口にもした気がしますね」

　彼の第一声は覚えている。携帯端末で何回か見た記憶がある。それは確か──

『うっす。……お、美少女が三人もいるし、ラッキー！』

「…………まさか」

「一つはもう頂いちゃいました☆」

　誰も【王降ろしの国】を始めることなんて望んでいるわけがない。僕はそう思っていた。その価値観が絶対に正しいと信じ込んでいた。

　でもそれは、勘違いだった。神かみ内うち昂こう大だいは、初めからこの状況を楽しんでいた。

「理解できない。お前の行動には一貫性がない。一体、何がしたいんだ？」

「普段からよく言われるよ」

　マリアの言葉に、神内昂大はニタニタ笑いながら答える。

「何がしたいんだとか、もっと目標を持てとか、真剣にやれとか、余計なお世話だっつーの。どうでもよくね？　俺、そうやって説教する奴やつらより能力高いし。無能共の僻ひがみは勘弁願いたいね」

「なるほど。真性のバカか」

「口を慎つつしめよ」

　突然冷たく言い放った口調に、マリアは素直に押し黙だまる。

「さて、賭けの話の続きっすよ星ほし野のセンパイ。お互い賭けるものは命、それは分かりますね？で、賞品ですが、元々俺が勝てる勝負からわざわざ降りてやってるんだから、俺だけでいいっすよね？」

　どうせ拒否なんてさせないくせに。

「楽しいパフォーマンスを見せてくれるだけでいいっすよ」

　ろくでもないものだとは分かっていた。だけど──

「悠里ちゃんに殺されるところを、俺に見せてくれればいいです」

　それでも彼の発言は、僕の予想の斜め上のものだった。

「…………どういうこと？」

「そのまんまっすよ。俺が賭かけに勝ったら当然、俺たちは全員無事に明日あしたの〈Ｃ〉の時間を迎えることになります。そしたら俺はまた、悠ゆう里りちゃんとお楽しみタイムこと、【密談】の時間を迎えることができるわけですね。で、そこで俺は悠里ちゃんと協力して、センパイを【謀ぼう殺さつ】するってことっす」

「何を言ってるの？　だって悠里さんは【王子】だよ？」

「【王】っすよ」

　神かみ内うち昂こう大だいは平然と言い放つ。

「え？　そんなわけ──」

　言いかけてやめる。悠里さんが青ざめた顔で、僕を見上げている。

「……悠里さん……？」

「ち、違うの……カズキさん、違うの！」

　どうして？　どうして僕は何も言っていないのに弁明しているの？

「つまり、こういうことっすよ。悠里ちゃんは【役職】を偽っていた。会長と名乗る【役職】を交換していたんですね」

「……何のために？」

「生き残るために決まってるじゃないすか」

　悠里さんの青ざめているその表情は、それが事実だと告げている。

「そんな工作さえしちゃうほど、どうしても死にたくない悠里ちゃんが、俺の脅おどしに耐えられるわけないんすよ。【謀殺】なんて簡単にしちゃいます」

「…………しません」

　悠里さんはそう呟つぶやく。

　そんな彼女に、神内昂大は思わず、といった様子で吹き出す。

「【謀殺】しない？　ふふん、悠里ちゃんはするよ」

「……バ、バカにしないで。私はカズキさんをそんな目に遭わせたりしないし、できないです。どうしてそんなことを自信を持って言えるの……？」

「だって自分の命のために身体からださえ差し出す女じゃん、悠里ちゃんって」

　悠里さんの口が止まり、固まる。

「悠里ちゃんは自分が生き残るために、絶対に殺すよ」

「そんなわけ──」

「ねえ、俺に何て言って命乞ごいしたか、ここで言ってあげようか？」

　悠ゆう里りさんは目を見開く。

「あんなことを言ったなんて聞いたら、純情な男の子には嫌われちゃうかもねえ」

「…………やめて」

「すごいよね。プライドなんてないよね。俺、女の子に幻想を持ってる無む垢くな後輩なんで、ちょっとショックだったですよん」

「や……めて、やめて、やめて…………!!　言わないで!!」

　悠里さんはその場でボロボロ泣き出す。

「すぐ泣くよなあ……。大丈夫っすよ、冗談っすから」

　もちろん彼女が泣きやむわけがない。神かみ内うち昂こう大だいはやれやれと両手を広げる。

「ま、彼女を信用するもしないも勝手ですけどね。俺は信用しない方がいいと思いますよ」

　泣き続けている悠里さんをちらりと見る。

　悠里さんには悪いけれど、僕を【謀ぼう殺さつ】することもあり得るかもしれないと、そう思ってしまう。だって、【役職】を偽る工作までしていた彼女だ。目の前で死をちらつかせられれば、きっと刃向かえない。

　悠里さんはそれぐらい、死にたくないんだ。

「賭かけの内容は以上。やるのは強制ね。センパイが損なわけじゃないんだからいいっしょ」

　そう自己完結し、神内昂大はまるで殺人を起こす前のように、突然僕の肩を馴なれ馴れしく抱き寄せる。

　──なんだ？

　そう思った瞬しゆん間かん、彼は僕のズボンのポケットに何かを突っ込んだ。彼を見ると、人差し指を唇くちびるに当てている。僕の肩を抱いていたせいで、悠里さんとマリアからはポケットに何かを突っ込まれたことは見えていない。

　目的が済んだのか、彼は僕から離れた。

　ポケットの中に手を入れてみる。くしゃ、という感触。

　紙……？　二人ふたりには見せたくないメッセージでも書いてあるのか……？

「一かず輝き」

　僕はとっさにポケットから手を出す。マリアは特にそのことに追及することなく続ける。

「大丈夫だとは思うが、一応言う」

　マリアは僕をしっかり見み据すえて、言う。

「殺すな」

　……そうだよね。マリアはそう言うと思った。

　どんな状況でも、相手が誰であろうとも、マリアは誰かが死んで解決だなんてそんな結果を望まない。

「…………そうしたいけど、でも、じゃあどうするの？　僕はまだいいよ。でも、僕が死んだらもう、マリアや悠ゆう里りさんは……」

「そのために自分が犠牲になる気か？　分かっているだろう。【暗殺】とはいえ、人を殺してしまえば、もう一生お前はこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に縛られて抜け出せない」

　それは、僕も分かってるつもりだ。

　神かみ内うち昂こう大だいを殺してしまったその時点で、僕はもう日常には戻れない。

　だけど──

『私を、裏切らないで』

　悠里さんは、涙を流し続けている。

　その様を見て、自分がかつて言ってしまったあの言葉が、リフレインする。

『もう付き合いきれない』

　あんなことは、もうしない。

　あんな間違いは、もう二度としない。だから、僕はどうしても悠里さんを──

「私たちを救おうだなんて考えなくていいんだ、一かず輝き」

　心の中を言い当てられた気がして、僕は目を伏せる。

「そのためにお前が犠牲になることはない。お前は自分の命を護まもることだけを考えていればいい」

「……でも、賭けに負けたら、僕は殺されるんだよ？」

「大丈夫だ」

　マリアは当然のように言う。

「お前は、私が護るからな」




　▼六日目〈Ｅ〉【星野一輝】の部屋

　見る前からメモに書かれている内容がろくでもないことは分かっていた。

『悠里ちゃんを殺せば万事解決！』

　だけどここまでしょうもないことが書かれているとは思わなかった。

　確かに悠里さんは【革命家】である僕と対立する【役職】だ。【騎士】である神内昂大にとってもそうだ。対して【革命家】と【騎士】は共存できる。ゲーム上、僕が神内昂大を殺すことに意味はない。

　でも、だから何だ？

　もしかして、このメモを渡せば僕が悠里さんを【暗殺】すると踏ふんで、神内昂大は僕と賭かけをしたっていうのか？

　見くびるのもいい加減にして欲しい。

　メモ用紙をくしゃりと丸めて、テーブルの上に投げる。そしてモニターを見つめる。

『【暗殺】したい相手を選んでください』

　一日目に、こんなの選ぶはずがない、そう思ったことを憶えている。

　でも今は──

　僕には分からない。どうするべきか、まったく分からない。

　ただ、間違いないことは、このまま何もしなければ、誰も救えないということ。

　……じゃあやっぱり僕は、神かみ内うち昂こう大だいを殺すべきなのか？

　それは〝箱〟に屈するということだ。負けるということだ。そして──日常に二度と戻れなくなることだ。

　だけど、もうそれでいいんじゃないのか？　『柳やなぎさん』を救えればもう、こうやって執着している日常なんてどうでもよくなるかもしれないんだから。

　そうだよ。あの過ちをなかったことにできるなら。『柳さん』との恋愛をやり直すことができるなら、僕は──

　僕は──日常を捨ててもいい。

　モニターのボタンに手を伸ばす。神内昂大、残念だね、賭かけは僕の勝ちだよ。僕は『柳さん』を救う。それでいい。それが僕にとっての正義だ。

　だからいいよねマリア？　この結果でいいよね？

　自分の中のマリアが、都合のいい返答をしてくれることを期待して、問いかける。

　だけど、彼女が言ったのは──

『お前は、私が護るからな』

　──さっきの言葉。

「………………あ」

　その言葉の違和感に、モニターに伸びた手が止まる。

　そうだよ、どうしてマリアはこんな言い方を……？　もしかして僕は、何かを見落としているのか……？

　──ああ、そうだ。そういえば、色いろ葉はさんの死んだ本当の理由は何だったんだろう？

　色葉さんが生き残ることを簡単に諦あきらめるとは思えない。だから自殺と言われてしっくり来なかった。

　でも例えば処刑されたあの時点で、彼女がもう死にかけていたとしたら？　あるいはあの時点で死ぬことが確定していたとしたら？

　携帯端末を取り出し、ルールをチェックする。

【斬ざん殺さつ】対象として決まっていても、実行されるのは17時55分。色葉さんが死んだのは、17時40分。もしその時点で、自分が【斬殺】されることを知っていたとしたら……

　僕らのために、メッセージを送ったりしないか？

　…………いや、やっぱりない。だって色いろ葉はさんは【王】だったんだ。自分で自分を【謀ぼう殺さつ】対象に選ぶわけ──

　──違う。違った。色葉さんは【王子】だった。

【王】は、【謀殺】相手を選ぶことができる【王】は──




　──柳悠里。




　いやいや、違う。早合点するな。あれが死が確定していた色葉さんのメッセージだったなんて、ただの僕の現時点での考えに過ぎない。

　だけど、

　携帯端末を操作し、確認する。

　間違いない。あの時間の直前──色葉さんは悠ゆう里りさんと【密談】している。

　色葉さんはスケジュールを破り、処刑された。自分の部屋に40分までに戻らなかったから。悠里さんの部屋から自分の部屋に戻らなかったから。

　つまり──

　悠里さんは色葉さんが死ぬのを、目の前で目撃している。

『悲しくないのか？』

　オレンジの時計を見ている悠里さんに対して、マリアが掛けた言葉。それで、悠里さんは堰せきを切ったように泣き出した。

　そうしなければいけないことを、思い出したように。

『どうしても、死にたくなかったんです。だから、だから私──』

　死にたくないから？

　死にたくないから。

『好きです。カズキさんのこと、好きです』

「…………」

　僕は、テーブルの上に手を伸ばす。丸めて投げたメモ用紙を広げる。

『悠里ちゃんを殺せば万事解決！』

　……もしここで僕が神かみ内うち昂こう大だいを殺したとする。僕は【革命家】で、マリアは【影武者】、悠里さんは【王子】だから、当然ゲームはまだ終わらない。

　じゃあ、どうする気なんだろう？　絶対に死にたくない悠里さんは、その展開になったらどうするつもりなんだろう？

　神内昂大は言っていた。

『悠里ちゃんは自分が生き残るために、絶対に殺すよ』

　痛いくらいに早はや鐘がねを打つ胸を押さえる。

『殺すな』

　何でマリアはそのセリフに『神かみ内うち昂こう大だいを』と付けなかったのか。

　僕は恐る恐る携帯端末を操作する。そしてさっきのマリアの言葉を再生する。

『お前は、私が護るからな』

　何度聞いても、その音声は変わらない。マリアは知っていたんだ。だから、泣いている悠ゆう里りさんがいるあの場で、誰であろうと救いたいはずの彼女はこう言わなかった。

『お前たちは、私が護まもる』

　どうして言わなかったのか、その意味はもう分かる。




　そうして僕は──




　▼七日目〈Ｂ〉大部屋

「俺の勝ち」

　神内昂大との賭かけに負けた。




　▼七日目〈Ｃ〉【神内昂大】と【密談】、【星野一輝】の部屋
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　まさか彼の方から、僕と【密談】するとは思っていなかった。

「表情見れば分かりましたよ。やっぱり真相に気付いて、俺への【暗殺】を取りやめたんすね」

　自分の命が掛かっていたくせに、神内昂大は相変わらず軽薄な様子で僕に話しかけた。

「……自信あったの？」

　彼は口元を上げる。

「まさか！　言いましたよね？　俺はリスクが気持ちいいって」

　やはり僕には、彼の精神構造はまるで分からない。

「で、一いつ緒しよに悠ゆう里りちゃんを殺そうとでも？　……ないか。そういう気だったら、昨日きのうのうちに殺してますもんね。うひひ、昨日は悠里ちゃん、センパイを殺す気だってことを俺に暴露されて、慌あわてたましたよね？　……かわいかったなあ」

「……なんで？」

「ん？」

「なんであんな言い方だったの？　もっと僕に分かりやすく彼女がやっていることを言えば良かったじゃない」

　神かみ内うち昂こう大だいはあっさり言う。

「それはできないっすね」

「だから、どうして!?」

「だって俺、悠里ちゃんに惚ほれてますもん」

　また適当な冗談かと思った。でも、その目は噓うそを吐ついてるものではなかった。

「……利用されてるって気付いたんでしょ？　自分が殺されようとしていることにも、気付いてたんでしょう？」

「そうねえ」

「それでも惚れてるって言うの？」

「だからそう言ってるじゃないっすか」

　おかしい。そんなの真っ当な考え方じゃない。

「何なんすかその顔？　センパイも俺と似たようなことをされたんじゃないっすか？　なら気持ちは分かるっしょ」

「そんなの分かるわけ──」

「じゃあセンパイは、少しでも悠里ちゃんを殺そうと考えました？」

「……それは、」

　思わず口をつぐむ。……違う。悠里さんだからじゃない。僕は誰であっても殺す気はない。

　……でも、神内昂大を後一歩で殺すところだったのは事実だ。それなのに、悠里さんを殺そうとは微み塵じんも思わなかった。そして指摘された今も、やっぱりそんなことをしたいとは思えない。

「騙だまされていたとしても、悠里ちゃんがまだ魅力的に見えてしまう。それは俺もセンパイもおんなじじゃないっすか？　生き残りたいって気持ちはすげえ分かるから、欺ぎ瞞まんも許したくなる。……ま、つまり俺らは、騙されていることに気付いても、まだ騙され続けてるってことっすね。はあ……まったく、悠里ちゃんがこのゲームで最強の存在だっつーの」

　まだ僕らは騙され続けている。

　……そうなんだろう。僕はまだ神内昂大が、僕を騙すために話をでっち上げているんじゃないかと疑っている。そうであって欲しいと思っている。

　だから僕は、その甘い考えを打ち砕いて欲しくて、さらに質問する。

「……いつから悠ゆう里りさんと組んでいたの？」

「一日目の【密談】からっすよ。俺が危ない人っぽいように見せたのも、悠里ちゃんの要望です」

　本当に初めからなんだ。初めから、あの蒼そう白はくな顔をしていた頃から、悠里さんは生き残る方法を模索していたんだ。

「……醍だい哉やを殺したのは、悠里さんの指示なの？」

「そうっすね。悠里ちゃん、実は〝箱〟をかなり信じてたっぽいっすから、大おお嶺みねセンパイを殺せばそれで終わるって、本気で信じてた節がありますね」

「〝箱〟を……？」

　ずっとそれだけは信じられないと否定していたのに……。ああ、そっか。それも、自分が疑われないための演技だったのか。

「あのとき、俺が直前まで携帯端末見てたの憶えてます？　あれ、悠里ちゃんの指示を読み返して確認してたんすよ、実は」

「……悠里さんは、どこまで指示をしていたの？」

「大まかな言動は指定されてました。悠里ちゃんに疑いが向かないようにってことですね。まあ、本人はそんな説明はしなかったですけど」

　悠里さんは神内くんが事件を起こすまで、機き嫌げんが良さそうにニコニコしていた。

　その後、何が起こるかを知っていたのに。

「…………マリアは」

「ん？」

「どうしてマリアは、悠里さんが絡からんでることを知っていたのに、黙だまっていたの？」

「あ、それも気付いちゃいました？」

　あの前にマリアは、神かみ内うち昂こう大だいと【密談】をしていた。おそらく、そこで彼に何らかの手段で口止めをされたのだ。

「実は昨日きのうの時点で、まりっちは気付いたんです。つっても、まだ確信はしてなくて、怪あやしんでるってレベルでしたけどね。で、俺との【密談】で悠里ちゃんがどう関わってるか追及してきたんすよ」

　僕はふと、マリアの発言を思い出す。

『……柳やなぎとはすでに四回【密談】しているだろう？』

「…………まさか、」

　あの頃もうマリアは悠里さんを疑っていたのか？　半ば無理矢理僕と【密談】しようとしている、彼女の行動をいぶかしんでいたのか？

　でも僕はマリアの忠告に気付かず、その後、悠里さんと【密談】してしまった。『柳やなぎさん』への過去に囚とらわれていたせいで。

　そして、今の最悪な状況を招いてしまった。

「しっかし、まりっち素直すぎだと思いません？　俺に悠ゆう里りちゃんのことを言ったら、自分が危ないと思わないんすかね？」

　その通りだと思うけど、マリアはそういう方法で攻めることしかできない。

「で、隠し通すのも無理そうだし、めんどくさいんで、ほとんど真相話したんです。あ、お察しの通り口止めしました」

「……どうやって？　マリアが簡単に脅きよう迫はくに従うわけないよ。自分の命が掛かっていても、そんなことに従ったりしないはずだよ」

「そうっすね。まりっち自身に何をするって言っても従わないっすね。──だから、星ほし野のセンパイを人質にしました」

「…………え？」

「いや、別にそうするつもりなかったんすよ？　俺は単に次は星野センパイを殺すって正直に告白しただけです。そしたら自分から提案してきたんすよ。『お前の言う通り、真相を話すのをやめるから一かず輝きを見逃してくれ。代わりに私を殺していい』って。ホント、健けな気げですよね」

　──ああ、そうか。

『お前は、私が護るから』

　あの言葉はそのまんまの意味だったんだ。

「俺は『分かった』って言いました。ま、全然従う気はないんすけどね。だって、意味分かんなくないすか？　どうにしろ悠里ちゃんが、自分の【役職】と対立する【革命家】を生かすわけないのに」

　……そんなこと、マリアは百も承知だっただろう。自分が身代わりになることで、何も解決しないことは分かっていたんだろう。

　それでもマリアは僕を見捨てられないのだ。

　それがマリアの誇ほこり高さだから。

　でも──

「意外とバカなんすかね、まりっち」

　──そんなこと神かみ内うち昂こう大だいは理解できない。

　そんな誇り高さとはもっとも遠い場所にいる彼には。

「…………神内くん」

「なんすか？」

「もし悠里さんが神内くんに指示しなかったら、醍だい哉やを殺さなかった？」

　彼は素早く答える。

「まさか」

　彼にとってそんな難しい質問でもないのだろう。

「ただ後押しされただけっすね。悠ゆう里りちゃんがナイフを渡さなくても、似たようなことはしただろうなあたぶん。だってこのまま時間切れとかあり得なくないっすか？」

　楽しそうに彼は言い放つ。

「せっかくのエンタテイメントなのに」

　ああ、分かった。

　悠里さんが暗あん躍やくしていたとか、そんなことは関係ない。僕は、どんなことがあっても、彼を許しちゃいけない。絶対に。

　押し黙だまって拳こぶしを握りしめている僕を横目に、神かみ内うち昂こう大だいは麻袋をごそごそと漁り出す。

「センパイかわいそうなんで、これあげますよ」

　差し出したのは、あのナイフ。

「…………何のつもり？」

「一応自衛の手段ってことでどうぞ。どうやら悠里ちゃん、センパイとの【密談】が始まるまで【謀ぼう殺さつ】相手を選ぶつもりないっぽいっす。素早く悠里ちゃんを殺せば生き残れますよ？」

「……本気で言ってるの？」

「……ん？　俺がセンパイを手助けすることが不思議ですか？　だから同情ですってば。柳やなぎ悠里被害者の会の一員としての餞せん別べつってことですよ」

「そうじゃない！　だって……神内くんは悠里さんのことを好きなんでしょ？」

　彼は僕が何を言っているのか分からないかのように、キョトンとする。

　ああ、そうか。

　彼には護まもるものなんて何一つない。その心に芯が見えない。だから僕らにはその行動に一貫性がないように見える。適当にマリアに口止めし、悠里さんが暗躍してることを僕に匂におわせても、何も思わない。

　もういい。彼とは話す気がしない。

「…………いらない」

「そっすか」

　何の感慨もなさそうに、彼はナイフをテーブルの上に投げる。

　そのまま会話はなくなる。神内昂大はベッドに腰掛け、退屈そうに携帯端末をいじり出す。僕はその場に体育座りをして、頭を膝ひざに押し付ける。

　もう話をしたくないけれど、それでも確認しなければいけないことがある。

「神内くん」

　顔を上げずに、尋ねる。

「僕が死んだ後、悠里さんを殺す気なの？」

　悠里さんと神内昂大は、【王】と【騎士】なので同時に生き延びることはできない。ゲームに勝つ気ならば、彼女を殺さないといけない。

　神かみ内うち昂こう大だいは答える。

「正直、分かんないっすね」

　いつもの軽い口調で、適当に。

「それもギャンブルでいいんじゃないすか？」

　僕は顔を上げ、彼の顔を見る。

　ずっと変わらない軽薄な表情。神内昂大は何も変わっていない。醍だい哉やや色いろ葉はさんを殺した罪なんて微み塵じんも感じていない。

「……ねえ、僕はこんなこと、初めて言うんだけどね。でもね、どうしてもあなたには言いたいんだ」

「どうぞ」

　僕は深呼吸をし、精一杯の悪意をぶち込んで、言ってやる。

「お前なんて悠里さんに殺されてしまえ」
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　もうすでに、僕が知る彼女はそこにはいなかった。彼女の白い顔からはもう愛らしさが消え失せていて、ただただ疲れ切っている。

　そしてその瞳ひとみは、あの、空うつろな目をしていた。

　昨日きのう僕が抱きつかれる前に見せたその瞳。僕はそれを、傷付いた故ゆえのものだと思っていた。

　でも、違ったんだ。

　これは演技するために、心を殺し続けた結果なってしまった、空虚な瞳だったんだ。

　そして──そんな彼女を僕はもう、『柳やなぎ奈な々な』と重ねることはできない。

　……いや、それはどんな表情をしていても同じか。

　悠ゆう里りさんの頰ほおにキスをしたときにはもう分かっていたんだろう。

　涙の味が『柳奈々』と違うと思ってしまったそのときに、僕の乾きが癒いえなかったあのときに、もう分かっていたのだろう。




　僕は、目の前の彼女を、ただただ凝視する。

　絶対に視線を逸そらさないと言わんばかりに、でもそこに何の感情も乗せないように、ただただ見つけ続ける。

　青白い顔の彼女は、胸を押さえる。苦しそうに荒い息を吐く。

　感情が見えないはずの僕の視線から勝手に意味を見出してしまう。そして感じてしまう。

　──罪の意識を。

　立ちくらみをしたように、ふらり、とよろめいたと思うと、彼女は口元を押さえた。だけど抵抗むなしく、その手の隙すき間まから吐と瀉しや物を吐き出す。

「う、ぐえ……」

　嘔おう吐とする彼女を僕は介抱もせず、やはりただただ眺ながめる。

　憎もう。

　憎もう。

　僕を騙だまし続けた彼女を、追いつめた彼女を、憎もう。そうした方が楽だ。敵と認識してしまえばまだやりようもある。僕は彼女を憎む必要があるんだ。

　なのに彼女は、その嘔吐する醜しゆう態たいで、僕に訴える。

　──苦しい。

　訴える。

　──苦しい、苦しい、苦しい、苦しい、苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい苦しいくるしいくるしいくるしいくるしいくるしいくるしいくるしいくるしいくるしい。

「────」

　だから何だ？　悠ゆう里りさんこそ人を追いつめて苦しめてきたんだ。その行為で苦しんだって自じ業ごう自じ得とくじゃないか。この苦しげな態度だって下へ手たすると彼女の計算かもしれない。変な同情を抱いだいてしまうなんてバカバカしすぎる。

　でも──

「…………大丈夫？」

　そんな優しい言葉を掛けて、僕は彼女の背中をさすってしまっている。

「……ごめん、なさい」

　そういえば彼女はいつも謝っていた。

「ごめんなさい」

　聞き慣れた謝罪の言葉の後に続ける。

「それでも私はカズキさんを殺します」

　分かってるよ。

　それだけ自分を痛めつけてでも手に入れようとした命を、手放さないことぐらい。

「…………悠里さん、横になれば？」

　不ふ憫びんにさえ思ってそう勧めると、彼女は素直に従ってベッドに横になった。でも悠里さんは、こちらに顔を向けない。

　そのまま、彼女は尋ねる。

「…………抵抗、しないんですか？」

「しないよ」

　はっきりとそう言った自分に驚く。彼女に会うまで見逃すかどうするかは、何も決めていなかったはずなのに、即答してしまっている。

　でも、それでいいんだろう。きっとこのとっさに出た言葉が、僕の答えなんだ。

「……じゃあどうして、カズキさんは私と【密談】しようと思ったんですか？」

「一つだけお願いをしなきゃいけないから」

　僕は、マリアでなく彼女を【密談】相手にした理由を話す。

「マリアを殺さないで」

　悠ゆう里りさんが息を吞のんだのが分かった。

「……どうして私が、音おと無なしさんを殺すと思うんですか？　だって私は【王】で、音無さんは【影武者】です。ゲーム上、生き延びるためには、殺さなくてもいい【役職】です」

「悠里さんは、僕に神かみ内うち昂こう大だいを殺させようとしたよね？」

「…………はい」

「あの時点で僕が神内昂大を殺しても、まだゲームは終わらない。逆に彼に僕を殺させることができなくなる。どちらを殺しても、結局最後には残った方に、直接悠里さんが手を下さなくちゃならなくなるんだ。それなのにどうして、悠里さんはわざわざ僕に彼を殺させようとしたんだろう？」

　黙だまったまま動かない悠里さんに言い放つ。

「僕ごとき、簡単に殺せるからだよね？」

　その頭が、わずかにぴくりと動いた。

「どちらかをナイフで殺さなきゃいけないんだったら、彼を残すのはリスクが高すぎる。僕なら危険はほとんどない。だから僕を残したかった。違う？」

　悠里さんはしばらく押し黙って、だけどちゃんと答える。

「…………違わないです」

　はっきり認められたのは、やっぱりショックだった。でもその感情を押し隠して続ける。

「でも、悠里さんはまともにぶつかれば、絶対に敵かなうわけがない神内昂大を自力で、しかも直接ナイフで殺すしかなくなってしまった。じゃあどうするんだろう？　自分が生き延びる可能性を高めるためにどうするんだろう？」

「…………」

「……もう何を言おうとしているか分かるよね？　悠里さんは生き延びる可能性を高めるために──音無麻理亜を利用する」

　悠里さんはベッドの上で身体からだを丸めた。

「どう利用するかまでは、分からないよ。ただこれだけのことをやりきった悠里さんが、今更手加減なんてするわけがない。悠里さんは、最悪、マリアを殺してでも生き延びようとする」

　僕は彼女に顔を近づけて、目を合わせる。

「だから僕からお願い」

　二度目の言葉。

「マリアを殺さないで」

　目を逸そらさせない。これだけは約束させないといけない。

　空うつろな目をしている彼女は、わずかに怯おびえた様子で、答える。

「……約束するのは簡単です。噓うそでも何でもいいから、約束してしまえばいい」

「…………ん？」

「だってカズキさんは音おと無なしさんを利用しようと画策しているときにはもう死んでいて、確かめる手段がない。だから、今私にこんなことを言っても意味がないんじゃないですか？　私が自分の都合で噓を吐つくのはもう分かっているはずです」

　ただ約束すればそれで済むはずなのに、わざわざそんな忠告を彼女はする。

「……悠ゆう里りさんは神かみ内うち昂こう大だいとは違う」

「え？」

「罪の意識をきちんと持っている。だからこれから言う、僕の脅きよう迫はくに屈する」

　脅迫。そんな物騒な単語を僕が言ったことに、彼女は目を丸くする。

「マリアを殺したら僕は──悠里さんの人生を破壊する」

　悠里さんが約束を破ったときに、確かにそこに僕はいない。でもそれは脅迫ができなくなることにはならない。

　悠里さんが約束を破ったときに発動する、仕掛けを用意すればいいだけ。

「マリアを殺したら、僕は悠里さんを呪のろい、苦しませ続ける。幽霊になって取り憑ついて、四六時中呪いの言葉を浴びせ続け、悠里さんが殺人鬼だという事実をひとときも忘れさせない。そうして生きてる価値を失わせ、消し去ってやる」

　僕の強い口調に、悠里さんは顔を歪ゆがめて、泣きたいのか笑いたいのか分からないような顔をする。

「大切なんですね」

　そして呟つぶやく。

「そんなに音無さんのこと大切なんですね」

　ああ、よかった。僕の意図を分かってくれている。

「うん。……だから絶対に殺したら赦ゆるさない」

　悠里さんに罪の意識があるからこそ、通じる脅迫。

　これで彼女は、マリアを殺したその瞬しゆん間かん、罪悪感に殺される。

　彼女はもう、マリアを殺さない。

　僕はベッドから離れて、テーブルの上に座る。

「……それで、どうして悠里さんは、僕と【密談】することしたの？」

「…………」

「悠ゆう里りさんも僕を【密談】相手に選んだでしょ？」

　テーブルの上に座った僕を、悠里さんは見つめる。

「そうですね。……そうでした」

　彼女は視線を、天井へと移す。

「最後に、話したいことがあるんです。聞き苦しいでしょうけど、私の悪行を聞いてもらえますか？　……と言っても、もうほとんど暴かれてしまってるみたいですけどね」

「……懺ざん悔げのつもり？」

「違います。だって、隠したままでいた方が私は楽ですから」

「じゃあどうして？」

「カズキさんの役に立つからです」

　僕は顔をしかめる。

「僕の役に立つって？　何が？」

「私がどんな方法でこの状況を創り上げたか。その細かなやり口を知ることが、カズキさんの役に立つんです」

　意味が分からない。だって僕は、これからすぐに死んでしまうはずだ。役に立つとか立たないとか、そんなもの関係ない。

　だけど悠里さんはその疑問に答えることなく、話し始める。

「私はこの【王降ろしの国】に入り込んだときから、どうすれば生き延びることができるのか考えていました」

　声は震えている。どうやら話したくないというのは本当みたいだ。

「自分の命の危機に怯おびえながら、どうすれば生き延びる可能性が高められるか考えていました。その時点で私は人殺しゲームの勝者になることを考えていたということです。私が出した結論は、とにかくそこにいる人間を私の味方にすることでした。

　特に私が味方に引き入れたかったのは、【革命家】と【魔法使い】です。その二つの【役職】が誰なのか、知りたいと思いました。そのために、【役職】をカミングアウトをしようと提案するつもりでした。だけどそれは意外にも大おお嶺みねさんが代わりに提案してくれました」

「【革命家】と【魔法使い】を味方に引き入れようとしたのは──」

「殺すためです」

　はっきりと断言する。……彼女は少し、露ろ悪あく的になっているのかもしれない。

「でも、【魔法使い】は大嶺さんで、あの人は味方になってくれませんでした。蛇じや口ぐちをひねるように涙を流せる、私の演技性を見抜いていたんでしょうね。そして【革命家】はカズキさんでした。カズキさんは私が頼んでも、簡単に誰かを殺す人じゃありません」

「だから【騎士】である神かみ内うちくんを味方に……？　でも、決断早いよね？　一日目からもう、ある程度指示を受けたって彼は言ってたよ」

「あの人が私を、その……狙ねらっていることぐらいすぐに分かります。そういうことに、結構敏感なんです、私。だからすぐに味方に引き入れ、すぐにああいうやり方で場に危機感を与えてもらうことにしました」

「どうしてそんなことをする必要が？」

「他の皆さんに早急になんとかしようという気になってもらうためです。危機感があると、対策を講じたくなる。そうすることでカミングアウトをしたがる土壌を作ったんです」

　なるほど……。確かに全員が殺人ゲームは起こりそうもないと思っていたとしたら、新しく動き出す必要はない。

「私は音おと無なしさんが言った〝箱〟の話が本当だろう、と踏ふんでいました。だから、大おお嶺みねさんを殺さなければならなかった」

「だから、手間が掛かっても、神かみ内うち昂こう大だいに殺させた？」

「はい。でも大嶺さんが死んでも、【王降ろしの国】は終わらなかった。だから私は、〝所有者〟を殺すことではなく、このゲームで勝利することに目的を移したんです。──これから先は、大体分かりますよね？」

　僕は頷うなずく。大体分かっているつもりだ。……でも、まだ一つ疑問がある。

「色いろ葉はさんは……？　あんな死に方をしたのは、やっぱりダイイングメッセージだったの？」

　悠ゆう里りさんの表情が、露ろ骨こつに固まったのが分かった。

　その表情で、色葉さんの死が彼女にとって特別なものであることが分かってしまう。あんなに雄弁に自分の行動を語ったのに、このことを話すのは抵抗があるらしい。

　悠里さんは一度唇くちびるを嚙かみしめて、だけど言う。

「……カズキさんの予想通りだと思います。私たちは色葉を【謀ぼう殺さつ】相手に選んだ。そしてそのことを知った色葉は、カズキさんと音無さんに、あんな死に方で私の暗あん躍やくを知らせようとした」

　意識的に感情を押し殺した淡たん々たんとした声。

　ふとあることに気付いた。彼女の右腕に付いている腕時計。彼女の元々の時計は、ベージュの時計だった。だけど──今付けている時計は、オレンジ。

「こんなゲームでも……やっぱり私は、色葉に……勝てない……」

　そして押し黙だまる。

　きっとこれ以上色葉さんのことを尋ねても、悠里さんは答えてはくれない気がした。

　だから僕は、そのことをこれ以上追及するのをやめる。

「悠里さんがどう暗躍してるかは分かったけど……。まだ分からない。どうして今までの話が、僕の役に立つの？」

　その質問に、悠里さんはベッドから起き上がり、僕をあの空うつろな目で見つめる。

「…………どうして私が、〝箱〟のことを信じていたのだと思いますか？」

「え？」

「これから言うこと、信頼してもらえますか？　……いえ、すみません。あれだけ裏切っておいて、私が信頼してだなんておこがましいですね」

　彼女は躊躇ためらいながらも続ける。

「でも尋ねられたので話します。みなさんにはない、この空間に来る直前の記憶が、私にはあります」

「────!!」

　予想外の言葉に、僕は目を見開く。

「そこで私は、〝所有者〟に説明を受けました。これからやるのは、【王降ろしの国】という人殺しのゲームなのだと」

〝所有者〟……？　彼女は〝所有者〟を、この【王降ろしの国】をやらせた黒幕を、初めから知っていたっていうのか？

「……その〝所有者〟って……？」

　悠ゆう里りさんは言う。

「大おお嶺みねさんです」

　醍だい哉やが、〝所有者〟だって……？

　僕は息を吞のむ。……いや、予想外じゃない。むしろ普通に考えればそうだ。彼女がマリアの話を信じていたのも、醍哉が〝所有者〟だと知っていたからなのだろう。でも──

「でも──醍哉が死んでも、〝箱〟は潰つぶれてない」

　そう、醍哉が〝所有者〟だったら、もうこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟は終わっているはずだ。

「私もあれで終わると思いました。そう説明したと思います。でも、ごらんの通り終わらなかった。それで、私はすぐに答えが分かりました」

　彼女は言う。

「ここにいた大嶺さん。彼は──『大嶺醍哉』じゃないんです」

「…………何を言ってるの？　じゃああの醍哉は何なの？」

「それは──」

　だけど悠里さんは言いよどむ。

「……ごめんなさい、それを言うのはやめておきます。今言っても、信じてもらえないと思います。でも、考えてみてください。証拠、とまでは言えませんが、ここにいた大嶺さんは、自分がこの〝箱〟の〝所有者〟だという自覚がなかったですよね？」

「それは、たぶん……」

　もし自覚があれば、あの醍哉があんな無む惨ざんに殺されるわけがない。

　でも、それは間違いなくても、悠里さんの発言がすべて真実だってことにはならない。僕には悠里さんの言葉のどこまでが真実なのか判別できない。

「悠ゆう里りさん、僕はもうすぐ死ぬよね？」

「はい」

「じゃあ今悠里さんの言葉を信じ切れない僕が、一体いつ信じられるようになるの？」

　答えられないような、少し意地悪な質問かもしれなかった。

　だけど、彼女は即答した。




「カズキさんの順番がやってきたときです」




「順番……？　順番って何の……？」

　でも、彼女はそれに答えない。それもまた、彼女にとって、僕が『今信じられない』であろう内容なのだろう。

　もしかして──僕が死んでも、悠里さんが勝者になっても、【王降ろしの国】は終わらないっていうのか？　また仕切り直して始まるのか？　一体、いつまで？

　まさか、〝所有者〟が満足するまで……？

「また僕らはこうやって、戦うことになるの……？」

　言った僕から悠里さんは視線を逸そらす。

　答えの代わりに、彼女はこんなことを言う。

「……カズキさん、一つだけお願いがあるんですけど、いいですか？」

　今すぐにでも泣きそうな顔で。

「うん、聞くよ」

　彼女は力ない笑えみを浮かべて、言う。

「ありがとうございます。じゃあ約束してください。次か、その次か、それとも最後か、とにかくカズキさんの順番は必ずやってきます。そのときに、きっと私とまた対たい峙じすることになります。そのときには──」

　彼女は立ち上がった。ふらりと、たどたどしく歩いて、テーブルに座っている僕の前に立ちふさがる。

「その、ときには──」

　瞳ひとみから涙が流れる。

「──私を殺してくださいね」

　そのまま僕にすがりついた。抱きしめられたというより、もたれ掛かられたような、力ない抱ほう擁よう。

「絶対に絶対に殺してくださいね。そうしないと私は、自分を赦ゆるせない。いえ……もう赦せないけど、それ以上に赦せない。だから私を殺して。またあなたに逢あわせて。お願い。お願いお願いお願い──」




「──私を、裏切らないで」




　そうして、悟さとってしまった。

　もしかしたら僕は、また仕切り直せるのかもしれない。生き延びるチャンスがあるのかもしれない。

　だけど、それでも──『柳やなぎさん』を救うことはできない。

　泣き続ける彼女を見て、僕はまた『柳奈な々な』のことを思い出す。

　僕は『柳奈々』と『柳悠ゆう里り』を重ねた。悠里さんを好きになって、助けることができれば、あの過去を変えることができるかもしれない。そう思った。

　そんなわけがないのに。

　二人ふたりは別人で、どちらかを助けても、もう一人ひとりを助けたことになんてなるわけがない。そんな誰だってすぐに分かることに気付かなかったのは、僕が気付きたくなかったからだ。

　だって僕も、救いが欲しかった。

　でも分かってる。こんな誰かの退屈しのぎの〝箱〟の中では、僕は救われない。




「ごめん、裏切るよ」




　僕ははっきりとそう言った。

　だって、僕はきっとまた──『柳さん』を忘れる。

「僕は、僕の順番が来ても、悠里さんを殺さない」

　悠里さんはそのせいで、【王降ろしの国】が終わっても、苦しみ続けるのかもしれない。

　それでも僕は、そう決意した。

　こんな〝箱〟に屈することなく、『柳奈々』という過去に屈することなく、護まもる。

　今の僕を、

　マリアを、

　日常を──護る。

　……なんだ、いつもの結論じゃないか。

「そう、ですか…………」

　呟つぶやくと、彼女は顔をうつむかせたまま、ベッドに戻る。そして僕から顔を隠すように、背を向ける。その背中に向かって問いかける。

「……僕も一つだけ、いい？」

「……何ですか？」

「神かみ内うち昂こう大だいを打ち負かす自信、あるの？」

　これから彼女は、最後の敵である神かみ内うち昂こう大だいと戦う。まともに取っ組み合いをしたら勝ち目があるはずもない彼を、直接ナイフで殺さなければいけない。

「……当たり前ですよ」

　言って、彼女は振り返った。

「…………あ」

　驚いた。

　だってその瞳ひとみは、もうあの空うつろな瞳ではなかったのだ。その表情には、魅力的な微ほほ笑えみが戻っている。

　もちろんそれは本物の表情じゃない。だからこそ驚く。

　だってこれほどの苦しみさえも、彼女はこんなに狡こう猾かつに押し隠し、騙だまし尽くせる。

「色いろ葉はや音おと無なしさんならまだしも、あんな半端な人に私が負けるわけないじゃないですか」

『柳やなぎ奈な々な』と違い、僕に依存せず利用する彼女は、にこやかに啖たん呵かを切る。

「騙し尽くして、殺してやりますよ」

「……そっか」

　散々騙されたはずの僕なのに、笑ってしまった。そうして思い出す。

『怖いよ……怖いよう』

『どうしても、死にたくなかったんです。だから、だから私──』

『私を、助けて』

　彼女は確かに僕を騙した。でもこの彼女が吐いた噓うそは、意外なほど少ない。彼女は本気で怯おびえていたし、苦しんでいたし、助けを求めていた。

　そして──

「カズキさん」

　頰にキスをされたときのような微笑みを浮かべて、柳悠ゆう里りは言う。

「私、カズキさんのこと、好きでした」




　▼七日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　僕は、僕の知ったすべてのことを話した。

　マリアにとって、これがどんなに受け入れがたい結果でも、どうすることもできない。

　悠里さんはすでに僕を【謀ぼう殺さつ】相手に選んでしまった。それをどうにもできないことを、マリアは分かっている。

　だから僕らただ、ベッドの上でお互いの手を握っていた。その手の形を憶えようとしているかのように、僕らは何度も握り直し、指を絡からめ、ただその感触を味わっていた。

　これで最後になる、お互いの感触を。

「一かず輝き」

　マリアが、僕の名前を呼ぶ。

「実は敢あえて黙だまっていたことがある」

「……え？」

「私は今、〝出来損そこないの幸福〟を持っていない」

　それがどんな意味を持つのか分からなくて、僕はただマリアを見つめる。

「断定はできないが、一時的に力を失っているだけだろう。今までそんな〝箱〟に出会ったことはないが、この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟という〝箱〟の特性の一つなのかもしれない」

　……もしかして、結構重大なことだったんじゃないか？

「どうして黙っていたの？」

　マリアはわずかにうつむいて、指を絡ませながら言う。

「私は〝箱〟そのもので、人間ではない。ただ他人のための存在だと、お前にもずっとそう説明してきた。音おと無なし麻ま理り亜あ……いや、音無彩あ矢やはそういう存在でなくてはならない。その私を支えるのは〝出来損ないの幸福〟なのだ。なのにそれが使えない。じゃあ私は、何者だ？」

「マリアは、マリアだよ」

「…………で、現状はこれか」

　マリアは僕の手を痛いぐらいに強く握りしめる。

「私には、一輝を護まもることさえ、できないのか」

「……マリア」

「ふん、何が【影武者】だ。それならお前の代わりに死ぬことができればいいのだ」

　またマリアの悪い癖くせが出た。

　そうやってすぐに、自分を蔑ないがしろにする悪い癖。

「……やめてよ、僕はそんなの望んでいない」

「知っている！　こんな想い、私のわがままだと知っている！」

　はっきり叫さけんだ彼女に、僕は目を見開いた。

「……え？」

　じゃあマリアは自覚していたのか？　それが本当に他人のためになると信じていたわけではないのか？

「この前の『あの一週間』で、お前に散々思い知らされている。そんなことが、私の驕おごりだということぐらい……」

　言って、マリアは僕を睨にらみ付ける。

「だがそれでも！　それでも私は〝箱〟なのだ！」

　僕はその迫力に押されて、思わず押し黙る。

　気付いていて、それでも彼女は変えられない。そこに彼女の確固たる信念があるから。それを変えてしまえば、きっと彼女は、彼女でいられないから。

「…………大きな声を出して、すまない」

　マリアは気まずそうに視線を逸そらす。

「だが、私は悔くやしいのだ。どうしても、この結果が許せない」

「……大丈夫だよマリア。悠ゆう里りさんの言っていることが本当なら、僕らはまた出会える」

「関係ない。今、目の前から一かず輝きがいなくなってしまう事実には何も変わりがない。私は確実に、今、一輝を失ってしまうのだ」

「…………マリア」

　確かに僕も、自分が生き返るだなんて信じられない。

「……一輝、さっきも言ったが、今の私は〝箱〟そのものとは言えない。だから誰も護まもることができない。この後も、ただ柳やなぎが苦しむのを眺ながめることしかできないのかもしれない。私は、この【王降ろしの国】の中では、ただの無力な女だ」

　マリアはそう言うと、僕の頭を包み込むように抱えた。

「だから少しぐらい、音おと無なし麻ま理り亜あの本音を出してもいいな」

　耳元で、呟つぶやく。

「悲しいよ」

　耳に唇くちびるがわずかに触れる。

「お前が死ぬなんて耐えられない。つらい。嫌いやだ。苦しい。一緒にいたい」

　僕はふと、繰り返しの教室の中で、彼女跪ひざまずいて手を差し出したことを思い出す。

「私は無力かもしれない。今の私は、ただの音無麻理亜でしかないのかもしれない。でも──」

　あのときの彼女は、一いつ瞬しゆんだけではあったけど、確かに無力な少女だった。

　そしてこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中にいる彼女もまた、無力な少女だ。

「──それでも、命を投げ出してでも、お前を護りたい」

　それをどんな表情でマリアが言っているのか、僕には分からない。

　だけど、言うべき答えは分かる。

「ごめん」

　だって僕は『柳さん』ではなく、マリアを選んだときに決断した。

「どんなにつらくても、今回護るのはマリアの役目じゃない」

　今の僕を創っている彼女を選んだときに、決断した。

「〝箱〟のない君を護るのは、僕の役目だ」

　マリアを護るって。

　そうして日常を、護まもる。

　マリアが望まない、日常を護る。




　▼七日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

　そうして僕は、見えない剣に身体からだを貫かれて死んだ。





・【星野一輝】、【斬殺】により死亡。









　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊GAME OVER＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊





・勝者



【柳やなぎ悠ゆう里り】（player）

【王】、七日目に星ほし野の一かず輝きを【謀ぼう殺さつ】相手に選び、殺害。同日、神かみ内うち昂こう大だいを直接殺害。生存。


　※新しん藤どう色いろ葉は、星野一輝、神内昂大の死亡により勝利条件が満たされました。






【音おと無なし麻ま理り亜あ】

【影武者】、生存。


　※新藤色葉、星野一輝の死亡により勝利条件が満たされました。







・敗者



【新藤色葉】

【王子】、六日目にタイムスケジュールを破り、処刑。




【大おお嶺みね醍だい哉や】

【魔法使い】、六日目に神内昂大にナイフで頸けい動どう脈みやくを切られ、出血死。




【星野一輝】

【革命家】、七日目に柳悠里、神内昂大の【斬ざん殺さつ】により死亡。




【神内昂大】

【騎士】、六日目に大嶺醍哉を直接殺害。七日目に星野一輝を【斬殺】により殺害。同日、柳悠里にナイフで腹部を刺され、出血性ショック死。
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　▼一日目〈Ｂ〉大部屋

　殺し合いのゲームだとは聞いていた。

　それなりに危機感は抱いだいていたつもりだった。

　でも、こんなのに対応できるわけがない。まさか、いきなりゲームオーバーになるだなんて想像できるわけがない。

　喉のど元に押し当てられたナイフが、食い込む。床に倒された僕の首筋に、血液が流れていく感覚ある。

「雑念」

　目の前にある整った顔立ちの女性が、口を開く。

「カズキくんだってことで、雑念が入ったよ。君を助けてあげたいって思う心が、あたしにあるからだろうね。まだ未熟だってことかな」

　表情をまったく変えず、ただ機械的にまばたきだけをする女性が、まったく意味の分からないことを言う。

　わずかにナイフを持つ力を緩ゆるめて、彼女は続ける。

「どうせだから、カズキくんの今後のためにあたしのことを話してあげるよ。神かみ内うちの野郎が来るまでになるから、ほんのちょっとだけどね。ち、それにしてもあいつは生存か。あいつこそ殺してやりたいのに」

　何を言っているんだ彼女は……？　神内って誰だ？　そもそもこの人、誰だ？　どうして僕の名前を知っているんだ？

「あたしは驚異的な身体能力もなければ、飛び抜けたIQがあるわけでもない。映像記憶もできないし、共感覚もない。分かりやすい特殊能力なんて一切ない。じゃあ、どうしてあたしは、あたしたり得るのか？」

　全身血だらけの彼女は、なおも無表情で言う。

「集中力があるから」

　淡たん々たんと彼女は続ける。

「例えば徒競走。まず走る前に雑念を排除する。誰々になら勝てそうだとか分ぶが悪いとか、これで勝てれば全国大会だとか、そんな思考を遮しや断だんする。グラウンドの状態、白筋などの自分の身体状況などから今日の理想的な走りがどうであるか簡単に分析し、シミュレートする。クラウチングスタートをしたら、ただ音に集中する。雑音はすべて排除し、ピストルの音だけに集中する。だけど音の速度は約340m/sと遅い。実際には音の鳴り始めと同時に飛び出すのだけど、イメージ上ではそうするわけにはいかない。だから感覚的には音を追い越す要領でスタートする。そして事前にしたシミュレートの走りに合わせて、走る。余計な思考はいらない。だから大会で走った後のあたしは、走っている間の記憶がない」

　そこまで喋しやべって、感情のない瞳ひとみを僕に向ける。

「ああ、ごめん、ずいぶんと長くなっちゃったね。要はね、ただ一つの方向にエネルギーを向かわせることができれば、非ひ凡ぼんと言われる能力を引き出せるってことだよ。あたしはそれが得意なだけで、超人じゃないってこと。はい、この情報役に立つよきっと」

　意味が分からない。きっと彼女は狂っているんだ。

　後頭部が濡ぬれていることに気付く。それが何の液体か推測がついたけれど、確認できない。……したくない。

　代わりに僕は視界に捉とらえる。

「う、あ──」

　倒れているマリアの身体からだを。

　そして倒れているのは彼女だけじゃない。他にも倒れて動かない身体がある。

「少しね、怒ってるかもしれない。神かみ内うち昂こう大だいの非道さもそうだけど、それ以上にあのクソビッチに。このゲームだけじゃなく、普段から平然とあたしを騙だまし続けた行為に」

　でもその表情には怒りも何も見受けられない。

「悠ゆう里りの奴やつね、あたしがあいつを好きなことを知ってて付き合ったんだってよ。しかも好きでもないのに。あたしを苦しめるためだけに。ひどいよね。そんなこと聞かされたら、自分が殺されることを知っても、ダイイングメッセージを残すぐらいの工作しかできなくもなるよ」

　もう僕は、何を言っているのか理解することを放棄した。

「でも、あたしはそんな感情関係なく、こうしたと思う。だってここで勝つには感情は必要ない。あたしはこの【王降ろしの国】の説明を聞き終わったときには、準備を終えてたしね」

「…………準備？」

「うん──勝利確定まで殺し続ける集中力を保つための、準備」

　そして、何の表情の変化もなく、

　彼女は僕を殺した。

「感情を持つのも、この結果に後悔するのも、すべてが終わったその後でいい」

　頸けい動どう脈みやくを切られた僕の意識はすぐに薄れていった。

　その薄れる意識の中で、気のせいか慟どう哭こくのような叫さけび声が聞こえた。僕はその声を聞いて、ようやく思い出した。

　そうだ、あの人、生徒会長だ。





・【星野一輝】、【新藤色葉】に頸動脈を切られ、死亡。









　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊GAME OVER＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊





・勝者



【新しん藤どう色いろ葉は】（Player）

【魔法使い】、一日目に柳やなぎ悠ゆう里り、音おと無なし麻ま理り亜あ、大おお嶺みね醍だい哉や、星ほし野の一かず輝きを直接殺害、生存。


　※見事生き延び、勝利条件を満たしました。






【神かみ内うち昂こう大だい】

【影武者】、生存。


　※星野一輝、音無麻理亜の死亡により勝利条件が満たされました。







・敗者



【柳悠里】

【騎士】、一日目に新藤色葉にナイフで頸けい動どう脈みやくを切られ、出血死。




【大嶺醍哉】

【王】、一日目に新藤色葉にナイフで頸動脈を切られ、出血死。




【星野一輝】

【王子】、一日目に新藤色葉にナイフで頸動脈を切られ、出血死。




【音無麻理亜】

【革命家】、一日目に新藤色葉にナイフで頸動脈を切られ、出血死。







　酩めい酊ていのような揺ゆらめきが止やみ、僕を支配していた透明な手は消えている。

　目の前には【王降ろしの国】と書かれた、アーケードゲームの筐きよう体たい。

　僕は黒く、暗い空間の中に戻っている。身体からだに貼り付くような粘ついたどす黒い空気に、僕は嫌けん悪お感を抱いだいて──そして思い出す。

　そうだ。僕はこの筐体から出てきた透明な手に、絡からめ取られて、それで──

「意味のない殺し合い、お疲れ様」

　大おお嶺みね醍だい哉やが、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟が、目の前にいた。

「どうだった、【追体験】は？」

　醍哉は、そんなことを言う。

「【追体験】、だって……？」

「ああ、今までお前が体験してきた【王降ろしの国】の中での出来事は、実際にお前が体験したことじゃない。何て言うべきか……そうだな、他のプレイヤーの記録、過去ログのようなものを体験したって感じか」

　なにを言っているんだ醍哉は？　他のプレイヤーの記憶？　だったとしたら、どうしてこの記憶は僕の視点なんだ？

　あれは他でもない僕の記録だ。

「どうも分かっていないようだな」

「……だって、あれは確かに僕じゃ──」

「あれはＮＰＣだ」

　醍哉は素早く答える。

「……は？」

「その程度のゲーム用語も知らないか？　だからお前が自分だと思っていたあれは、お前ではなく【王降ろしの国】のコンピュータが操る敵キャラだって言ってる。そうじゃなきゃ、二度死んだお前が、こうしてここにいるわけないだろう」

　……意味が分からない。ああやって悩んだり、苦しんだりした僕がＮＰＣ？

「……噓うそだよ。あんなリアルに僕みたいな行動や思考ができるわけない」

「それができるから、〝箱〟なんだろうが」

「……そりゃ、そうかもしれないけど……」

　そういえばマリアは〝箱〟を持っていなかった。その理由も、ＮＰＣだからということで説明できるのか？

「……でも、何のために、そんなことを？」

「言っただろ？　この〝怠惰なる遊戯〟という〝箱〟は、退屈しのぎをするための、ただ【王降ろしの国】というゲームをやらせるためだけの〝箱〟だ。そして、【王降ろしの国】は、誰か殺しを始める人間がいないと始まらない。始まらないと退屈しのぎにはならない。じゃあ、確実に誰かが誰かを殺し始める状況を作るにはどうすればいいか？」

　醍だい哉やは僕に口を挟はさませず、言う。

「確実に一人ひとりが、殺しを始めるシステムを作ればいい」

「ＮＰＣがいることがどうして、確実に一人、殺しを始めることになるの？」

「【王降ろしの国】の中で、本当の意味で戦っているプレイヤーはただ一人だ。そいつは敗北したら死ぬ。他はＮＰＣ。ここまではいいな？」

　顔をしかめながらも、頷うなずく。

「プレイヤーは、他の人間がＮＰＣであることを知っている。簡単に割り切れるものではないが、それでもＮＰＣを殺しても、その本体は生きていることを知っている。逆に自分だけは死んだら終わりだと知っている。さて、そんな立場のプレイヤーは、誰も殺さずにいられるかな？」

　二回目のゲームの悠ゆう里りさんのセリフを思い出す。

『死にたくないよ』

　あのゲームで彼女はプレイヤーだったのだろう。もし彼女が、事情をまったく知らない状態だったのなら、果たしてあそこまでできただろうか？　……たぶん、できない。間違いなく他がＮＰＣだということが、彼女の行為を後押ししたのだ。

　いや、それより色いろ葉はさんだ。彼女はもっと露ろ骨こつだった。僕らにやり直しのチャンスがあることを知っているから、感情を殺して、さっさとゲームを終えた。

　三回のゲームの展開は、それぞれまったく違うものになった。プレイヤーが違うだけでこれだけ変わるということは、やはりプレイヤーの存在が【王降ろしの国】を始める大きな鍵かぎになっていることは間違いないのだろう。

「……じゃあどうして、悠里さんは僕らを殺すことにあんな抵抗して、苦しんでいたの？　僕らがＮＰＣであることを知っていたはずでしょ？」

「想像力のないクズだな。あのＮＰＣが、お前の完全なコピーであるってことは分かるよな？確かに殺しても、お前本人が死ぬわけじゃない。……だが、逆に言えばそれだけだ」

「…………？」

「お前のコピーであるＮＰＣは、お前本人と何が変わるわけではない。人格も、何もかもがお前と同じだ。そんな自分と同じ存在を殺した奴やつを、お前は割り切って赦ゆるせるのか？　逆に、お前は他の人間のＮＰＣを平然と殺せるのか？」

　僕は口をつぐむ。

「【追体験】したからこそ分かるだろう。ＮＰＣを殺すことは、本人を殺すことと変わらない」

　……その通りだ。僕のＮＰＣにとっては、僕本体が生きているかどうかなんて関係なかった。あの僕とまったく同じ『彼ら』は、悠里さんと色葉さんに、確かに殺されたのだ。

　僕とＮＰＣは同一で、だけど別個の存在。

「……醍だい哉や、さっきから言ってる【追体験】って、つまり僕を元にしてできたＮＰＣの体験を、自分が体験しているように見ることができる、って解釈していいんだよね？」

「ああ、それで問題ないな」

　なら、僕はまだ、【王降ろしの国】の勝者にも敗者にもなっていない。

　それが決まるのはこれから。

　僕は目の前の筐きよう体たいを見る。

　僕は今度こそ本当の意味で【王降ろしの国】を始める。やり直しの利きかない、死んだら死ぬゲームを始める。

「お前の順番だ」

「……今までのプレイヤーは、醍哉、悠ゆう里りさん、色いろ葉はさんの順でいいんだよね？」

「ああ、それがどうした？」

「悠里さんと色葉さんは、今どうしてるの？」

「この暗闇の空間の中にいる。眠っている、というより止まっている状態だけどな。捜さがそうとすれば見つかるが、見つけてもどうにもできないので意味はない。解放されるのは、全プレイヤーの六人のゲームが終わってからだ」

「全員、生き延びたんだよね？」

「ああ。プレイヤーとして勝利しているからな」

「……【王降ろしの国】の中の記憶は消えないんだよね？」

「ああ」

　思い出す。僕自身の体験ではないから、その表現は正しくないかもしれないけれど……とにかく思い出す。

　柳やなぎ悠里の空うつろな目。

　新しん藤どう色葉の慟どう哭こく。

　彼女たちは苦しんで、罪を背負ってしまって、それはもうなかったことにはできない。これからの僕のゲームで何をしても、彼女たちを救うことはできない。

　僕は、もう二人ふたりを助けられない。

　僕が助けられるのは、彼女たちと同じように、自分だけなんだ。

　……いや、違う。

「醍哉」

「なんだ？」

「マリアの番は、いつ？」

　醍哉は答える。

「お前の次だ」

　そうか、じゃあ──

　──僕は、マリアを助けることはできる。

　僕はこの空間にいるであろう彼女の姿を捜さがして、辺りを見回す。でもどこまでも不快な暗黒の中に包まれていて、筐きよう体たいの近く以外何も見えやしない。

　悠ゆう里りさんと色いろ葉はさんは、僕に勝って欲しいとヒントを与えた。自分たちを倒す攻略法を教えてくれた。

　でも、僕はそれじゃダメだ。

　だってマリアは、絶対にこのゲームに勝てない。このゲームに必須である騙だまし合いも、殺し合いも、彼女にはできない。

〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で、彼女は無力なんだ。

　僕はマリアを救わなければいけない。そうしないと彼女も、今の僕にとっての『柳やなぎ奈な々な』になる。

　だけどどうすればいい？　仮に僕が【王降ろしの国】で勝利したとしても、それは僕が生存できただけで、マリアを助けることにはならない。

　そう──僕の目的は【王降ろしの国】で勝利することじゃない。

　このくだらない〝箱〟を、〝怠惰なる遊戯〟を潰つぶすことだ。

「……なんだカズ、その生意気な目は？」

　自分を睨にらみ付ける僕に、醍だい哉やは顔をしかめる。

「…………醍哉、フェアじゃないよね？」

「なに？」

「卑ひ怯きようだって言ってる」

　その言葉に、醍哉は露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうにする。……作戦通りだ。

「どこがだ？　俺は一番初めに【王降ろしの国】のプレイヤーになった。【追体験】ができない手て探さぐりの状態でやらなければいけない分、最も不利だったのは間違いない。それなのに卑怯だと？」

「目的が違う」

「なんだと？」

「僕にとって【王降ろしの国】で勝利することは、目的を果たしたことにならない。ただ、生き延びることができたってだけだ。僕の目的は日常に戻ることだって、醍哉は知ってるでしょう？」

「…………」

「僕は、ゲームに沿って誰かを殺しただけで、目的を果たせなくなる。【王降ろしの国】が誰かを殺さなければ終わらないゲームだとしたら、僕は絶対に目的を果たせない。つまり勝利がないんだ。対して醍哉は、ただ負けが決まった僕を檻おりに入れて傍ぼう観かんするだけ。これが卑怯でなくて何なの？」

　言い切った僕を、醍だい哉やは黙だまって睨にらみ付ける。怖おじ気づきそうになる心を隠して睨み返す。

　しばらくその状態を続けて──だけど醍哉は笑い始めた。

「な、何がおかしいの？」

「何を言ってるんだ？　お前は笑わせるつもりで、このにらめっこをしていたんだろ？　ああ、はいはい負けた。その顔、確かにおかしいよ」

「……だから何がおかしいんだよ！」

「おかしいだろ？　そうやって挑発して、自分に有利な条件を俺から引き出そうという意図が丸わかりな様が」

「…………あ」

　挑発は、見抜かれていた。

「柳やなぎほど狡こう猾かつにできるようになってからやれ。俺がそんな下へ手たな演技で騙だまされてやるわけがないだろ。滑こつ稽けいで浅はかな奴やつだな」

「う──」

　ダメ、なのか──

　醍哉が条件を変えてくれなければ、僕は、僕の目的を果たすことができない。じゃあ、もう手詰まりなのか？

　僕は──マリアを助けられないのか？

「だが、おもしろい」

　醍哉が口にする。

「…………え？」

「お前の挑発に乗ってやる、そう言ってる」

　それでも僕は理解できずに、ポカンと口を開けている。

「【王降ろしの国】には、誰も殺さなくても終わる裏技がある」

　構わず醍哉は続ける。僕はなんとか口を閉じて、醍哉との会話に集中する。

「あの緑のクマが、全員ミイラ化なんてつまらないと言ったのを憶えているか？」

　記憶をたどってみる。

『それジゃあ・全員の・健闘ヲ・祈ルよ・全員・ミイラ化・なんテ・そんなつマらない・終わり方だケは・ヤめてね』

　うん、言っている。

「何度も言うが、これは退屈しのぎのための〝箱〟だ。平和に何も起こらず終わるのは、望ましくない。全員誰も殺すことなく終わる、そんなこと想定していないし、そんな終わりに興味はない。だから、誰も殺さないと確定した時点で、強制的にゲームは終了する。全員の食料がなくなり、時間が来た時点で、プレイヤーはそのまま解放される」

「つまり──」

「八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる」

　ああ、それだ。

　それこそ、僕が日常を手にしたまま、〝箱〟に打ち勝った証明になる。

「そして──もしそのエンディングを迎えられたなら、俺がこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を潰つぶしてやる。それがお前の言うフェアなんだろう？」

「……本当に？」

「俺が噓うそを吐ついたことがあったか？」

　…………いや、たくさんあるけど。

　でも、この約束は守るだろう。プライドの高い醍だい哉やが、こうも明確に勝敗を定めた勝負の約束を反ほ故ごにするわけがない。

　勝利は不可能じゃなくなったのだ。

　もちろん、醍哉や神かみ内うち昂こう大だいを含めた全員に、誰も殺させないのは至難の業だ。時間が迫り、死の恐怖に駆かられれば、誰かが間違いを犯すかもしれない。八日間何もせずに終わるそのエンディングへの道のりは険しい。

　それでも、やるしかない。

「……醍哉」

　僕は醍哉に人差し指を突き付ける。

　醍哉は、今までの【王降ろしの国】を、『意味のない殺し合い』だと言った。

　僕はそれを否定する。

　意味はあったんだ。悠ゆう里りさんの、色いろ葉はさんの、全員のあがきが、僕が醍哉に勝つための方法を教えてくれる。

　みんなの苦しみを、僕は絶対に犠牲にしない。

「僕は、醍哉に勝つよ」

　不敵に笑い、醍哉は言い放つ。

「絶対に無理だ」







あとがき




　こんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。

『はこマリっ！』（かわいく略してみた）も三巻目です。ようやく、一巻時からちょっと怪しかったアイツが活躍し始めました。書きやすいキャラなので、奴やつが動き出すのを他の誰よりも自分が待っていましたよ。




　さて、内容に触れているような触れていないような話でも。

　無事三巻まで出させてもらったこのシリーズですが、このシリーズを立ち上げるまでには結構な没を食らっています。

　最後まで書いた話が丸々全部没になることもありました。

　没になったその作品は、もう世に出ることはありません。その時、自分がおもしろいと思っていた物語は、読者に届くことなく死にました。

　でも、それでよかったんです。

　もちろん何ヶ月もかけて書いた話が没になるのはショックだったし、悔くやしかったですが、今の自分と作品の養分になって生き続けている……といったら大げさかもしれませんが、とにかくそのいくつもの没作品がなければ、今がなかったことには違いありません。

　だけどもし書くことを諦あきらめていたら、本当にそのいくつかの没作品は死んだだけになってしまったかもしれない。

　そう思うと、諦めずに続ける事って大切だな、って思います。……って、真ま面じ目めなこと書きすぎじゃないですか。そうそう、まだ読まれていない読者様のために説明すると、今回の話は男女６人が泊まりがけでキャッキャしながらゲームをやる話です。楽しそうですね。




　謝辞です。

　イラストの鉄てつ雄おさん、忙しいスケジュールの中、今回も素敵なイラストありがとうございます。

　担当の川かわ本もとさん。今までありがとうございました。川本さんのおかげで成長できたと思っています。ご要望があればそちらの部署でＢＬ書きますので！　……すみません噓うそです無理そうです。

　そしてもちろん読者様。この引きなので次の巻をさくっと素早く出したいと思います。春には出ます！　出る……と思います。出るはずです。出たらいいな！

　それではまた！





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県在住。最近は原稿に取りかかる前に、コーヒーを飲み、ガムを噛み、ヘッドホンで音楽を流し、瞑想し、頬を叩いてから始めます。
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イラスト／鉄てつ雄お

気が付いたらもう３巻です。

１年経つスピードが早すぎて生きるのが辛い。

あと女装はいいものだと思います。
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御み影かげ瑛えい路じ
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